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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章　嵐あらし







「はあッ!!」

　夜よ闇やみに鋭するどい叫さけびが響ひびく。騎き士しの振ふるう横よこ薙なぎの長ちよう剣けんが、眼前の黒い影かげに叩たたきこまれた。

　剣けん光こう一いつ閃せん──

　練り上げられた源力エーテルの籠こもった斬ざん撃げきが、淡あわい光の軌き跡せきを残しつつ、影の肉体を両断した。上下泣き別れになった骸むくろが、甲かん板ぱんの木目に崩くずれ落ちる。

　吹ふきつける激しい風雨が、こぼれ落ちた血と臓物を洗い流した。

「一つ──」

　夜の嵐に翻ほん弄ろうされる二本マストの帆はん船せん、その甲板上で騎士がつぶやく。閃ひらめく雷らい光こうに照らし出された顔は、手しゆ練れんの剣技に見合わぬほど若々しい。

　騎士の周囲を、黒衣の一団が取り囲んでいる。全身を黒いマントで覆おおったその姿は、まるで影絵のようだ。

　一人欠けてその数は、残り六人。

「酷むごいことをする」

　低い声で唸うなりながら、騎士は甲板上のそこかしこに倒たおれ伏ふす人ひと影かげを見やる。黒こく影えいに斬きり殺された水夫たちの、無残な亡なき骸がらだった。

「お前ら灰はい浪ろうどもが欲ほしいのは、俺の首だろうが。なぜ関かかわりのない者まで巻きこむ」

「笑しよう止し」

　灰浪と呼ばれた影の中で、頭目と思おぼしき一人がそう答える。

「いかにも我らの使命は、貴様の首一つ。故ゆえにそれを果たすためならば、他の全すべては瑣さ事じに過ぎぬ。無論、我らの命も含ふくめてな」

　無感情にただ淡たん々たんと響いていた影の声が、不意に粘ねばつくような喜き悦えつを帯びる。

「我らと共に海の藻も屑くずと果てよ、〈鴉コローネ〉。国を捨てた裏切り者には、似合いの最さい期ごだ」

「俺が国を捨てたんじゃない」

　騎士──〈鴉コローネ〉の声が、抑おさえきれぬ激情に震ふるえる。

「国が俺を捨てたんだ!!」

　叫びと同時に、〈鴉コローネ〉が踏ふみこむ。源力エーテルを駆く使しした歩法は、まさに神速そのもの。正面に立つ影との間合いを、わずか一足で踏み越こえる。

　刃はと刃が交差する。〈鴉コローネ〉の繰くり出した諸もろ手て突づきが、影の受け太だ刀ちをかいくぐって顔面に炸さく裂れつ。籠められた源力エーテルが、首から上を微み塵じんに吹き飛ばした。

「二つ──」

　身を翻ひるがえした〈鴉コローネ〉に、残る五人の影が躍おどりかかる。前後左右、そして頭上。

　殺さつ到とうする影たちの刃やいばを前に、〈鴉コローネ〉は臆おくせず踏み入った。長剣が唸りを上げ、血ち飛沫しぶきと共に左右の影が倒れ伏す。

「三つ──四つ──」

　続いて素す早ばやく体を開き、頭上と正面から繰り出された影の刃に空を切らせる。だがその隙すきに〈鴉コローネ〉の背後へと回りこんでいた影の頭目が、本命の一いち撃げきを──

「…………!?」

　わずかに漏もれた苦痛の呻うめきは、頭目のものだった。その肩かた口ぐちに、短剣が深々と突つき立っている。〈鴉コローネ〉の背にとどめの刃を振り下ろそうとしたその瞬しゆん間かん、右後方の死角から投げられたのだ。

　同時に物もの陰かげから、旅姿の少女が飛び出す。短剣を逆手に構え、影の一人に踊おどりかかった。思わぬ伏ふく兵へいに、初めて影たちの動きが乱れる。

〈鴉コローネ〉たちが、その動どう揺ようを見み逃のがすはずもない。大上段から振り下ろされた〈鴉コローネ〉の剣が五人目の頭ず蓋がいを叩き割り、ほぼ同時に少女の短剣が六人目の喉のど笛ぶえを搔かき切る。

「五つ──六つ──よくやった」

「……従者の務めを果たしただけ」

　従者の少女は、主あるじである〈鴉コローネ〉の賞賛にそっけなく答えた。まだ幼さの残る顔の、濡ぬれた頰ほおを真っ赤な返り血が流れ落ちている。

「さて、と」

　一人残された影の頭目に、〈鴉コローネ〉は長剣の切っ先を突きつけた。

「落とし前は、つけてもらうぞ」

「これ以上、帝てい国こくに仇あだなすつもりか〈鴉コローネ〉」

「当たり前だ。あの国は、俺がこの手で滅ほろぼす」

「────！」

　無音の気勢と共に、影が走った。〈鴉コローネ〉はそれに応じ、神速の片手突きで迎むかえ撃うつ。

　ぐんと伸のびた〈鴉コローネ〉の突きは、狙ねらい過あやまたず影を捉とらえた。源力エーテルを乗せた長剣はたやすく影の胸むな板いたを貫つらぬき、切っ先が背中から飛び出す。

　だがそれとほぼ同時に、閃光と轟ごう音おんが船上を薙なぎ払はらう。落らく雷らいが、船のマストを直撃したのだ。

「なにっ!?」

　焼け焦こげたマストは根本からへし折れ、その重みに引きずられて船体そのものが大きく傾かたむく。船員の多くを失った船が、それに耐たえられるはずもない。

「……共に逝ゆこうぞ、裏切りの騎士よ」

　黒衣の下からのぞく顔は、殉じゆん国こくの法ほう悦えつに歪ゆがんでいた。まるで自分の妄もう執しゆうが、この落雷と破局を引き起こしたとでも言いたげに。

　倒れ伏した影の骸が、斜ななめに傾かしいだ甲板を転がった。

　落ちていく──落ちていく──落ちていく──

　積み荷も人も、斜めになった甲板を滑すべり、次々と嵐の海へと落ちていく。その異変に従者の娘むすめは、思わず主の名を叫んだ。

「シオン様!!」

「まだだ！　こんなところで終わってたまるか!!」

　その瞬間、ついに帆船は引っ繰り返った。横転し、ねじ曲った船体は、あっという間に波間へと消える。

　荒あれ狂くるう嵐の海上に、主従の人影は見えなかった。







　時に、大陸暦一三三四年──西方デユシア大陸は乱世の只ただ中なかにあった。

　大陸全土を統一していた神聖アトーシャ皇国が、千年の栄えい華がの果てに滅んでより三〇〇年余り。

　広大な大陸には無数の国々が興おこっては亡ほろび、数多あまたの群ぐん雄ゆうや英えい傑けつが、西方の覇は権けんを賭として果てなき争いを繰り返す。

　それら多種多た彩さいな人士の中でも、『仮面の軍師』アートルム卿きようの足あし跡あとは、ひときわ異い彩さいを放っていた。

　アートルム卿の名が初めて信しん頼らいできる記録に残ったのは、今を去ること二八年前──大陸暦一三〇六年のこと。グラニヤ帝国とイルガント王国の間で起こった、センプロム城攻こう防ぼう戦せんにおいてである。

　この戦いは、グラニヤによるイルガントへの奇き襲しゆうで幕を開けた。不意討うちで雪な崩だれこんだグラニヤ軍二万騎に対し、国境の要よう衝しようであるセンプロム城に立て籠もったイルガント軍は一〇〇〇騎足らず。

　本来ならば問題にならぬ少勢である。だがこの時、センプロム城に陣じん借りしていた流れの騎士が、歴史を変えた。

　彼──アートルム卿は、イルガント軍の城将への献けん策さくという形を取りつつ、城内の粘り強い防衛戦と城外の巧こう妙みような遊撃戦を共に主導。一ひと月つきにわたってグラニヤ軍を散々に翻弄し、ついには撤てつ退たいへと追いこんだのだ。

　大陸の北部一帯を席せつ巻けんし、西方全土の再統一を掲かかげ怒ど濤とうの南征を繰り返してきたグラニヤ帝国は、その覇は業ぎように大きな土をつけられた。

　思いもかけぬ大戦果に、イルガント王は驚きよう喜きした。勝利の立役者であるアートルム卿に対しては、恩賞として広大な所領に加え爵しやく位いまで約束。正規の家臣として召めし抱かかえようとする。

　だが当のアートルム卿はそれを固辞する。わずかな報ほう奨しよう金と感状のみを受け取ると、イルガントを立ち去った。

　それよりおよそ三〇年、アートルム卿の姿は常に帝国との最前線にあった。

　グラニヤの脅きよう威いに晒さらされた様々な国を渡り歩き、軍師もしくは客将としてその卓たく越えつした知略・軍略を提供。いくつかの決定的な勝利をもたらしては、新たな戦いと陣営を求めて旅立つ。

　そんな果てしない遍へん歴れきを繰り返すうち、アートルム卿の戦功と偉い業ぎようは、いつしか伝説へと昇しよう華かしていった。

　そして現在──『仮面の軍師』不敗の名声は、いまだ輝かがやき続けている。
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　激しい嵐あらしの夜が明けた翌日、空は昨夜と打って変わって青く高く晴れ渡っている。

「はっ」

　エルザイム王国ダーラム州の海沿いを走る脇わき街かい道どう。人ひと気けのない道で、セレイン・コーディアナは馬を駆かっていた。

　引き締しまった硬こう質しつの美び貌ぼうは、春の陽気に薄うすく汗あせをにじませている。化け粧しよう気のなさと相まって、一八という娘むすめ盛ざかりの華はなやかさよりも、凜り々りしさを強く感じさせた。その背中では、三つ編みの金きん髪ぱつが踊っている。

　すらりとした長身を包む騎き士し服に、背負った身の丈たけほどもある大剣。肩口に描えがかれた十字の意い匠しようは、エルザイムの国軍である剣十字騎士団の紋もん章しようだ。

「あそこか」

　行く手に、一いつ軒けんの古ぼけた茶店が建っていた。軒のき先さきで馬を止め、セレインは軽かろやかに地面へと下りる。

「おやおや、こんな辺へん鄙ぴな所に騎士様がいらっしゃるとは」

　茶店の奥から、人ひと影かげが顔を出した。店主の老ろう婆ばと、あと一人──

「ご無ぶ沙さ汰たしております、セラお姉様！」

　弾はずんだ声を上げながら、小さな人影がセレインに抱だきつく。まるで人形のように華きや奢しやかつ小こ柄がらで、可か憐れんな少女だった。

「久しぶりだな、ルル。元気そうで何よりだ」

　セレインは少女を抱き留とめると、その背を軽く叩たたく。

「それはもう──あら、いやですわ。ルルったらはしたない真ま似ねをいたしました」

　まだ幼く愛らしい顔を赤らめた少女が、今度はすまし顔で上品に一礼する。頭の両側で束ねられた柔やわらかな金の髪かみが、ふわりと揺ゆれた。

「ご機き嫌げんよう、セレイン・コーディアナ卿」

　子供の頃ころから可愛かわいがってきた妹分の元気な姿に、セレインは小さく笑う。

　少女の名は、ルル・セーファ・ナグザレア。エルザイム王国屈くつ指しの名門貴族である、ナグザレア伯はく爵しやく家の一人娘である。

「お父上はお変わりないだろうか？」

「ええ、とても。久しぶりにセラお姉様とお会いできるのを、楽しみにしております」

　そう答えたルルの表情が、わずかに翳かげった。

「このところ、お客様もほとんどいらっしゃいませんし……」

「そうか」

　ルルの父であるナグザレア伯は、長らく執しつ政せいの一員に名を連ねて国政を切り回していた重臣だった。だが半年前の政争に敗れて地位を追われ、王都アクベを去ったのだ。

　今はここダーラム州の片かた田舎いなかの屋や敷しきで、娘のルルと共にひっそりと暮らしていた。

「屋敷まで案内を頼たのむ」

　そうセレインが言った時、店の奥に引っこんでいた老婆が、再び顔を出す。

「もう行かれるのですか？」

　老婆が手にした盆ぼんの上には、冷えた香こう茶ちやの杯さかずきと、焼き菓が子しの皿が載のっている。それを見たセレインの腹が、くうと小さく鳴った。

「……いや、いただこう」

　大剣を背から下ろし、長なが椅い子すに座る。冷茶でのどを潤うるおし、焼き菓子を一口──

「あ……これ、おいしい」

　控ひかえめで上品な甘さと、口の中でサラリと溶とける生き地じの舌した触ざわりが見事だ。とてもこんな田舎の茶店で出る味には思えない。

　目を丸くするセレインを見て、ルルは自じ慢まんげに笑っていた。

「ひょっとして、これはお前が？」

「ええ。最近のルルは、家計の足しにお商売の真似事をいたしておりますの」

　得意そうに小さな胸を張って、ルルは言った。

「村の方々から麦粉や卵を分けていただいてつくってみましたら、ずいぶんとよい評判をいただきまして。今はお菓子の他にも、お魚の燻くん製せいとかにも挑ちよう戦せんしておりますわ」

「うちの倅せがれが漁師の片手間に船で商いをしとるのですが、ルル様のこしらえたものはどれもこれも飛ぶように売れまして。やはりこの、都ぶりの味がよろしいんでしょうねえ」

「なるほど、都ぶりか」

　母を早くに亡なくしたルルが、家事全ぜん般ぱんを得意にしていることは知っている。ここ最近で、さらにその腕うでを上げたようだ。

「そうそうルル様、これが今月の分です」

　老婆が取り出した革かわ袋ぶくろを、ルルは受け取った。ずしりと重そうな中身を確かめている。

「まあ、こんなに。ありがとうございますわ」

「いえいえ。儲もうけさせていただいてるのは、うちの方ですから」

　筋金入りの箱はこ入いり娘であるルルが、不自由な田舎暮らしで大だい丈じよう夫ぶなのか心配していたのだが、どうやら杞き憂ゆうだったらしい。

　そう苦笑いしたセレインだが、視界の隅すみにふと違い和わ感を覚えて目を細める。

（あれは？）

　街道の向こう側に広がる白い砂すな浜はま、寄せては返す波の影かげに、何かが横たわっている。確かめようと目をこらしたセレインが、不意に血相を変えて立ち上がった。

「どういたしました？」

「人だ──浜で人が倒たおれている！」

「ええっ!?」

　驚おどろくルルを残し、セレインは走り出した。一息に街道と砂浜を横切り、波打ち際ぎわの人影に駆け寄る。黒くろ髪かみの若い騎士だった。

「大丈夫か!?　しっかりしろ！」

　セレインは騎士を抱き起こす。全身ずぶ濡ぬれで、顔は真っ青だ。一いつ瞬しゆん、水死体かと思ったが、鼓こ動どうはまだ弱々しく脈打ってる。

（これなら）

　セレインは騎士の体を、仰あお向むけに横たえた。その胸に自身の両手を押し当てる。

　深く呼吸を繰くり返し、自身の内なる根源アルケーから源力エーテルを汲くみ上げる。同時に両手を通して、騎士の内を弱々しく巡めぐる源力エーテルの流れを感じ取った。

　二つの源力エーテルの流れを同調させ、自身のそれを相手に注ぎこむ。ゆっくり、慎しん重ちように──

「────ッ!!」

　不意に騎士の体が跳はね上がり、海水を吐はき出す。意識が戻もどらぬまま肩かたを喘あえがせ、貪むさぼるように呼吸を繰り返した。真っ青だった顔にも、少しずつ血の気が戻っている。

「まあ、本当に……でもご無事そうで何よりですわ」

　ようやく追いついたルルが、ほっと胸をなで下ろす。その後ろには、茶店の老婆まで続いていた。ずいぶん腰こしが曲がっているのに、達者な足取りだった。

「昨日の嵐で沈しずんだ船にでも乗っていたのですかねえ？　とりあえずうちの店に──」

「いえ、それには及およびませんわ」

　そうきっぱりと、ルルは言い切る。

「ルルの屋敷まで運びますの。セラお姉様、馬をお貸しくださいませ」

「分かった」

　うなずいたセレインは、騎士の体を軽々と担かつぎ上げた。




　──夢を見ていた。

　背後から振ふり下ろされた卑ひ劣れつな裏切りの刃やいばが、父の背筋を断たち切った。振り返った父は、顔に驚きよう愕がくの表情を貼はり付けたまま、無言でその場に崩くずれ落ちる。

（父上!!）

　倒れ伏ふした父に駆け寄り、抱き上げる。あれほど力強く逞たくましく、いつも見上げていた躰からだから、急速に命の火が消え去っていく。見開かれたままの目から光が失うせ、虚うつろに濁にごった。

　──暗転。

　押し寄せる無数の騎士や兵士を相手に、母は臆おくすることなく立ち向かっていた。自慢の双そう剣けんが唸うなるたび、斬きり飛ばされた首が宙を舞まい、断ち切られた手足が床ゆかに転がる。

　だが結局は多勢に無勢、次々に押し寄せる敵兵を捌さばききれない。

（母上!!）

　長剣が母の右肩に食いこみ、槍やりの穂ほ先さきが脇わき腹ばらを抉えぐる。無数の刀とう槍そうに刺さし貫つらぬかれた母は、背後の壁かべに縫ぬい付けられた。

　──暗転。

　屋敷が、燃えていた。

　炎ほのおに包まれた廊ろう下かで、彼はよろめきながら先を急ぐ。熱い。苦しい。熱気と煙けむりに襲おそわれ、意識が遠のきかける。

　だめだ。まだ倒れるわけにはいかない。せめて彼女を、あの子を助け出すまでは。でもどこにもいない。見つからない。いやきっと、あの扉とびらの向こうに……

『あにさま!!』

　屋敷の広間、燃えさかる炎の向こうに、妹が囚とらわれていた。彼と瓜うり二ふたつの端たん整せいな顔を悲ひ哀あいと苦痛で歪ゆがめ、ただ一つ自由になる右手を伸のばして、懸けん命めいに助けを求めている。

　その瞬間、彼の中で何もかもが弾はじけ飛んだ。広間を駆け抜ぬけ、炎の壁を突つっ切り、差し出された妹の手をつかんでその名を叫さけぶ。

「ラン!!」

　──その瞬間、自分自身の叫び声で目が覚めた。

「お目覚めになりましたか？」

　妹が、彼を見下ろしながら心配そうにそう言った。……いや、違ちがう。妹ではない。別人だ。顔立ちも、背せ丈たけも、目と髪の色も、妹と全く異なっている。

　彼が、初めて見る少女だった。

「君は？　……ここは、どこだ？」

　切れ切れの言葉で、少女にそうたずねる。頭の中にぼんやりと霞かすみがかかったようで、まったく考えがまとまらない。

　その時になってようやく、自分が寝しん台だいに寝ねかされていることに気づいた。

「目が覚めたのなら、その手を離はなしたらどうだ？　無礼だろう」

　横合いから、不ふ機き嫌げんそうな声がかけられた。騎き士し服姿の少女が、彼をにらんでいる。

「手…………？」

　自分の手元に目を向ける。最初の少女が伸ばした小さな白い手を、彼自身がしっかりと握にぎりしめていた。

「こ、こいつは失礼──」

「いえいえ、お気になさらず」

　彼は慌あわてて手を離す。少女は、はにかむように微笑ほほえんだ。

「父以外の殿との方がたから手を握られたのは初めてですので、少しドキドキいたしましたわ」

　その頰ほおは、ほんの少しだけ紅潮している。

「申し遅おくれましたが、ここはエルザイム王国の元執政サイラス・セーファ・ナグザレアの屋敷ですの。私は当家の娘で、ルルと申します」

　ルルと名乗った少女は、慎つつましやかな仕草で一礼する。続いて、向かいに座る騎士の少女を指し示した。

「あちらの方は、セレイン・コーディアナ卿きよう。ルルが──失礼、わたくしが子供の頃ころから世話になっている方ですわ」

「セレイン・コーディアナだ」

　ただ一言だけ、女騎士は無愛想にそう告げる。

「ああ、その──俺の、名は……シオン。そう、シオンだ」

　ようやく頭に血が回って来た。つっかえながら彼──シオンは、自分の素す性じようを語る。

「見ての通り、旅の騎士だ。もっとも家名なんて上等なものは、とっくに捨てたけどな」

　その言葉に、セレインが眉まゆをひそめる。

「家を捨てたのか？」

「まーな。色々あって故郷を飛び出したのが三年前。正直、思い出したくもないんでね」

　芝しば居いじみた仕草で、シオンは肩をすくめた。目鼻の造りだけは整った顔が、軽けい薄はくな笑みに覆おおわれる。だんだんと舌が、調子よく回り始めた。

「以来、風の吹ふくまま気の向くままで、大陸のあちこちを旅して回ってるんだが、ポルージャからの船に乗ったのがケチの付き始め。嵐あらしであっさり船がひっくり返っちまった。さすがにこいつは一巻の終わりかと、覚かく悟ごを決めたんだが──あんたらが助けてくれたんだろ。礼を言わせてもらう」
















　軽い調子で頭を下げたシオンの前で、ルルは首を横に振る。

「ルルはただ、当たり前のことをしただけですの。それにシオン様の手当てをなさったのは、セラお姉様ですし」

「お、そうか。ありがとよ、セラちゃん」

「セ──セラちゃん!?」

　そう気安く呼びかけると、セレインは目を白黒させた。

「ん？　どうしたよセラちゃん」

「待て！　なぜ貴様のような怪あやしい男から、馴なれ馴れしく呼ばれねばならんのだ！」

「……イヤなのか？」

「あ、当たり前だろう。この慮りよ外がい者もの！」

「……イヤよイヤよも好きのうち？」

「違う!?」

　まじめな顔ですっとぼけてみせるシオンと、真っ赤になって怒ど鳴なり返すセレイン。二人の漫まん談だんじみたやり取りに、ルルは耐たえきれずくすくす笑う。

「まあ、それはさておき──」

　セレインの抗こう議ぎをさらりと無視し、シオンは部屋着の襟えり元もとをつまむ。

「着き替がえまで貸してもらえたのはありがたいんだが、俺の荷物はどうなってるんだ？　具体的に言うと、財さい布ふとか、財布とか、財布とか」

「それは……」

　わずかに言葉を濁したルルだが、セレインに視線で促うながされて言葉を続ける。

「シオン様のお荷物は、お召めし物もの以外には見あたりませんでしたの」

「何てこった……いきなり無一文かよ」

　シオンは天てん井じようを仰あおぐと、両手で顔を覆う。何とも大おお仰ぎような、田舎いなか芝居丸出しの仕草だったが、ルルはすっかり同情したようだ。

「お気の毒ですわ、シオン様」

「そもそも騎士なら、まず己おのれの剣けんを心配しろ、馬ば鹿か者もの」

　対照的にセレインは突き放したように言いながら、そのまま立ち上がった。

「ルル、私は伯はく爵しやくにお会いしてくる」

「でしたら、ルルもお台所の仕事がありますし、失礼させていただきますわ」

　続いて立ち上がったルルが、シオンに軽く一礼する。

「シオン様も、遠慮なく当家にお泊とまりくださいませ」

「ありがとう。もう一休みさせてもらう。飯の時間になったら呼んでくれ」

「もう食事の催さい促そくか、図ずう々ずうしい男だ」

　それぞれの言葉を残し、セレインとルルは部屋を後にする。

「本当に、あの怪しい自じ称しよう騎士を泊めるのか？」

「ええ。困った時はお互たがい様ですわ」

　二人の声と足音が徐じよ々じよに遠ざかり、そして消える。それを確かめたシオンの顔から、軽薄な表情がごっそりと抜け落ちた。

「さて、どうしたものか」




　屋や敷しきの奥の書しよ斎さいで、セレインは家主である初老の男性に、深々と頭を下げる。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、伯爵」

「おう、久しぶりだな」

　サイラス・セーファ・ナグザレア伯爵は、気安くそう言った。

　半白の髪かみに三白眼、無ぶ精しよう髭ひげだらけの顔と、あまり人相はよろしくない。伝法な口調と相まって、貴族の当主というより与よ太た者ものの頭目のように見える。

「ま、立ち話もなんだし座りな」

「失礼いたします」

　サイラスから椅い子すを指し示され、セレインは書斎に踏ふみ入った。床のそこかしこに本が積み重ねられていて、歩くだけでも一苦労だ。

「悪いな。親一人娘むすめ一人のやもめ暮らし、おまけにメシの種を巻き上げられて使用人にも暇ひまを出してんだ。おかげで家の中が片付かなくて困る」

「はあ……」

　曖あい昧まいにうなずいたセレインは、ようやく席までたどり着く。

「お前さんのところのクソ親おや父じ──ダルカンの野や郎ろうは元気か？」

　三年前に隠いん居きよした父の名を出され、セレインはため息をついた。

「相変わらずです。私と母を残して山中に隠いん棲せいしたまま、家には戻もどってきていません」

「まだ似合いもしない世捨て人を気取ってるのか、あの戦いくさバカ」

　現役時代のダルカンは、剣十字騎士団の先代団長を務めた武人で、執しつ政せいの一員だったサイラスとは昔むかし馴な染じみの悪友だった。

　サイラスの物言いは悪あく罵ばじみているものの、その裏には父への気き遣づかいが感じ取れる。

「こっちは見ての通りだ。ルルは都でお嬢じよう様さま暮らしをしてた時よりも、生き生きしている。俺も庭に畑をこしらえて、カツカツだが何とか喰くっていけそうな塩あん梅ばいだ。このまま田舎に骨を埋うずめるってのも悪くないかもな」

「そういうことをおっしゃられては困ります」

　韜とう晦かいしてみせるサイラスに、セレインは真しん剣けんな声でそう言った。その眼まな差ざしと声に、サイラスもすっと目を細める。

「なるほど、その先が本題ってわけか。話してみな」

「はっ！」

　タバコ盆ぼんからキセルを取ったサイラスの前で、セレインは勢いよく身を乗り出した。




　台所の竈かまどでは、火にかけられた大おお鍋なべがグツグツと煮に立たっていた。

「そろそろですわね」

　ルルが鍋の蓋ふたを上げると、湯気と香かおりが立ち上った。程ほどよく煮えたスープの中で、魚やエビ、イカなどが泳いでいる。味見を一口。

「うん、よいお味ですわ」

　後は青菜と香こう草そうを刻みこむだけだが、これは食しよく卓たくに出す時間を見計らわねば。煮すぎると、せっかくの色や香りを損そこなってしまう。

　魚を使ったスープは、亡なくなった母から教わったルルの得意料理だ。『お商売』のため仕入れた魚の中から、見み栄ばえの悪いものを選よって使っているため、懐ふところにも優やさしい。

（とはいえ、久々のお客様をお迎むかえした晩ばん餐さんがこれでは、少々寂さびしすぎますわね）

　いけないいけない、ルルは頭を振ふってつまらない見み栄えを追い払はらう。このスープが、今の自分にできる精せい一いつ杯ぱいのもてなしなのだから。

　気を取り直したルルは、台所の隅すみから脚きや立たつを引っ張り出し、食しよつ器き棚だなの前に据すえる。せめて器うつわだけでも、とっておきの物を使おうと思ったのだ。

　脚立を上り、棚の奥の包みを引き寄せる。遥はるか海の向こうの東方アナトリア大陸から伝来した白磁の皿、ルルの亡き母が大切にしていた逸いつ品ぴんだ。と、脚立がミシリと不ふ吉きつに軋きしむ。

「え？」

　脚立の脚あしが折れ、ルルを乗せたままひっくり返ってしまう。宙に放ほうり出された白磁の皿と共に、ルルの小さな体は、床ゆかに叩たたきつけられ──

「おっと危ない」

　風が吹いた。ふわりと体の浮うき上がるような、不思議な感覚がルルを包む。そして次の瞬しゆん間かん、滑すべりこんだ人ひと影かげが彼女の体を抱だき止めた。

「シ……シオン、様？」

「怪け我がはないか？」

　心配げな様子でシオンが、ルルを見上げていた。寝ねそべったまま右手でルルを抱き止め、左手では放り出された白磁の皿を全すべて受け止めている。

「あ、ありがとうござ──きゃっ!?」

　自分が男の腰こしに跨またがっていることに気づき、ルルは真っ赤になって飛び退のいた。

「も、申しわけ……ありま、せん。は、はしたないことを──」

　乱れた服の裾すそをそそくさと直す。顔が熱い。小さな胸の奥で、心臓が激しく高鳴る。

　今まで、父以外の男性とこんなに密着したことはなかった。いや、その父とだって、ここ何年かは──

「その元気さだと、怪我はないみたいだな」

　しなやかな体たい軀くを一転させて、シオンは床から跳はね起きた。ルルの混乱を知ってか知らずか、鍋をのぞきこみながら鼻をひくつかせている。

　その背を恥はじらいながらチラチラ見やり、ルルは言った。

「あ、ありがとうございます、シオン様。お、お加減は、もうよろしいんですの？」

「まあな。いい匂においに釣つられてここまで来たら、お嬢ちゃんが危き機き一いつ髪ぱつだったってわけだ。どうにも腹が減って死にそうで──」

　そう言いながらシオンがルルを振り向いた途と端たん、腹の虫が盛せい大だいに鳴り響ひびいた。

「──斯かくの如ごとし、って訳だ」

　バツが悪そうに頭をかくシオンを見て、ルルは思わず噴ふき出しそうになった。胸の奥でモヤモヤしていた恥じらいと緊きん張ちようが、何か温かなものと入れ替かわる。

「それは大変。お客様を餓うえさせたとあっては、当家の名折れですの。少し早いですが、夕食にいたします。父とセラお姉様を呼んで参りますわ」

「いや、俺が行ってくるよ。ていうか、まだ家主に挨あい拶さつしてないしな」

　そう言いながら、シオンは台所から廊ろう下かの奥をのぞきこむ。

「あっちにいるんだろ。さっきから二人で話しこんでるみたいだけどさ」

「はい。確かに書斎はあちらですけど……」

　そう答えながら、ルルは首を傾かしげた。台所と書斎の間には、かなりの距きよ離りがある。ルルがいくら耳を澄すませても、父の声もセレインの声も聞こえない。

「俺は、耳がいいんだ」

　ルルの反応を見て、シオンは意味ありげに笑った。




　広大な西方デユシア大陸は、中央を走るカドラケスの大山脈と、そこから流れ出すザンダ・ボアの両大河により、東西南北の四地域に大別される。

　神聖アトーシャ皇国の時代、皇国発はつ祥しようの地である西部が本領とされており、残る三地域は太守として下向した皇族が統治していた。

　エルザイム王家の祖は、皇国末期の東部太守だったアクベ大公である。最後のアトーシャ皇主セリカ２世の庶しよ兄けいだったこの英えい邁まいな皇子は、妹の死と続く混乱の中で自立を決意。エルザ川流域の太守直ちよつ轄かつ領六州を版図とし、エルザイム王を名乗ったのだ。

　セレインやサイラスは、皇都からアクベ大公に従った直臣の子孫である。初代ナグザレア伯はくは六州の内ここダーラム州の城代を任された重臣で、また初代コーディアナ卿きようは大公に近きん侍じする『護もり人』だった。

「今のエルザイムの混乱は、北部のグラニヤ帝てい国こくの脅きよう威いが原因となっております」

　グラニヤは、北部の戦乱の中をのし上がってきた、新興の軍事大国である。およそ三〇年前の一三〇四年に北部を統一して帝国を称しようし、以後も一二の騎き士し団を擁ようする圧あつ倒とう的な武力で外がい征せいを繰くり返していた。

「初めてグラニヤ軍が東部に攻せめ寄せてきた三年前には、エルザイムが音おん頭どを取って東部諸国の連合軍を募つのり、グラニヤを撃げき退たいしました」

「あの時は大変だったな。グラニヤにびびった国々を説き伏ふせて兵を引っ張るだけでも一苦労だったし、その軍を率いたお前の親父はあんなことになっちまった」

　その言葉にセレインは目を伏せた。父ダルカンはその激戦の最中に右みぎ腕うでを失う重傷を負い、隠居を余よ儀ぎなくされたのである。

「何にせよ、勝った勝ったと脳天気には喜べなかったからな。あの戦いはグラニヤにとって小手調べの様子見だろうし、直じきに本ほん腰ごしを入れた再侵しん攻こうがあることも見え見えだった」

「だからエルザイムは割れました。グラニヤに降くだるか、戦うか」

　セレインのまとめに、サイラスはうなずく。

「講和を主張したのは宰さい相しよう殿どの──ティメラウス・ファルケス卿です。対して伯は最後まで、抗こう戦せんを唱えておられました」

「俺は、ただの賑にぎやかしみたいなものだ。実際に動いておられたのは、姫ひめ様さま──ローゼリア殿でん下かだよ」

　ローゼリア王女は、国王ダマーナ３世の一人ひとり娘むすめである。いまだ一八歳の若さでありながら、すでにその美び貌ぼうと才知は東部中に鳴り響いていた。

『我がエルザイムの自主独立は、護らねばなりません』

　そう説く王女は宮きゆう廷てい会議にまで足を運び、ティメラウス宰相と激論を交かわしていた。

　不幸は、ダマーナ３世が明確な決断を下す前に病やまいで倒たおれ、昏こん睡すい状態に陥おちいったことだった。歯止めを失った『宰相派』と『王女派』の対立は、加速度的に激化していく。

「まあ、その結果がこのザマなんだがな。大負けだ」

　肩かたをすくめたサイラスの前で、セレインは低くつぶやく。

「伯が執政より降ろされて半年、今の宮廷は宰相殿の一派に牛ぎゆう耳じられております。ついには先日、グラニヤからの使者が密ひそかに王都アクベに入ったとか」

「帝国の密使か」

「それだけではありません。畏おそれ多くもローゼリア殿下が──」

「ここ最近、家臣の前に姿を見せない。病という名目だが、宰相派に軟なん禁きんされた可能性が高い──だろ？」

　面おも白しろくもなさそうなサイラスの言葉に、セレインは目を丸くした。

「ご存じでしたか!?」

「いくらこんな田舎いなかに引っこんでいるとは言っても、俺にだって目も耳もあるからなあ」

「さすがです。それならば話は早い」

　空とぼけて見せるサイラスに、俄が然ぜんセレインは勢いづいた。

「エルザイム王家は、傍ぼう流りゆうとはいえアトーシャ皇室に連なる尊き御お血筋。それが北の蕃ばん国こくに降るなど、あってはなりません」

　抑おさえた声でそう言いながら、セレインは懐から一枚の書状を取り出す。

「騎士団の志あるものが、名を連ねた血判状です。どうかローゼリア殿下をお助けし、この国の政まつりごとを正すため、力をお貸しください」

　差し出された血判状を、サイラスは無言で受け取った。開いた書面に視線を走らせると、呆あきれたように鼻を鳴らす。

「あのなあ、お前ら若い連中がアトーシャ皇室の血筋だの血判状だの、カビ臭くさいもの振り回してんじゃねえよ。もっと未来ってモンを見て生きろ、未来をよ」

　辟へき易えきした口調でそう言いながら、サイラスは連判状をヒラヒラと振る。とりつく島もない態度に、セレインは焦あせった。

「む、無論です！　我ら同志一同は常に、この国の未来を──」

「だったらまず、その立派なオッパイを揉もませる野や郎ろうでも見つけたらどうだ？　その方がよっぽど、未来のためになりそうだぜ」

「お、お戯たわむれを!!」

　真っ赤になったセレインは立ち上がると、豊かな胸むな元もとを両手で覆おおう。と、その時、廊下から軋んだ足音がした。ノックなしで無ぶ遠えん慮りよに、書しよ斎さいの扉とびらが開かれる。

「セラちゃん、やっぱりここか」

　扉の向こうでヘラヘラ笑うシオンの姿に、セレインは顔をしかめる。

「また貴様か」

「もう飯だっていうから呼びに来たんだけどさ、ひょっとして取り込み中だった？」

「……別に、何でもない」

　シオンの脳天気な声に、セレインは言葉を濁にごした。

「まさかと思うが、盗ぬすみ聞きはしていなかっただろうな？」

「セラちゃんのオッパイがどうこう、ってのは聞こえたけど」

「そ、それは忘れろ！」

　セレインの顔が、またも羞しゆう恥ちに染まる。シオンに詰つめ寄りかけたところで、背後からキセルの音が響いた。振り向くと、サイラスが笑っている。それでかえって頭が冷えた。

（落ち着け）

　呼吸を整えるセレインの前で、不意にシオンが鋭するどく表情を引き締しめる。

「実は俺も、一つ聞きたいことがある」

「な、何をだ？」

　シオンの豹ひよう変へんに、セレインは戸と惑まどい、気け圧おされてしまう。

「オッパイ」

「────は？」

「セラちゃんがオッパイ揉ませてくれる幸運な野郎に、俺も立候補していい？」

　シオンは真しん剣けんな表情のまま、卑ひ猥わいな仕草で両手を蠢うごめかした。

「で、出て行け!!」

「ぶほぁっ!?」

　前蹴げり一いつ閃せん。鋭い足先がシオンの鳩みぞ尾おちにめりこみ、廊下まで蹴り飛ばす。

「まったく何を考えている、あの男は」

　セレインは息を荒あららげて肩を上下させる。と、今まで無言で二人のやり取りを見ていたサイラスが、ぽつりとつぶやいた。

「あれか、お前とルルが浜はまで助けたって若いのは？」

「はい、変なモノを拾ってきて申し訳ありません」

　もはやヒトではなくモノ扱あつかいである。

「度胸のあるやつだ。お前にああいうちょっかいをかける野郎は、初めてじゃないか？」

「騎士団に、あんな軽けい薄はくな男はいませんから」

「どうかな？　単にお前さんが女扱いされてないだけに見えるがな」

「わ、私は女である前に騎士です。色いろ恋こいなどに現うつつを抜ぬかす暇ひまは──」

　そう主張するセレインの肩を、サイラスは軽く叩たたいた。

「オッパイ云うん々ぬんはおいとくとして、もう少し女らしくしても罰ばちは当たらんだろう。さあ、メシ食いに行くぞ」

「……はい」




　夕暮れの砂浜で、旅姿の小こ柄がらな娘むすめが膝ひざをついていた。

「……ここ？」

「はい。浜のちょうどこのあたりに、若い騎士様が打ち上げられておりました」

　短い問いかけに、茶店の老ろう婆ばはうなずく。

「昨夜の嵐あらしで沈しずんだ船から、ここまで流れ着いたのでしょうねえ。運の太いお方だと、あたしゃ感心しましたよ」

　老婆の言葉を聞き流しながら、娘は砂浜の様子を確かめている。とはいっても打ち寄せる波にさらわれて、騎士の痕こん跡せきは何も残っていないのだが。

　内心で老婆が首を傾げていると、娘が静かに立ち上がる。

「感謝する。私の連れで、間ま違ちがいない」

「だったらよろしいのですが」

　そう答えながら老婆は、街かい道どうの方を見やる。

「その騎士様は、ちょうど居合わせたナグザレアのお嬢じよう様さまが、お屋や敷しきまでお連れしました。でも今からお屋敷に向かっても、すぐに暗くなっちまいますよ。灯ひを貸しましょうか？」

「必要ない」

　短く答えた娘のどこか茫ぼう洋ようとした目が、鋭く細まった。街道から、馬ば蹄ていの響ひびきが轟とどろく。

　完全武装した騎士の集団が、街道を駆かけ抜けていった。数はおよそ二〇騎きほど。先頭を急ぐ巨きよ漢かんの騎士だけは兜かぶとをかぶっておらず、見事な禿とく頭とうを晒さらしていた。

「あんれまあ」

　目を丸くした老婆には見向きもせず、騎士たちはあっと言う間に去っていった。

「あの騎士様方も、伯はく爵しやく様に御ご用ようがあるのですかねえ。あたしゃ何だか悪い予感が──」

　老婆はそうつぶやきながら娘の方を振ふり返り、そして驚おどろきに目を剝むいた。つい今し方まで隣となりにいたはずの娘が、忽こつ然ぜんと姿を消していたのだ。

「ちょ、ちょっと娘さん、変な冗じよう談だんはやめてくださいよ」

　慌あわてて当たりを見回すが、娘の姿どころか、足あし跡あとすら残っていない。

「嫌いやだねえ、おっかないよ」

　肩を震ふるわせた老婆は、急いで夕暮れの浜辺を後にした。




　　　　　　　２




　その日、ナグザレア家の食しよく卓たくは久々に賑やかなものとなった。

「うん、これは美お味いしい」

　テーブルに着いたセレインは、温かな魚のスープをすする。良い味だ。丁てい寧ねいに下ごしらえした魚と野菜から、たっぷり旨うま味みが溶とけ出している。

　献こん立だては、パンとスープのみという簡素なものだが、サイラスが秘蔵の葡ぶ萄どう酒しゆの封ふうを切っている。これまた素す晴ばらしい出来で、濃こいめのスープに良くあっていた。

　ちなみに隣の席では、シオンが旅の武勇伝を披ひ露ろうしている。

「──てなわけでそのお姫様の護衛に雇やとわれたんだが、えらく大変な道行きになってなあ」

「ど、どうなりましたの？」

「もちろん御お家いえ乗っ取りを狙ねらう悪漢どもの手下を相手に丁ちよう々ちよう発はつ止し、こう千切っては投げの大立ち回りってやつよ」

「ほうほう、それでそれで」

　シオンの身振り手振りを交えた大おお仰ぎような語り口に、ルルは目を丸くして聞き入る。サイラスは笑いながら、時おり合いの手を入れていた。

「お前は騎士を廃はい業ぎようして、旅芸人にでも転職するべきだな」

「路銀に困った時やってみたこともあるが、大変だぞアレは」

　ホラ話に呆れたセレインのつぶやきに、シオンは妙みようにしみじみと返した。そんな二人のやり取りに、ルルはクスリと笑う。

「スープのお代わりはいかがでしょうか？」

「いただこう」

「大盛りでな」

　ルルの申し出に、シオンとセレインは二人揃そろってスープ皿を差し出した。

「お二人とも、もうすっかり仲良しですのね」

「──え？」

　ルルの無む邪じや気きな言葉に、セレインが戸惑った時だった。

　乾かわいた音が食堂に響いた。椅い子すを蹴け倒たおしながら、シオンが立ち上がる。

「どうし──」

　セレインの問いも、途と中ちゆうで途切れた。屋敷の外から漂ただよう不ふ穏おんな気配を感じ取ったのだ。

「ど、どうなさいましたの、お二人とも」

「ルル、静かにしてくれ」

　突とつ然ぜんの豹変に戸惑うルルへとそう言いながら、セレインは外の気配と物音に集中する。人の呼吸と足音、微かすかな馬の嘶いななき、そして武具と鎧よろいの擦すれ合う金属音──

「騎士だな、こいつは」

　別人のように表情を引き締め、シオンは言った。

「数は、二〇ってとこか。囲まれている」

「あ、ああ……」

　シオンの見立ては、セレインとほぼ同じだった。今までの道どう化けじみた物もの腰ごしから一変した、騎士としてのシオンの姿に、セレインは驚く。

　と、無言で様子を見ていたサイラスが小声で言った。

「襲しゆう撃げきか？」

「まだ分かりかねますが、そのお覚かく悟ごを」

　うなずいたサイラスに、ルルが寄り添そった。怯おびえる愛まな娘むすめの頭を、そっと撫なでる。

「頼たのもう！　ナグザレア伯はおられるか!?」

　屋敷の玄げん関かん口ぐちから、大だい音おん声じようが響き渡わたる。

「某それがしは剣十字騎士団にて近この衛えの一隊を預かる、ボーゼム・オランクと申す者！　王都アクベより、ティメラウス宰さい相しよう閣下の命を承うけたまわって参上した次し第だい！」

「ボーゼム──あのハゲの筋肉ダルマか。また面めん倒どうなヤツが来たな」

　大声に顔をしかめたサイラスが、嫌そうに舌打ちした。

「知り合いか？」

「宰相殿どのの腰こし巾ぎん着ちやくの一人だ。本人は片かた腕うでを気取っているようだがな」

　シオンの問いに、セレインはそう答える。

「どうなされた!?　我らは宰相閣下よりの使者なのですぞ！　急ぎお出になりませい!!」

　口上を聞くセレインは、本気で腹が立ってきた。

「虎とらの威いを借る狐きつねめ。宰相殿の名を出せば、恐おそれ入るとでも思っているのか」

「だからって、知らんぷりって訳にもいかんだろ」

　ようやく腰を上げたサイラスに、セレインも続く。

「お供いたします、伯。シオン、お前は──」

「分かってる、お嬢ちゃんのことは俺に任せな」

　いつの間にか戻もどっていた軽薄な笑え顔がおで、シオンは立ちつくすルルの肩かたに手を置く。

　不安は残るが、他に手はない。サイラスの方を見やると、大きくうなずく。

「じゃあ、行こうか」

「はっ！」

　気負いなく歩き出したその背に、セレインは続いた。




　人ひと気けのない山さん麓ろくにひっそり建つナグザレア伯の屋敷は、常ならぬ喧けん噪そうに包まれていた。完全武装した騎士が十数人、屋敷の前庭にまで押しかけてきたのである。

「やれやれ、ずいぶんと物々しいもんだな」

　屋敷の玄関先で、サイラスは顎あごの無ぶ精しよう髭ひげをなでながらつぶやいた。その背後に控ひかえたセレインが、耳元に口を寄せる。

「おそらく奴やつらの総数は二〇名以上。残る半数は、屋敷の周りを囲んでいます」

　そう告げながら、セレインは騎士たちをにらみつけた。その全員が、セレインと同じく剣十字騎士団の紋もん章しようを、甲かつ冑ちゆうの胸につけている。

　と、騎士たちの中央にいた巨漢が、一歩前に出る。騎士の中で彼一人だけは兜を被かぶらずに、見事な禿頭を晒していた。

「お久しぶりですな、ナグザレア伯。お元気そうでなにより」

　大男──ボーゼム・オランクは、馬ば鹿か丁てい寧ねいな口調で一礼した。慇いん懃ぎん無礼そのものの態度にセレインは顔をしかめるが、サイラスは気にも止めず鷹おう揚ようにうなずく。

「お前さんもな。できれば茶でも振る舞まいたいが、ちと人数が多い。勘かん弁べんしてくれ」

「おかまいなく。某もお役目で参ったのですからな」

　そんな空々しく実のないやり取りを、セレインは無言で見やった。

「宰相閣下より、伯への書状を預かっております。お受け取りください」

　ボーゼムが取り出した封書には、ティメラウス宰相の印が押されていた。受け取ったサイラスは、無言で封を解く。

　書状の文面も、読み進めるサイラスの表情も、背後のセレインからはうかがえない。

「困ったな。どうやら俺は、国への謀む反ほんを企たくらんでいたようだ」

「なっ!?」

　ちっとも困っていなさそうな軽い口調に、セレインは目を剝いた。

「執しつ政せいから下ろされたことを恨うらみに思い、不満を抱かかえた若い騎士を屋敷に呼んではあらぬことを吹ふきこんでいる、か。セレイン、どうやらお前さんダシに使われたらしいな」

「言いがかりだ！」

　憤ふん然ぜんと叫さけぶセレインの前で、ボーゼムはわざとらしく首を振ってみせる。

「某も半信半疑だったのですが、まさか本当にコーディアナの小こ娘むすめを呼びつけておられるとは。言い逃のがれは難しいですな」

「おいおい、俺はダチの娘と一杯ぱいやってただけだぞ」

「弁明は、宰相閣下の前でなさるがよろしかろう」

　野太い笑みを浮うかべつつ、ボーゼムは配下の騎士たちを見回す。

「伯をアクベまでお連れする。粗そ相そうのないようにな」

「は！」

　その命令に従い、騎士たちが踏ふみ出そうとした時だった。

「見え透すいた茶番を……」

　セレインが低い声で唸うなりながら、サイラスを庇かばうように前に出た。その右手は、背負った大剣の柄つかへと伸のびている。

「ほう、抜ぬくか小娘」

「ああ、抜くとも！」

　そう叫ぶなりセレインは、一息に大剣を抜き放った。鮮あざやかに閃ひらめく刃の切っ先を、ボーゼム等へと突つきつける。

「これ以上の無法な振る舞い、騎士として見過ごせぬ!!」

「ふん、吼ほえおって」

　そうボーゼムは鼻を鳴らした。周囲の騎士たちが、一いつ斉せいに腰の剣を抜く。ボーゼム自身も肉厚の剣を構えた。

　セレインは右半身の姿勢で大剣を構えたまま、一いつ瞬しゆんだけ背後のサイラスを振り向く。

「ここは私に任せ、お下がりください」

「おいおい、連中は俺に用があるんだぞ。勝手に仕切るなよ、困ったヤツだな」

　半白の頭をかきながら、サイラスは呆あきれたように顔をしかめてみせた。

「ま、こうなったら致いたし方なしってヤツだな。好きなように暴れな」

「承知しました」

　うなずいたセレインは、静かに呼吸を調ととのえた。深く深く息を吐はき、深く深く息を吸う。

　まるでふいごのような調息を繰くり返し、己おのれの心身の内へと深く深く意識を沈しずめる。その奥底にたゆたう、門のイメージを開く。途と端たんにその向こう側から、脈動する力が迸ほとばしった。

　源力エーテル。

　この世の森しん羅ら万ばん象しように宿る不可視の力であり、地水火風といった物質的な実の存在と対ついをなす虚の元素。修練を積んだ騎士たちは、特とく殊しゆな呼吸と観想によって自身の内なる根源アルケーから源力エーテルを引き出し、制せい御ぎよする術を身につけているのだ。

　源力エーテルの籠こめられた大剣の刃が淡あわい光を帯び、小刻みに震ふるえ出す。

「参る！」

　弓から放たれた矢の勢いで、セレインは踏みこんだ。ボーゼムの巨きよ軀くを狙い定め、わずか一足で間合いを詰つめる。

「させん！」

　その眼前に人ひと影かげが割りこむ。騎士の一人が、咄とつ嗟さに上官を守ろうと動いたのだ。

「邪じや魔まだ！」

　セレインは大剣を横よこ薙なぎに振ふるう。源力エーテルの輝かがやきを帯びた刃が、夜目にも鮮やかな軌き跡せきを描えがき、騎き士しの剣をごくあっさりと断たち切った。

　大剣を返す。驚おどろく騎士の胴どうに、刃のついていない剣身の腹の部分を叩たたきこんだ。甲冑がひしゃげる鈍にぶい音。強きよう烈れつな一撃に、騎士は軽々と吹っ飛ばされた。その姿を一いつ顧こだにせず、今度こそセレインはボーゼムに躍おどりかかる。

「もらったぞ！」

　高々と跳ちよう躍やくしたセレインは、大上段の構えから渾こん身しんの力で大剣を振り下ろした。真っ向勝負の一撃を、逆にボーゼムは下段から撥はね上げた剣で迎むかえ撃うつ。

　響ひびきわたる異音。双そう方ほうの剣に籠められた源力エーテルが凌しのぎ合い、激しい火花を散らす。

　拮きつ抗こうは一瞬だった。

　後方に弾はじき飛ばされたセレインは、空中で長身をひねり、しなやかな仕草で地面に降り立つ。一方のボーゼムは、その場で無様に膝ひざをつき、剣を取り落とした。

「お、おのれ」

　痺しびれた右手首を押さえて、ボーゼムは呻うめいた。巨きよ漢かんの騎士の赤ら顔は、驚きと屈くつ辱じよくに引きつっている。

　とはいえ、セレインの表情も厳しい。すでに彼女の周囲は、宰相派の騎士たちによって囲まれていたのだ。

「全員でかかれ！　決して取り逃にがすな！」

　身も蓋ふたもないボーゼムの命令に従い、円えん陣じんを組んだ騎士たちは一斉に源力エーテルを開放する。個々の源力エーテルは質・量ともセレインのそれに遠く及およばないが、この形勢では──

「おいおい、いくら何でもそいつはみっともないだろ」

　場ば違ちがいなほど暢のん気きな声が響いたのは、その時だった。同時に玄げん関かんからスルリと這はい出た人影が、セレインを囲む騎士の一人に踊おどりかかる。

「大の男が娘むすめっ子こ一人を囲んで袋ふくろ叩だたきとか、騎き士し道どう的にどうよ？」

「何者──」

　騎士が誰何すいかする間もなく、人影──シオンの右みぎ脚あしが閃いた。電光石火の二段蹴げりが、騎士の顎と右手を打ち抜く。白目を剝むいた騎士が倒たおれ伏ふすより早く、シオンは蹴り飛ばした長ちよう剣けんをつかみ取った。

　同時にセレインは身を翻ひるがえし、乱れた包囲の輪から逃れる。

「すまない、不覚を取った」

「ちょっと無む謀ぼうだったな」

　礼を言うセレインに、シオンはそう返す。

「オッサンからの伝言だ。ここは一度、屋や敷しきの中に引き上げろってさ」

「何？」

　屋敷を振り向くと、玄関先でサイラスがうなずいた。どうやら何か考えがあるらしい。

「承知した」

　迷っている暇ひまはない。

　セレインとシオンは肩を並べたままジリジリ後ずさり、玄関へと戻る。

「ボーゼム卿きよう、どうなさいます？」

「焦あせるな。どうせ袋ふくろの鼠ねずみだ」

　手を出しあぐねているボーゼムたち追っ手のやり取りは、言い訳じみていた。




　サイラスに先導され、セレインたちは屋敷の廊ろう下かを急ぐ。

「こっちだこっち」

　たどり着いたのは、屋敷奥の書しよ斎さいだった。

「ここか？　立て籠こもって一戦には向いてなさそうだが」

「そんなことはしねえよ。三十六計逃げるにしかず、だ」

　首を傾かしげるシオンの前で、書斎の床ゆかに積み重なっていた書物をゴソゴソと横にどけた。絨じゆう毯たんをめくり上げ、その下の床ゆか板いたをあちこちいじくっている。

「何を？」

「ちょっと待ってな……そら」

　ガタンと音を立て、床板が下へと開く。その下から現れたのは、四角く真っ暗な縦穴だった。奥からは、冷たく湿しめった風が吹いている。

　それを見たセレインたちは、思わず呆れかえってしまった。

「抜け穴ですか、何ともまあ」

「このお屋敷にこんなものがあるなんて、ルルちっとも知りませんでしたわ」

「いやあ、俺もまさか本当に使う羽目になるとは思わなかった」

　半白の髪かみをかきながら、やや言い訳がましくサイラスは言った。

「致し方ありません。今は落ち延びてラグールの城に入り、同志を募つのりましょう」

「ラグール？　どこよそこ」

「下エルザ川沿いの古い山城だ。放ほう棄きされて廃はい城じようになっていたのを、いざという時の拠きよ点てんとするため、伯が手を回して密ひそかに補修したのだ」

　セレインの説明を受け、サイラスが半白の頭をかく。

「城とは言っても砦とりでに毛が生えた程度のものだがな。昔々うちの御ご先祖様が城代だったとかで、まあ勝手知ったる何とやらだ」

「……要するにセラちゃんもオッサンも、最初から反乱を起こす気満々だったのね」

「反乱ではない、義挙だ」

　揶や揄ゆするシオンに、セレインは大おお真ま面じ目めな顔でそう言い切った。一方のサイラスは、バツが悪そうに笑っている。

「この抜け道は、裏山の洞どう窟くつに繫つながっている。お前らはとっとと逃げだしな」

「お前らは？……まさか!?」

　さっと顔色を変えたセレインの前で、サイラスは苦く笑しようする。

「俺はもう歳としだし、そもそも若いころからやっとうは苦手だ。この抜け穴で逃げ出すにしても、俺がいちゃ足手まといになる」

「で、ですが──」

「それに誰だれか残って後片づけしとかないと、ここから逃げたって一発でばれちまうだろ」

「でしたら、ルルが残ります！」

　今度はルルがそう訴うつたえた。小さな胸の前で、小さな両手をギュッと握にぎりしめている。

「お父様は、セラお姉様たちとお逃げくださいませ！」

「いや、それはだな……」

　涙なみだをたたえた愛まな娘むすめの姿に、サイラスは困り果てた。と、シオンがルルの肩かたに手を置く。

「よしな、お嬢じようちゃん。オッサンの決意に水を差すんじゃない」

「で、ですが……」

「オッサンは本気なんだよ。娘のあんたが分かってやらなくてどうする。男がこうと決めたことを見守るのが、女の心意気ってもんだ」

　唇くちびるを引き結び、ルルは押し黙だまる。だが事態は、少女の葛かつ藤とうを待ってはくれなかった。

　玄関から、いくつもの荒あらっぽい足音が響く。

「来たぞ！」

「もう時間がないな。嬢ちゃん、失礼」

「きゃっ!?」

　ルルの小さな体を、シオンは軽々と抱だきかかえた。その腕うでの中で、ルルはもがく。

「こ、こら、暴れるな」

「お、下ろしてくださいませ、シオン様！」

「ルル!!」

　サイラスの厳しい𠮟しつ責せきが、娘を打った。父の険しい眼まな差ざしに、ルルは息を吞のむ。

「達者でな」

　短い一言に籠められた万ばん感かんの思いは、ルルに届いた。シオンの腕の中で、少女は暴れるのを止やめる。

「二人とも、その子を頼たのむ」

「一命に代えても」

「一宿一飯──いや、無宿半飯の恩は守るさ」

　深々と頭を下げるサイラスにうなずき、セレインとシオンは抜ぬけ穴に踏ふみこんだ。床の穴をくぐったその直すぐ下から、石の階段が地下へと伸のびている。

　狭せまく、そして冷たく湿った石段を、慎しん重ちように下りる。

「階段を下りきったら、右手の方向に進め。一本道で裏山に出られる。それと──」

　サイラスの言葉に、セレインは足を止めて振り返る。

「逃げ延のびたら、まずアートルム卿を探せ。この国に来ている」

「な!?」

　驚くセレインの前で、抜け穴の入り口が閉とざされた。後には、深い闇やみだけが残る。

「ボーッとしている暇はないぞ。せっかくオッサンの稼かせいでくれた時間だ、先を急ごう」

「そ、そうだな」

　シオンの言葉に、セレインはうなずいた。ルルはシオンに抱きかかえられたまま、無言で目を伏せていた。




　狭く急な石段だったが、長さはそれほどなかった。降りきった先には、意外なほど広い横穴が広がっている。

「伯は、右の方向に行けと仰おつしやっていたが」

「ちょっと待ちな」

　シオンが右の人差し指をかざし、小さくうなずく。

「右から風が流れてきている。行こう」

　灯あかりもない夜の洞窟の暗がりを、二人は並んで歩く。ややあって、シオンがポツリとつぶやいた。

「オッサンの言ってたアートルム卿って、あのアートルム卿のことだよな」

　どこか不ふ明めい瞭りような問いだったが、セレインは大きくうなずく。

「ああ、間ま違ちがいあるまい」

　三〇年近くにわたって大陸中の国を渡り歩き、グラニヤと戦い続けてきた『仮面の軍師』アートルム卿。その不敗の名声は、エルザイムにとって単なる風聞ではない。

　三年前のグラニヤとの戦いくさにおいて、東部連合軍の陣じん中ちゆうにアートルム卿がいたのである。

「おそらくその時の縁えんを頼たより、アートルム卿を招しよう聘へいしたのだろう」

「何にせよ、雲をつかむような話だな──と」

　シオンがいきなり足を止めた。どうしたのだと尋たずねようとしたセレインの頰ほおを、そよ風がそっと撫なでる。

　そして前方からぼんやりと差しこむ光は、おそらく月明かり。

「外、ですの？」

「ああ、これで一安心だ」

　ルルの問いに、セレインは笑え顔がおでうなずく。だがシオンは、厳しい表情で首を振ふった。

「そうはうまくいかないようだな。追いつかれちまった」

「何？」

　背後から響ひびく足音と、揺ゆれる松たい明まつの明かり。ボーゼム率いる追っ手に間違いない。

「見つけたぞ！」

「あそこだ！」

　背後から追っ手の声が響いた。先を急ぎながら、セレインは必死に頭を回転させる。

（どうする？　どうすればいい？）

　このまま洞窟を抜けても、その先は夜の山中である。土と地ち勘かんも明かりもないまま、果たして逃げ切れるだろうか？

　自分とシオンの二人だけならともかく、ルルを連れたままでは──

「セ、セラお姉様、シオン様……」

　シオンの腕の中、蚊かの鳴くような声で、ルルが言った。

「ル、ルルを置いて、お二人でお逃にげくださいませ」

「馬ば鹿かを言うな」

　そう答えながら、セレインは背の大たい剣けんに手を伸ばす。

「一人で足止めする気かよ」

「ああ、私がここで追っ手を食い止める。シオン、お前はルルを連れて逃げてくれ」

　覚かく悟ごは決まった。低い声でセレインはそう告げる。

「セラお姉様……」

　絶句するルルに微笑ほほえみかけたセレインは、迫せまり来る追っ手へと振り向き──

『その必要はない』

　聞き慣れぬ声と共に、異変が起こった。

　足元の地面が、小刻みに揺れている。追っ手たち、思いがけぬ事態に狼ろう狽ばいしていた。地じ震しんか？　いや、この上方から響く地鳴りのような音は──

「崩くずれるぞ!!」

　シオンの叫さけびと同時に、頭上の岩がん盤ばんに亀き裂れつが走った。

「────!?」

　予想外の異変に敵も味方も凍こおりつく中、先ほどと同じ声が響く。

『このまま進まれよ』

　声に促うながされ、セレインは咄とつ嗟さに動いた。追っ手を無視し、洞窟の外へと必死に駆かけ出す。

　ほぼ同時に、洞窟の天てん井じようが崩れ落ちた。岩がん塊かいや土砂が次々と降り注ぎ、凄すさまじい轟ごう音おんが耳をつんざく。わずかに先行したシオンの腕の中で、ルルが必死に悲鳴を嚙かみ殺した。

「いかん、待たい避ひだ！」

　出で遅おくれた追っ手たちは、泡あわを食って洞窟の奥へと逃げ出した。彼らとセレインたちの間は、あっという間に岩塊や土砂によって埋うめ立てられ、遮さえぎられる。

　洞窟の出口から転げだした瞬しゆん間かん、ひときわ激しく地面が揺れる。足を取られたセレインは転てん倒とうした。響く轟音。舞まい上がる粉ふん塵じん。地面に這はいつくばったまま、原初的な恐きよう怖ふで指一本さえ動かせない。

　どれだけの間、そうしていただろうか。

「どうやら、治まったみたいだな」

　掠かすれた声に、セレインは恐おそる恐る顔を上げた。げっそりした顔のシオンが、重く息をついている。その傍かたわらでは、ルルが精も根も尽つき果てた様子で地面にへたりこんでいた。

「立てるか？」

「あ、ああ」

　差し出されたシオンの手を握り、セレインは立ち上がる。まだ足元が覚おぼ束つかない。

「見ろよ、あれ」

　促されてセレインは背後を振り向き、言葉を失った。

　先ほど彼女たちがいた洞窟の入り口は、崩ほう落らくした大量の土砂によって埋め立てられ、完全に消え去っている。追っ手の姿はどこにも見えない。

「逃げ切れたのか？」

「とりあえずはな。まさか連中も、あれを掘ほり返してまで追ってはこないだろう」

「それにしても、一体どうして、こんなことが？」

　さすがに今の崩落が、単なる自然の事故とは思えない。それに、直前に聞こえたあの声のこともある。

「ま、そこらへんは奴やつさんが説明してくれるんじゃないの？」

　ポツリとそう言いながら、シオンが崖がけの上を見上げた。セレインもそれにならう。

「あれは」

　満月を背に立つ人ひと影かげが、セレインを見下ろしていた。

　黒一色の装しよう束ぞく、夜風に翻ひるがえるマント、深く下ろしたフードの下からは無貌の仮面がのぞいている。

「ローゼリア殿でん下かの招聘を受け、推参いたした。遅ち参さんの儀ぎ、平に御ご容よう赦しやあれ」

　仮面の奥から、くぐもった声が響く。高く低く殷いん々いんと響くその声は、老人か若者か、あるいは男か女かすら定さだかではない。

　間違いない。この人物こそが、不敗を謳うたわれる仮面の軍師。

「……アートルム卿きよう」

　畏い敬けいの念と共に、セレインはその名を口にした。
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　窓の外に広がるエルザ湖の夜景は、素す晴ばらしかった。

　鏡のように凪ないだ湖面には、対岸に広がる王都アクベの灯ともし火びが映し出され、ゆらゆらと揺れている。まるで地上と湖中に、二つの都があるかのようだ。

「…………はあ」

　そんな穏おだやかな夜の情景をながめながら、少女は深々とため息をつく。

　美しい少女だった。

　白銀の髪かみと紫むらさき水ずい晶しようの瞳ひとみに彩いろどられた、神秘的な美び貌ぼう。薄うすい夜着に包まれた肢し体たいは、黄金律という言葉を体現したかのような、完かん璧ぺきな均整を見せている。

　ローゼリア・ラセル・ウナト・エルザイム。東部一の美び姫きと誉ほまれも高き、エルザイム王国の王女である。

「今日でもう、半月」

　鉄てつ格ごう子しのはめ込まれた窓に触ふれ、ローゼリアはもの憂うげにつぶやく。彼女が病気療りよう養ようという名目で、サザーン寺院の一室に押しこめられてから、それだけの日数が経たっていた。

　と、外から扉とびらが慎つつましやかに叩たたかれる。

「姫ひめ様さま、宰さい相しよう閣下がお見えです」

　扉の向こうから聞こえた訪おとないの声は、ややしゃがれた女性のものだった。

「少し待って」

　そう答えたローゼリアは、夜着の上から絹の上着を羽織ると、応接用の長なが椅い子すに移る。

「いいわ、通しなさい」

「失礼します」

　入室したのは二人。一人は小こ柄がらな初老の女性だった。女官長のネリー・セーファ・ナグザレア。ローゼリアが物心つく前から仕えてきた腹心で、王女派の中心だったナグザレア伯はく爵しやくの妹にあたる。

　そしてもう一人。秀ひいでた額が印象的な長身瘦そう軀くの騎士が、ローゼリアの前で深々と腰こしを折った。

「夜分、失礼いたします。王女殿下におかれましては、御ご機き嫌げん麗うるわしゅう──」

「お為ためごかしは止よしなさい、ティメラウス・ファルケス」

　ローゼリアは笑みを浮うかべ、エルザイム宰相ティメラウスの言葉を遮った。

「今のわたくしの機嫌がよろしいと、本気で思っているのではないでしょう」

「これは手厳しい。だがその通りですな」

　どうやら、先制攻こう撃げきには成功したらしい。ローゼリアは傍らに控ひかえたネリーと一瞬だけ目を合わせると、長椅子の上で脚を組み替かえる。

「たった今、報告がありました。先ほど、自宅でナグザレア伯の捕ほ縛ばくに成功したそうです。近日中には、王都まで護送されるでしょう」

「あらあらまあまあ」

　ローゼリアはわざとらしく目を丸くすると、口元に手を当ててみせた。

「これはこれは」

　傍らのネリーも、そっくり同じ仕草で主あるじに倣ならった。

「大変大変。ばあや、あなたの兄が捕つかまったそうよ」

「一大事でございますなあ。ですが姫様、いい歳とししてヤンチャの過ぎるあの極ごく道どう者ものには、よい薬かもしれませぬ」

「まあ、それは少し酷ひどいのではなくて？」

「これもまた兄の身から出た錆さび、残念ながら当然というものでございます」

「…………」

　突とつ如じよとして始まった寸劇じみた主従のやり取りを、ティメラウスは無言で見やった。額を押さえた指のすぐ側そばで、こめかみがかすかに引きつっている。

「でも、きっと大だい丈じよう夫ぶよ、ばあや」

　相手の苛いら立だちを見て取ったローゼリアが、口元にかすかな笑みを浮かべた。

「あの様子だと、ルルとセレインは無事のようですし」

　さりげない一言に、ティメラウスは目を見開いた。

「なぜ、それを？　いや、おっしゃる通りです。思わぬ邪じや魔まが入りまして」

　わざとらしく苦く笑しようしたティメラウスは、ローゼリアの対面の椅い子すに腰を下ろす。

「彼の『仮面の軍師』アートルム卿を招しよう聘へいなされるとは、やってくれましたな。この大切な時期に、よもやグラニヤを刺し激げきするようなことをなさるとは」

「あなたがそれを言いますか？　三年前の勝利の立役者であるあなたが」

　その言葉は嫌いやみでも皮肉でもなく、まったくの事実だった。

「三年前にグラニヤが攻せめてきた時、東部中を回って援えん軍ぐんを募つのったのがわたくしとサイラス。集まった二万騎きの連合軍を率いたのが、ダルカンとアートルム卿。ですがあなたが兵へい站たんを調えねば、勝利はなかったでしょう」

　西方大陸の戦いくさにおいて、軍勢の戦力は騎士の人数で表されるのが通例だ。だがそれ以外の兵士や下働きの陣じん夫ぷまで含ふくめれば、実数はその五倍から一〇倍近くにまで膨ふくれ上がる。

　三年前の戦において、東部連合軍二万騎の実数は、一五万人にも達していた。それだけの大軍を支える兵ひよう糧ろうや武具を調達し、前線まで運ぶ手間は、並なみ大たい抵ていではない。

　その大軍の兵站を見事に取り仕切ってみせたからこそ、ティメラウスは三〇代の若さで宰相に抜ばつ擢てきされたのだ。

「あの時と同じく、グラニヤからエルザイムを守ってくれませんか？」

「私はあの戦で帝てい国こくの強大さと、それに抗あらがうことの無む謀ぼうさを悟さとりました。三年前に東部へ攻め寄せてきたのは、グラニヤ十二騎士団のうち緑りよく林りん騎士団の一万騎のみ。我々は帝国全軍の一〇分の一に満たない軍勢を相手に、東部中の力を振ふり絞しぼって、ようやく勝ちを拾えたのですぞ」

「だから、帝国の軍門に降くだると？」

「今ならまだ間に合います！　グラニヤの覇は権けんの下もとで、エルザイムという国を保つことができましょう。ここで戦となっては、元も子もない！」

「果たしてそうでしょうか？　南部のタパーニャの例がありますよ」

「それは……」

　痛いところをつかれ、ティメラウスは口籠ごもる。

　一昨年おととし、南部有数の大国であるタパーニャ王国がグラニヤに敗れ、降こう伏ふくした。その際、タパーニャの庇ひ護ご下にあった南部太守カントレアスとその一族がグラニヤに連行され、一人残らず処しよ刑けいされたのである。

「南部太守はアトーシャ皇室の血筋に連なる身とは言え、すでに実権を失って久しく、タパーニャの庇護下でその統治に権けん威いと正統性を与あたえるだけの存在でした。にもかかわらず、この蛮ばん行こう。グラニヤがわたくしたちアトーシャの末まつ裔えいをどう処すつもりなのか、火を見るより明らかではありませんか」

　腰まである銀の髪をかき上げながら、ローゼリアは言った。

　銀ぎん髪ぱつ紫し眼がんは、アトーシャ皇室に特有の証あかし。傍ぼう流りゆうのエルザイム王家に顕あらわれたのは、実に一〇〇年ぶりの慶けい事じである。

「国と民たみを守るためこの身命を捧ささげろと言うのでしたら、やぶさかではありませんが──」

「そ、そのようなことは、決してございませぬ！」

　声を張り上げたティメラウスが、額の汗あせをぬぐう。

「そうですね。やはりあなたには、わたくしの真意を語っておくべきでしょう」

「何ですと？　それは──ぜひとも、お聞かせくださいませ」

　やや戸と惑まどいながらも、ティメラウスはうなずいた。ローゼリアの口元に、謎なぞめいた微び笑しようが浮かぶ。

「わたくしは────」

　不意に強い夜風が吹ふきつけた。窓が激しく揺ゆさぶられ、破われ鐘がねのような音が室内に響ひびく。王女のささやき声は、半ばかき消されながらも、辛かろうじて宰相に届いた。

「こ、これはこれは……」

　ティメラウスの顔に、再び脂あぶら汗あせがじっとり浮かんだ。目が左右にせわしなく泳ぐ。

　狼ろう狽ばいしたティメラウスを前にローゼリアは、童女のように無む邪じや気きな笑え顔がおで迫せまる。

「どうでしょう？」

「は、ははは、は──」

　ティメラウスの口から、掠かすれた声が漏もれた。

「このような時に冗じよう談だんをおっしゃるとは、あまり感心できませぬな。私や女官長殿どの相手ならば洒落しやれで済みますが、中には本気と受け取る者も──」

「わたくしは本気です」

「────」

　ローゼリアがきっぱりとそう言いきると、ティメラウスは押し黙だまった。

「本気ですよ、ティメラウス」

　念押しに重ねてもう一言。と、ティメラウスが額の汗をぬぐう。

「では、只ただ今いまの戯ざれ言ごとが本気だと仮定した上で、申し上げます」

　その声も表情も、すでに冷静さを取り戻もどしていた。

「失礼ながら愚ぐ者しやの、いや痴ち者しやの妄ぼう言げんとしか申せませぬな。正気の沙さ汰たとは思えませぬ」

　ティメラウスは淡たん々たんと、手厳しい拒きよ絶ぜつの言葉を口にした。

「……まあ」

「今のような戯れ言は、二度と口になさらないで頂きたい。今はグラニヤとの交こう渉しようが大おお詰づめを迎むかえた、大事な時期。万が一にでも向こうの耳に入れば、どうなることか」

　突つき放したように言いながら、ティメラウスは立ち上がる。

「殿下には、今しばらく『療養』を続けていただく必要がありますな。失礼いたします」

　そう言い残すと、ティメラウスは足早に部屋から立ち去った。やや乱雑に閉とざされた扉を見ながら、ローゼリアは長椅子に寝ね転ころぶ。

「怒おこらせてしまったようね」

　どこか拗すねたような声だった。静かに控えていた女官長のネリーが、大きくうなずく。

「その通りでございますなあ。私も驚おどろいておりますが」

「ばあやは、わたくしに出来ると思う？」

　ローゼリアはしどけない仕草でネリーを見上げながら、甘えるようにそうたずねた。

「出来る出来ないの問題ではございますまい。姫様が、一度なさると決めたことは必ず成し遂とげるお方だということを、ばあやめはよーく存じております故ゆえ」




　部屋を出たティメラウスは、左右のこめかみを揉もみほぐした。扉の両側で立りつ哨しようしていた二人の騎士は、宰相の振る舞まいにやや戸惑っている。

「こちらでしたか、宰相閣下」

　見事な口くち髭ひげを蓄たくわえた騎士が、急ぎ足で近づいてくる。近この衛え騎士オライオン・メネス、ティメラウスの腹心で、今はここサザーン寺院の警護を担になっている。

「件くだんのお二方がお見えです」

「ここにだと!?」

　オライオンの報告に、ティメラウスは思わず声を上げた。

「厄やつ介かいだな」

「礼拝堂で閣下をお待ちですが、いかがなさいます？」

「会わぬわけにもいくまい」

　舌打ちをこらえ、廊ろう下かを歩き出す。

「オライオン、人ひと払ばらいを。たとえこの寺院の僧そう侶りよでも、礼拝堂には近づけるな」

「はっ！」

　礼拝堂へ急ぐティメラウスの脳のう裏りには、先ほどのローゼリアの言葉がまだ残っていた。

（本気でおっしゃったのですか、殿でん下か）




　昼は多くの信徒で賑にぎわう礼拝堂だが、今は夜の静せい寂じやくの中に沈しずみこんでいた。

「お二人ともお待たせしました」

　燭しよく台だいの灯あかりの中に、二人の人ひと影かげがいた。僧そう形ぎようをした年配の男と、年若い騎士である。

「夜分、失礼いたします。宰さい相しよう閣下におかれましては、御ご機き嫌げん麗うるわしゅう」

　グラニヤの密使である外交僧そうのダルク・バンが、恭うやうやしく一礼した。

　西方デユシア大陸の人々は、光こう神しん闇あん神しんの二柱神と地水火風の四大神を、主に信しん仰こうしている。元々素そ朴ぼくな自然崇すう拝はいだった六神の教えは、アトーシャ皇国の時代に哲てつ学がくや法学、論理学等の影えい響きようを受けて体系化され、学問・思想として結実した。

　故にそれらを学ぶ六神教の僧侶たちは、同時に高度な学識と教養を持つ知識階級でもあり、各国で政治や外交の場に登用されることも珍めずらしくない。

「一体このような夜半に、何の御ご用ようでしょうか？」

「いやなに、私も僧そう籍せきにある者ですからな。エルザイムを訪おとずれたからには、ぜひとも彼かの高名なサザーン寺院の大壁へき画がを拝見いたしたいと思いまして。ですが今の我が帝国と貴国の関係を考えれば、昼日中に堂々と詣もうでるのもはばかられますゆえ」

　そう言いながら、ダルクはぐるりと周囲を見み渡わたす。

「そのため夜分にこっそりお邪魔した次し第だいですが、噂うわさに違たがわぬ見事なものですなあ」

　空々しい口実ではあるものの、ダルクの声には偽いつわりない賛さん嘆たんの響きがあった。

　天てん井じように描えがかれているのは、六神による世界創造の神話だ。周囲の内壁には、光神の御み子こたる初代アトーシャ皇主の降臨と皇国建国の伝説、そしてその子孫による大陸統一の歴史が、鮮あざやかに描かれている。

「次は是ぜ非ひとも、日の光の下で心ゆくまで鑑かん賞しようしたいものです。そのためにも一刻でも早く、両国の間に真の友ゆう誼ぎを結びませぬと」

「まことにまことに」

　謹きん厳げんな態度で、ティメラウスは同意してみせる。

「ですが御ご坊ぼうのおっしゃる通り、我が国に貴国との講和を望まぬ不ふ逞ていの輩やからがいるのもまた事実。あまり夜歩きなどなされては困りますな。もし御坊の身に万一のことが──」

「ありませんよ」

　今まで黙っていた若い騎士が、話に割りこんだ。亜あ麻ま色いろの髪かみをした小こ柄がらな童顔の若者で、整った顔には皮肉げな笑みが浮うかんでいる。

　黒一色の騎士服姿の中、左ひだり腕うでにだけは甲かつ冑ちゆうの籠こ手てをつけていた。

「僕がいる限り、ダルク師の身は安全です。万が一などありえない」

　マントの留め金に刻まれた、精せい緻ちな蜘く蛛もの刻印を撫なでさすりつつ、騎士はそう嘯うそぶく。

「何なら、試ためしてみます？　貴方あなたも剣けんはかなり遣つかうのでしょう？」

　そう笑った騎士と目があった途と端たん、ティメラウスの体は得体の知れない戦せん慄りつに囚とらわれた。

（こ、これは──!?）

　まるで氷で出来た巨きよ大だいな手によって脊せき髄ずいを鷲わしづかみにされたような、奇き怪かいな感覚。指先まで凍こおりついたように痺しびれ、ピクリとも動かせない。

「こ、これ！　止よさぬかオウマ殿どの」

　慌あわてて──あるいはそれを装よそおって、ダルクが声を上げた。騎士が目を逸そらすのと同時に、ティメラウスの全身を縛しばっていた何かが消え去る。

　解放され大きく喘あえぐティメラウスに、ダルクはニンマリ笑いながら言った。

「見ての通り、ご心配は無用ですぞ。こちらのオウマ・ドネル卿きようは、グラニヤ帝国最強の黒こく天てん騎き士し団の一員たる〈蜘蛛アラクネ〉なのですからな」

「……なるほど」

　懸けん命めいに呼吸を整え、ティメラウスはうなずいた。

（これが、黒天騎士──帝てい国こくの力の象しよう徴ちようか）

　黒天騎士団とはグラニヤ十二騎士団の筆頭に位置する、皇こう帝てい直属の最精せい鋭えい軍団だ。

　団員はわずか一二名。各員が〈狼リユコス〉〈蛇オピス〉〈白鳥キユノクス〉などといった獣けものの名を、称しよう号ごうとして戴いただいている。皇帝もしくは団長たる〈獅子レオーン〉の言葉のみにしか従わず、大陸各所で帝国の覇は道どうのため戦っていた。

　実際に黒天騎士の一人であるオウマと対面し、ティメラウスはその威い名めいが正しかったことを理解した。並の騎士とは全く異なる、得体の知れない『力』を感じるのだ。

『一人が一軍に匹ひつ敵てきする魔ま人じん』──そんな大おお仰ぎような噂すら、誇こ張ちようではないのかもしれない。

「できればローゼリア殿下をお見み舞まいいたしたいのですがな」

「それには及およびませぬ。御坊の厚こう意いは、私から殿下にお伝えしましょう」

「お頼たのみ申し上げまする。両国の絆きずなのためにも、間ま違ちがいがあってはなりませぬからなあ。英えい邁まいの誉ほまれ高きローゼリア殿下なら、お分かりいただけるはず」

　露ろ骨こつな物言いに、ティメラウスは鼻白む。

「たとえば、この見事な壁画が戦火に晒さらされるなど、あってはならぬことゆえ」

「これはこれは。ひょっとして御坊は、脅おどしをかけておられるのか？」

「なに、ただの忠告でございますよ。降こう伏ふくを渋しぶる主君に現実をお見せするのも、大切な臣下の務めでございましょう」

「降伏ではない!!」

　思わずティメラウスは、声を荒あららげた。

「あくまで対等な講和です。決してお忘れなきように」

「おお、そうでしたそうでした。いやはや申し訳ありませぬ」

「……気をつけられよ」

　狼狽を装いながら、ダルクは詫わびる。見え透すいた茶番劇だが、今は合わせるしかない。

「では、これでお暇いとまさせていただきまする」

　そう一方的に言うと、ダルクは悠ゆう然ぜんと歩き始めた。無言でその後に続くオウマが、一度だけティメラウスを振ふり返る。

　礼拝堂の扉とびらが、軋きしみながら閉じる。残されたティメラウスは、柱に拳こぶしを叩たたきつけた。




「ティメラウス宰相という御ご仁じん、元は半農の郷士の出という話でしてな。それが国王の目に止まって小こ姓しように引き立てられ、後はとんとん拍びよう子しの出世だとか」

　夜の船着き場で、ダルクはオウマにそう語った。すでに夜半を過ぎているため周囲に人影はなく、ダルクの手配した小船にだけ灯ひが点ともっている。

「正に立志伝中の人物なだけあって、才も忠義も筋金入りですなあ。いやはや手て強ごわい」

「僕には関係ない話です。ただの護衛ですので」

　オウマの返事は、素っ気なかった。軽く肩かたをすくめたダルクは、小船に向かう。

　二人に気づいた船頭が、会え釈しやくした。ダルクは小船に乗り移ろうと腰こしをかがめ──

「こういうのが、僕の仕事ですから」

　オウマの振るった抜ぬき打ちの剣が、船頭の首を斬きり飛ばした。首を失った体が夜の湖に落ちる寸前、懐ふところから隠かくし持っていた抜き身の短たん剣けんが転がり出る。

「なんと、刺し客かくとは」

　その途端、物もの陰かげから十数人の人影が走り出た。剣を抜き放ち、オウマたちを囲む。覆ふく面めんで顔を隠しているが、身なりや動きからして騎士だろう。

「宰相がグラニヤの犬めを引き入れていたのは、やはり真まことであったか」

　何よりもその声が、雄ゆう弁べんに素す性じようを語っていた。

「王女派とやらですか。こんな跳はねっ返りどもを押さえられぬのでは、ティメラウス殿の評価を見直さねばなりませぬなあ」

　嘆なげかわしげに首を振ったダルクが、小船の上に待たい避ひした。代わりにオウマが前に出る。

「どうぞ、ご存分に」

「承りました」

　そう答えるなりオウマは、籠こ手てに包まれた左腕を高々と掲かかげた。

「来るぞ！」

「構わぬ、斬れ！」

　一いつ斉せいに殺さつ到とうした騎士たちが──不意に、まるで凍りついたようにその動きを止めた。

「な、何だこ──」

　声さえも、バッサリ途と絶だえた。覆面の下の目は、驚きよう愕がくと疑念に見開かれている。

「おや、見えませんか？　確かに暗いですけど、目をこらせば分かると思いますよ」

　オウマの声と共に、月明かりが何かを照らし出した。

　糸だ。

　オウマの籠手から生えた、髪の毛より細い無数の糸。それが四方に伸のびて、騎士たちに絡からみついていたのだ。あたかも、蜘蛛の巣のように。

　奇怪な光景だった。

　オウマの糸は、騎士たちの体のごく一部に絡みついているのみ。別に全身を縛り上げているわけではない。ただそれだけで、騎士全員が体の自由を奪うばわれていたのだ。

「これで──」

　オウマは左手の人差し指を折った。騎士たちの体が、今度は自身の意に反して動き出す。

　熟練の人形劇を思わせる、滑なめらかな動き。二人一組で向き合い、剣を構える。自分たちが何をされ、そして何をさせられるのかを悟さとった騎士たちの目が、恐きよう怖ふに血走った。

「仕し舞まいです」

　嗜し虐ぎやくの笑えみを浮かべ、オウマは左手を握にぎりしめる。声にならない絶ぜつ叫きようと呻うめき。しぶく真っ赤な血。人体の倒たおれる重い音。

　無む惨ざんな情景だった。騎士たちは互たがいの刃やいばにかかり、ことごとく息絶えていた。

「けっこう。後はティメラウス殿に任せ、我らはアクベに戻もどりましょうぞ」

　うなずいたオウマは船上に飛び移ると、偽にせ船頭の代わりにオールを手にした。

「相も変わらず見事なお手並みでしたな。黒天の名は伊だ達てではない」

「なに、ただの拙つたない隠し芸げいですよ。自じ慢まんできる程ほどのものじゃありません」

　小船で夜の湖に漕こぎ出しながら、オウマの目は遠い何かを見つめている。

「あいつならきっと、もっとうまくやっていた」

「彼かの〈鴉コローネ〉のことですかな？　ですが灰浪騎士団の報しらせによりますと、あの裏切り者は昨夜の嵐あらしで海の藻も屑くずと果てたとか」

「灰浪、ね。あんな密みつ偵ていどもの手にかかるような男が、黒天の一人に選ばれることはありませんよ。千金を賭かけたっていい、あいつはまだ生きている」

　確信をこめて、オウマはかつての友の名を口にする。

「そうだろう、シオン」




　　　　　　　４




　焚たき火の小枝が、音を立てて爆はぜる。尾お根ね筋の崖がけに開いた岩屋で、セレインたち四人は火を囲んで休息を取っていた。

「先ほどの策は、お見事でした」

　向かいに座る仮面の軍師ことアートルム卿に、セレインは深々と頭を下げる。

「岩落としの仕し掛かけを応用したものだ。策と言うほどのものでもない」

「一歩間違えれば、俺たちも巻きこまれていたけどな」

　不ふ機き嫌げんそうに言いながら、シオンはアートルム卿をにらみつける。その傍かたわらでは、ルルが力なく膝ひざを抱かかえていた。

「無礼だぞ」

　そうシオンをたしなめるセレインだが、アートルム卿きようは首を振った。

「構わぬよ。それよりもこの先のことだ。ローゼリア王女とナグザレア伯はくの招きに応じたものの、お二方とも囚われているのではな」

「さすれば、我らにご助力願えませぬか？」

　身を乗り出したセレインは、ラグール城に向かう手て筈はずを説明する。

「なるほど、では私も同行させてもらおう」

「ありがとうございます。百万の味方を得た思いです」

　うなずくアートルム卿に、セレインは深々と頭を下げた。

「問題は城への道中だな。街かい道どうは見張られていようし、かといって人目を避さけて山伝いを進むのでは時がかかりすぎる」

　と、ルルが手を挙げた。

「それでしたら、ルルに考えがありますわ。船を使う、というのはいかがでしょう？」

「船？」

「ええ、父もルルも、エルザ川でお商売をしている方々とは懇こん意いにしておりますの。事情を打ち明ければ、きっと力をお貸しくださると思いますわ」

「なるほど、確かにそんな話をしていたな」

　ふとセレインは、昼間に会った茶屋の老ろう婆ばを思い出す。

「荷に紛まぎれて川を船で行くか。面おも白しろい。ルル殿どのの話に乗せてもらおう」

　そう言いながらアートルム卿きようは、一同を見回す。

「さて、そうと決まれば今のうちに交代で休んでおくべきだろうな」

「承知しました」

　無論、セレインたちに否はなかった。




　簡単な打ち合わせの結果、まず最初にルルが仮か眠みんを取ることになった。

「では、お休みなさいませ」

　セレインから借りたマントに包くるまって、ルルは岩屋の床ゆかに横たわった。布地越ごしに、岩の硬かたさと冷たさがじんわりと体に染しみる。

（……眠ねむれませんの）

　体は疲つかれ切っているというのに、眠ねむ気けが一向に訪おとずれてこないのだ。固く閉とざした目ま蓋ぶたの奥で、逆に目が冴さえてしまっている。

　これではいけない、眠らなければ──そう思えば思うだけ、気が焦あせって眠気が遠のいてしまう悪あく循じゆん環かん。ルルは横よこ寝ねの姿勢で体を丸め、悶もん々もんと膝を抱だいた。

「ちょっと失礼」

　不意に、シオンがそう声をかけた。

「どうなさいましたシオンさ──ひゃう!?」

　いきなり背筋に触ふれられて、ルルは声を上げた。シオンはルルの被かぶっていたマントをめくり上げるなり、服の下にまで手を突つっこんだのだ。

「き、貴様!!　何をやっている!?」

　それを見たセレインが、血相を変える。

「お、落ち着けってセラちゃん！　ただの治ち療りようだ、治療！」

「治療だと!?」

「そ。さっきから嬢じようちゃん、ずいぶんと気が昂たかぶってるみたいだからな。まずはそいつを鎮しずめとかないと、眠るどころじゃないだろ」

　そう弁明するシオンの手から、ルルの中に何か暖かなものが流れこんできた。ルル自身の呼吸に合わせて、強く弱く、強く弱く。

　ルル自身の内なる源力エーテルの流れ、その乱れをシオンは正しているのだ。

「ああ──」

　歳としに似合わぬ艶なまめいた吐と息いきを、ルルは漏もらす。

「あんな怖こわい目にあったんだ。当たり前だよな。かわいそうに」

　解きほぐされる心身の強こわ張ばり。小さな体が心ここ地ちよく弛し緩かんし、優やさしい睡すい魔まが訪れる。

「ありがとうございます……シオンさ、ま──」

　ルルの意識は、微睡まどろみの中に消えた。




　目を閉じたルルが、スヤスヤと穏おだやかな寝ね息いきを立て始めた。

「君は少し、そそっかしいところがあるようだな」

「……申し訳ありません」

　長身を縮こまらせて、セレインは恥はじ入る。

「反省してもらわないとな」

「くっ」

　調子に乗るシオンにも、反論できない。

「まあ、そういうしおらしいセラちゃんも、可愛かわいいぞ」

「か、からかうな！」

　不意討うちの一言で急に気き恥はずかしくなったセレインは、そっぽを向いてシオンから目を逸そらす。そんなやり取りを見て、アートルム卿は肩を小刻みに震ふるわせた。

「お恥ずかしいところをお見せしました」

「構わんよ。君のお父上──ダルカン将軍を思い出していたところだ」

「父のことを、覚えておいででしたか!?」

　驚おどろくセレインに、アートルム卿はうなずいてみせた。

「あれほどの武人、そうは忘れられん。一見は猪ちよ突とつ猛もう進しんに見えて、実によい時によい場所を突く。戦いくさの機というものを、肌はだで知っている将だった。そうか、あの戦からもう三年になるのか」

　そうつぶやきながらアートルム卿は、北の空を見やる。

「あの戦の折、私はダール半島のソーズベルに雇やとわれていた」

「存じております」

　エルザイムの北に位置するダール半島には、大小様々な都市国家が分立している。その盟主がソーズベル共和国だ。

　東部の北ほく端たんにあたるダール半島は、カドラケス山脈を挟はさんで北部と境を接している。三年前のグラニヤ来らい襲しゆう時、矢や面おもてに立たされたのが、それらダール自由都市連盟だった。

「父が申しておりました。アートルム卿の采さい配はいにかかれば、寄せ集めだったソーズベルの傭よう兵へい騎き士しすら、一糸乱れず見事に動くと。あの気難しい父が、戦のことで他人を手放しに誉ほめたことは他にありません」

　そう言いながら、セレインは目を伏ふせた。

「父はあの戦でグラニヤの黒天騎士との一騎討ちに敗れ、右みぎ腕うでを奪うばわれました。その無念は、必ずや娘むすめの私が晴らしてみせます」

「その心意気はよいが、入れ込みすぎぬようにな」

「心しておきひゃ──し、失礼」

　答えながらセレインは、不意にあくびをした。慌あわてて口元を押さえた彼女を見て、シオンがポツリとつぶやく。

「セラちゃんも先に休んだらどうだ？　俺と仮面のオッサンが起きてれば大だい丈じよう夫ぶだろ」

「余計なお世話──」

　セレインの言葉が、不意に途と切ぎれた。不意にスルリと近寄ったシオンによって、うつぶせに押し倒されたのだ。

「ほら、言わんこっちゃない。ずいぶん疲れてるじゃないか」

「い、いいから放せ！」

　どういう極きめ方をしているのか、シオンに組み伏せられたセレインは、まともに体を動かせない。もがくセレインの腰こしのあたりに、シオンはそっと手を添そえる。

「ど、どこを触さわって……あんっ!?」

　か細い声を、セレインは上げた。シオンが先ほどのルルへと同じように、自身の源力エーテルをセレインに注ぎこんだのである。

「昼はセラちゃんがこうやって俺を助けてくれたんだろ？　借りは返しとかないと」

「だ、だから余計な……んくっ！」

　口ではどう言おうが、酷こく使しされたセレインの心身はもう限界だった。鉛なまりのように重い目ま蓋ぶたが落ち、首がガクリと前に折れる。

　セレインの意識は、速すみやかに眠りの淵ふちへと転げ落ちた。




　ぐったりとなったセレインの肢し体たいから身を離はなし、シオンが起き上がった。

「大丈夫だ、よく寝ねてる」

　その言葉に、アートルム卿はうなずく。

「そう、なら問題ない」

　もしもセレインかルルが起きていたら、驚きに耳を疑っただろう。今、仮面の下から響ひびいた声は、明らかに若い女のものだったのだ。
















　次いでマントのフードを跳はね上げて、仮面を取る。露あらわになった顔もまた、まだ幼さを残した少女のそれだった。短い黒くろ髪かみが夜風に舞まう。

「さっきは助かった。打ち合わせもなしによくやってくれたな。礼を言うぞ、カナン」

「従者の務めを果たしただけ」

　アートルム卿──否いな、シオンの従者であるカナンは、主あるじの労ねぎらいにそっけなく答えた。

　そんな従者に苦く笑しようしながら、ふとシオンはセレインの寝顔を見やる。ダルカン将軍という名が、古い記き憶おくを刺し激げきしていた。

「シオン様、これを」

　物思いにふけるシオンに、カナンは手にした黒い仮面を差し出した。

「アートルム卿の名と仮面を返す。後はご存分に」

　だがシオンは、その仮面を受け取ろうとしない。

「もうしばらく、影かげ武む者しやを頼たのむ。状じよう況きようが流動的だ。しばらくは『シオン』としての立場で動けるようにしておきたい。必要な場面でのみ、お前と入れ替かわる」

「それは少し厳しい。できれば私も、探たん索さくに集中したい」

「現状だと人手が足りん。俺が前線に立つ必要もあるかもしれんが、まさか軍師アートルム卿が剣けんを振ふるうわけにもいかないだろう」

　そうもっともらしく言いながら、シオンの視線が泳いだ。まずルルに、次いでセレインに、次々と止まる。

　それに気づいたカナンが、訳知り顔でうなずいた。

「なるほど、あれだけ大見得を切った『シオンが』、夜の内にこそこそ逃にげ出したのでは情けない──違ちがう？」

「……それもある」

　図星をつかれたシオンは、苦虫をかみつぶしたような顔で渋しぶ々しぶうなずいた。

「よく分かったな」

「シオン様のことなら、何でも知っている。生まれてきてから一八年、ずっと側そばにいた。これからも、そしてこの先も、ずっと──」

　幼おさな馴な染じみの淡たん々たんとした声が、不意に震え、そして途と絶だえる。

「どうした？」

「……無事で良かった」

　うつむいたまま、か細い声でそう言うなり、カナンはシオンの胸に飛びこむ。

「本当に──無事で──シオン様──」

　シオンの胸に顔をうずめ、カナンはむせび泣いた。驚いたシオンだが、やがて納なつ得とくしたようにうなずくと、忠実な従者を抱だき締しめる。

「心配かけたな」

　震える肩かたを、背を、優しく撫なでさする。ただ月だけが、主従の交わりを見ていた。










　　　第二章　騎き士しと軍師







　　　　　　　１




　エルザイムの国名は、国土のほぼ中央に位置するエルザ湖と、そこに西から流れこむ上エルザ川、および東へと流れ出す下エルザ川に由来する。

　上下エルザ川は東部屈くつ指しの大河であり、沿岸の六州がエルザイムの版図である。その中でも東海に面し、エルザ川の河口に位置するのがダーラム州だ。

　エルザ湖北岸の王都アクベからダーラムまで、下エルザ川の流れは多くの船が行き交かっている。そういった商船の一隻せきである〈あかつき〉号、その船倉の奥でシオンたち四人は息を潜ひそめていた。

「狭せまいな」

「何を贅ぜい沢たくなことを言っている」

　不平を漏もらすシオンを、セレインがたしなめた。と、そこに足音が近づいてくる。

「皆みな様さま、食い物をお持ちいたしました」

　現れたのは、恰かつ幅ぷくの良い中年男だ。この〈あかつき〉号の、船主兼けん船頭である。

　茶屋の老ろう婆ばの次じ男なん坊ぼうだが、漁師の網あみ元もとである兄を手伝いつつ小商いで金を貯ため、三年前に自前の船を手に入れたという中々の人物だ。

「このようなものしか用意できず、心苦しいのですが」

　差し出されたのは焼き締められたパンとチーズ、干しブドウといった保存食だった。

「そんなことありません。とても美お味いしそうですわ」

　立ち上がったルルが上品に一礼する。

「ルルの──いえ、私どもの無理をお聞き届けくださいまして、本当に感謝しております」

「お、お嬢じよう様さま、頭をお上げください。伯はく爵しやく様から受けたご恩、このような時に返さねば光神様の罰ばちがあたってしまいます」

　船頭は、慌てて両手を振った。

「そもそもこの船も、商いの株も、伯爵様の口くち利ききがなければ手に入りませんでしたから。儂わしだけではありません。ダーラムの衆は先祖代々、ナグザレア伯爵様の恩を受け取るのです。その伯爵様をまるで罪人のように引っ立てられ、皆みなが腹を立てとります」

「まあ、父のことをそのように思ってくださりますの？」

「ダーラムは、今でも伯爵様一本で纏まとまっとります。何か力になれることがあれば、遠えん慮りよなくおっしゃってください」

　船頭の言葉に、ルルは目を潤うるませた。セレインもまた、感かん慨がい深ぶかげにうなずいている。

「よい話だ。貴族と民たみの結びつきとは、かくありたいものだな」

　一方のシオンは、内心で今のやり取りを吟ぎん味みしていた。

（ふーん、なるほどね）

　シオンの見立てでは、船頭の言葉に噓うそはないようだ。とはいえ彼が本当のことを全すべて話したのかと言えば、おそらくそれも違う。

　去年に後ろ盾だてだったサイラスが失しつ脚きやくして以来、彼らダーラム商人の商いは相当に難しくなっているのだろう。この〈あかつき〉号で見た船員の言動や、運ぶ荷の品数から見て、まず間ま違ちがいない。

　ここでナグザレア伯爵家が、復権どころか潰つぶれてしまっては、ダーラムの衆にとっては死活問題になりかねないはずである。

　要するに、彼らも追い詰つめられているのだ。相当に危ない橋でも渡わたってしまう程ほどに。

　面おも白しろい、とシオンは思った。単純な忠義や恩義のみではなく、自身の利得もたっぷり絡からんでいる。

　こういう場合、言葉通りにそのまま信じて頼たよれば、痛い目を見ることもある。だがそうと弁わきまえた上で、信じて用いるのならば問題ない。

　沈ちん黙もくしていたアートルム卿きよう──に扮ふんしたカナンへと、そっと目配せする。黒衣の軍師の影武者は、主の意を受けて立ち上がった。

「船頭殿どの、少し話があるのだが──」




　その日、〈あかつき〉号がザレンの河港に到とう着ちやくしたのは、夕刻のことだった。

　桟さん橋ばしに係留された〈あかつき〉号から、積み荷が次々と降ろされた。日暮れまでに荷を倉庫へ運ばねばならないため、船員も船着き場の荷運びも大おお忙いそがしである。

「おい、この樽たるも降ろすのかい？」

　荷の積み上げられた甲かん板ぱんで、荷運びの一人が顔見知りの若い船員にそうたずねた。

「そいつは特注品っすから、俺たちの方で運ぶっすよ」

　そう答えた船員は、特注品とやらの樽を横出しにすると、そのまま転がし始めた。それを見た荷運びは、麦の大袋ぶくろを担かつぎ上げ──ふと船員の方を振り向く。

「今、何か変な声がしなかったか？」

「何も聞こえなかったっすよ。気のせいじゃないっすか？」

　船員の方は振り向きもせず、倉庫へと向かって樽を転がしていく。特注品なだけあってか、その手つきは非常に丁てい寧ねいなものだった。

〈あかつき〉号の荷は、倉庫の一画にまとめられた。そして倉庫の扉とびらが閉められた途と端たん、特注品の樽の蓋ふたが内側から跳はね飛ぶ。

「あー、目が回った」

　特注品の中身──すなわちシオンたち四人が、ぐったりとした様子で身を乗り出す。

「どさくさに紛まぎれてどこを触さわっているんだ、この破は廉れん恥ち漢かん」

　顔を紅潮させたセレインが、押し殺した声でそう言った。豊かな胸の膨ふくらみを両手で押さえ、潤んだ目でシオンをにらむ。

「だからそもそもアレは、不ふ可か抗こう力りよくだって言ってるだろ」

「シオン様ったら、意外と大だい胆たんですのね」

　一方、ルルは何やら恥はじらいながら、身をくねらせていた。妙みように嬉うれしそうである。

「皆、抜ぬけ出すのは日が落ちてからだ。今しばらくは荷物の真ま似ねを続けよう」

「……承知しました」

　アートルム卿の指示に従い、一同は再び身を隠かくす。なお冷静沈ちん着ちやくな軍師を装よそおった従者の声が、密ひそかな不ふ機き嫌げんさを孕はらんでいたことに、主だけが気づいていた。




　日の沈しずんだ夜半、シオンたち四人は倉庫から抜け出した。

「よし、誰だれもいないな」

　人ひと気けのない夜の河港を足早に、かつ慎しん重ちように駆かけ抜けながら、シオンは言った。その背にはルルをおぶっており、後にはセレインとアートルム卿が続いている。

「ところでこの港からラグールの城までは、いかほどかかるであろうか？」

「荒あれた夜道ですが、夜明けまでには。案内いたします」

「やれやれ、まだ先は長そうだ」

　力強く答えるセレインとは対たい照しよう的な様子で、シオンはそうぼやいた。

　そのままセレインの先導で、シオンたちは港を離はなれた。街並みや街道を避さけて大きく迂う回かいし、山中に分け入る。

　手つかずの山林では、下生えの雑草や灌かん木ぼくが、腰こしどころか胸のあたりまで生おい茂しげっている。かき分けながらただ歩くだけでも、一苦労だ。

　灯ひは先頭のセレインが手にした松たい明まつのみ。おまけに先へと進むにつれ、斜しや面めんはみるみるうちに厳しく険しくなっていく。

「おいおい、こんな道もないようなとんでもないところを行くのかよ!?　冗じよう談だんじゃないぞ、これは！」

　たちまちシオンは音を上げる。もっともそんな悲鳴じみた声を上げる一方で、ルルのことは大事に背負ったままだったが。

「もう少し待て。ここを抜ければ──よし！」

　セレインがそう言った途端、不意に目の前が開けた。

「おおっ!?」

　山林の木々の間を縫ぬって、意外なほどにしっかりした山道が走っていた。下生えが丁寧に切り払はらわれた上、足元の土もしっかりと踏ふめ固められている。

「こんな道があるだなんて、外からではさっぱり分かりませんでしたわ」

「うむ。その工く夫ふうが、一番大変だった」

　シオンの背でルルが驚おどろきの声を上げると、セレインが妙にしみじみと答えた。

　山やま肌はだの急な斜面を曲がりくねって登る山道は、中々に厳しい。とはいえ難所には木材等で足場や段などを設けており、先ほどの原野よりはずいぶんとマシだった。

「なるほどな、よく考えてある」

　歩きながらそれらの様子を確かめつつ、アートルム卿は言った。

「攻せめ手が険しい山中でまとまった軍勢を動かそうとすれば、どうしてもこの狭い道を通る必要がある。そうなればどのような大軍でも隊列は長く伸のびきり、防ぎ手側はその先頭だけを相手取ればいい。少勢を以もつて多勢を制する、良き城だ」

「城も道も、放ほう棄きされた以前のものを手直ししただけです。先人の知ち恵えに頼ったのみで、我々の手て柄がらではありません」

　そうセレインは、謙けん遜そんしてみせた。

「そろそろ城が見えてくる頃ころ合あいです。暗いですが、分かりますか？」

　セレインが前方を指し示しながらそう言った。

「あれか」

　疎まばらになってきた木々の向こうに、石造りの建物がうずくまっていた。

「ようやく着きました。夜が明けるかと思いました」

　白みかけた空の下でそう言いながら、ルルはシオンの背から下りる。

「さあ、あともう一ひと踏ふん張り──」

「危ない！」

　シオンの警告とともに、前方の暗がりから風切り音が響ひびく。先頭のセレインの足元に、一本の矢が深々と突つき立った。

「止まれ！　さもなくば次は当てるぞ！」

　警告の声は、若い男のものだった。シオンは剣けんを抜くと、暗がりに身を伏ふせる。

「嬢じようちゃんもオッサンも、前に出るなよ」

「て、敵でしょうか？」

「いや、セレイン殿の様子を見る限り、そうとも限らぬようだが」

　アートルム卿の指し摘てき通りだった。セレインは堂々と身を晒さらして、声を張り上げている。

「その声、ザカリアだな！　私だ、セレイン・コーディアナだ！」

「何、セレインだと!?」

　再び訪おとずれた沈黙の中、シオンたちは息を殺して相手の出方を待つ。

「た、確かにセレインだ！　──すっ、すまん！　少し待て、今から迎むかえに行く！」

　慌あわてた声と共に、前方がにわかに騒さわがしくなった。

「今のおっちょこちょいは、セラちゃんのお仲間なんだな？」

「ああ、王女派の同志だ。名はザカリア・オルティネス。そそっかしくて気難しいところはあるが、弓の腕うでなら剣十字騎き士し団でも五本の指に入る男だ」

「そそっかしい弓使いってのも、おっかない話だな」

　シオンがそうつぶやいた時、城門の鉄てつ扉ぴが、軋きしみながら開かれる。その向こうから、十数人の人ひと影かげが姿を見せた。

　先頭の弓を持った若い騎士が、ザカリアだろう。よほど焦あせっているのか、息を切らせてセレインに駆け寄る。

「わ、悪かったな。お、俺もお前を撃うつつもりはなかったんだ。ただてっきり、宰さい相しよう派の追っ手だと勘かん違ちがいしてしまって」

「いつもながら、もう少し落ち着け。せっかくの弓の腕が泣くぞ」

　言い訳しながら頭を下げるザカリアの姿に、セレインはため息をついた。その時になってようやく、後続の騎士たちがセレインに寄ってくる。

「無事でしたか、セレイン殿！」

「よもやナグザレア伯はくと共に宰相殿どのの手に落ちたのではと、心配しておったぞ」

「なに、宰相派の木こっ端ぱ騎士などに後おくれを取る私ではない」

　周囲に集まった騎士たちと肩かたを叩たたき合い、あるいは握あく手しゆを交かわす。セレインの長身は、その中でも目立っていた。

「まあ待て皆みな、まずは頼たのもしい助すけっ人とを紹しよう介かいさせてくれ」

　そう言いながらセレインは、シオンたちを振ふり向いた。一同の視線が集まる。

「ルルについては皆も知っているな。宰相殿の魔ま手しゆから救い出し、ここまで連れてきた。そしてこちらが──」

　セレインの紹介に従って、アートルム卿はマントのフードを跳はね上げた。露あらわになった黒い仮面を目にし、どよめきが走る。

「そ、その仮面に黒衣……もしや貴き公こうは──」

「かの『仮面の軍師』アートルム卿だ。ローゼリア王女殿でん下かとナグザレア伯の招しよう聘へいに応じ、我らにご助力くださる」

「──なんと」

　伝説の軍師の参戦を知り、ザカリアは目を丸くした。

「これは心強い」

「さすがはローゼリア殿下、よもやこのような手を打っておられたとは」

「勝てる、勝てるぞこれは！」

　ざわめく騎士たちの中、何とも言い難い表情をしたザカリアが、ふとシオンを見やる。

「ところで、貴公は一体どなたかな？　アートルム卿の連れだろうか？」

「仮面のオッサンとは別口だ。成り行きでセラちゃんたちを手助けすることになった、シオンって旅のモンだよ。よろしくな」

　軽い調子でそう言いながら、馴なれ馴れしく片目をつぶってみせる。

「お、おう……」

　露ろ骨こつに戸と惑まどったザカリアが、視線でセレインたちに問いただす。

「……これで腕は立つぞ、腕だけは」

「とてもお優やさしい方ですよ」

　セレインは顔を背そむけながら、ルルは満面の笑えみで、それぞれ答えた。




「シオンと言ったな。お前はこの部屋を使ってくれ。寝しん具ぐは後で運ぶ」

「うっす」

　案内役のザカリアから指示された部屋を、シオンは確かめる。

「廃はい城じようって言うからどんな化ばけ物もの屋や敷しきかと思ったら、意外と悪くないな」

「ナグザレア伯の手回しのおかげだ。感謝しておくように」

「あのオッサン、顔に似合わずやり手なんだな」

　何とも失礼なことを、シオンは小声でつぶやいた。

「それにしても、俺みたいなぽっと出の流れ者にまで個室をくれるくらい、部屋が余ってるのか。やっぱり人の数が少ないなあ」

　遠えん慮りよのない物言いに、ザカリアは顔をしかめた。

「確かに剣十字騎士団五〇〇〇騎きの中で、この城に集つどった同志は五〇と少々しかいない」

「五〇対五〇〇〇ってことは、戦になったら一人で一〇〇人を斬きらなきゃならんのか。そりゃ大変」

「茶化すな！」

「冗談だって、怒おこるなよザッキー」

「たとえ冗談にしても不ふ謹きん慎しん──ってザッキー!?」

　いきなり珍ちん妙みようなあだ名で呼ばれたザカリアが、目を白黒させた。それを見たセレインは呆れてため息をつき、アートルム卿きようは無言のまま黒衣の肩をすくめている。

　ちなみにルルはすでに、与あたえられた部屋で休んでいた。

「そこまでにしておけ」

　ヘラヘラ笑うシオンと、血相を変えたザカリアの間に、セレインが割りこむ。やや辟へき易えきした様子だった。

「私からも聞きたいことがある。お前たちがすでに王都を離れてこの城に入ったということは、何か変事があったのでは？」

「おう、それよ。そのことよ」

　大おお仰ぎようにうなずいたザカリアが、声をひそめる。

「実はミュトス卿らの一派がグラニヤの密使を襲おそった挙げ句、返り討うちにあってな。俺たちまで巻き添ぞえで宰相派に捕とらわれそうになり、アクベを逃のがれたのだ」

「ミュトス卿が？」

　顔をしかめたセレインに、シオンが尋たずねた。

「ミュトス卿って、誰だれだ？　セラちゃんのお仲間？」

「一応は王女派の騎士だが、同志とは呼びたくない男だ。言うこともやることも乱暴すぎて、ナグザレア伯とも折り合いが悪かった。腕だけは立つので、妙みような人望はあったが」

「お山の大将ってことか」

「いつか何かをしでかすと思っていたが、愚おろかな」

　そう吐はき捨てるセレインの前で、ザカリアは首を振った。

「とはいえ、悪いことばかりではないぞ」

「どういうわけだ？」

「ミュトス卿らがグラニヤの密使を襲ったのは、サザーン寺院の船着き場でな。その密使はどうやら坊ぼう主ずらしいのだが、なぜ真夜中にそんな場所をうろついていたと思う？」

「僧そうとして参拝したわけではないだろう。宰相殿との密談ではないか？」

「残念だが、半分しか当たっていないな」

　意味ありげに笑うザカリアに、セレインは少しばかりムッとなった。

「早く言え」

「焦るなよ。いいから聞け。王都から逃れるまでのわずかな間に、俺はこの件を調べ上げたのだ。まずは──」

「ひょっとして、そのサザーン寺院にローゼリア殿下が幽ゆう閉へいされておられるのでは？」

　長くなりそうなザカリアの苦労話を、アートルム卿はあっさりと断たち切った。

　目を丸くしたザカリアが、こくりとうなずく。

「……その通りです」

「何だと!?」

　驚おどろいたセレインが、ザカリアの両りよう肩かたを鷲わしづかみにした。そのまま力任せに、前後へと揺ゆさぶる。

「真まことに姫ひめがサザーン寺院におられるのか!?　確かなのか!?」

「は、放せセレイン！　──目が回る……放してくれ、頼む……」

「すまん」

　解放されたザカリアは、大きくふらついた。

「まったく、この馬ば鹿か力ぢからめ」

「いいから話せ。手短にな」

「分かった分かった。俺だって確証はつかみたかったから、セッテンのやつを残してサザーン寺院を見張らせた。あいつはこの手の調べごとが得意だからな」

「それで、どうなった？」

　その問いに、ザカリアはうなずいた。

「つい先ほど、セッテンから報しらせがあった。どうやらローゼリア殿下は、サザーン寺院からティメラウス宰相の別べつ邸ていに移されたらしい。近場で刃にん傷じよう沙ざ汰たがあった後だけに、宰相も不安に思ったのであろうよ」

「本当か!?　でかしたぞザカリア、大手て柄がらだ！」

　満面の喜色を浮うかべたセレインが、今度はザカリアの肩を力任せに叩いた。その一発で、ザカリアは危あやうく引っ繰くり返りそうになる。

「情けないな、鍛たん錬れんが足りないぞ」

「だからお前が馬鹿力なだけだ！」

　ザカリアは、不満げにわめく。

「まあいい。とにかく、これは好機だ。今すぐにでも、殿下をお救い申しあげるのだ。いや、お前の腕があれば、ついでに宰相殿の首を頂ちよう戴だいすることも──」

「それは、このような場の立ち話で決めて良いことなのかな？」

　静かな声で、アートルム卿が口を挟はさむ。その一言で、セレインは我に返った。

「確かにその通りです。これだけの重大事には、相応ふさわしい策を練らねば。ザカリア、皆みんなを集めてくれ。軍議を開くぞ」

「あ、ああ……」

　話の腰こしを折られたザカリアは、不満げにアートルム卿を見やった。

「あ、じゃあ俺も軍議はパスな」

　手を挙げてシオンはそう言った。

「そういうお堅かたい話は苦手なんでね。ちょっくら外の様子でも見て回ってくるから、後で決まったことだけ教えてくれ」

「……どういたします、アートルム卿？」

　やや不満げな様子で、セレインはアートルム卿にそうたずねた。黒衣の軍師は、仮面越ごしにシオンを見やる。

「そういうことなら、一つ頼み事があるのだがよろしいかな」

「頼み事ぉ？」

　あからさまにシオンは顔をしかめた。

「あまり面めん倒どう事はごめんだぞ」

「なに、大したことではない。セレイン殿どのやザカリア殿は、軍議の準備を頼たのむ」

「了りよう解かい」

「承知いたしました」

　キビキビと部屋を出る二人に、シオンは小さく手を振ふった。




「行ったか？」

「間ま違ちがいない」

　セレインたちが部屋から立ち去ると、残ったシオンたち二人の様子は一変した。

　アートルム卿──もといカナンが、扉とびら越しに廊ろう下かの様子をうかがう。人の気配がないのを確かく認にんすると、その仮面を外した。

「ご苦労だったな、カナン。しばらくは俺がアートルム卿を引き受ける」

「影かげ武む者しやの私だと軍議を回すのは無理」

　そう言いながらカナンは、アートルム卿の衣い装しよう──肩かたに詰つめ物をした上着や、上げ底のブーツを脱ぬぐ。その下から現れたのは、まるで子供のように小こ柄がらな肢し体たいだった。

「相変わらず見事な変装だな」
















　そう感心するシオンに、カナンは仮面を差し出した。受け取ったシオンが黒衣を身にまとうのを、じっと眺ながめる。

「やはりその出いで立ちは、シオン様の方がずっと似合う」

「馬鹿なことを。今は俺とお前でアートルム卿をやっているんだぞ」

　そう言うなりシオン──アートルム卿は踵きびすを返し、部屋を立ち去ろうとする。

「お前は軍議の様子を、適当な場所からうかがっていろ。気づかれるなよ」

「誰に言ってるつもり？」

　アートルム卿が扉とびらを押し開いた時、忠実な従者の姿は既すでに部屋からかき消えていた。




　ラグール城の広間での軍議は、熱気に満ちていた。

『ローゼリア王女の居場所をつきとめた』──自身がつかんだこの情報を、ザカリアが皆の前で披ひ露ろうしたのだ。

「今こそローゼリア殿でん下かをお救いし、エルザイムに正義を取り戻もどすのだ!!」

　拳こぶしを突つき上げ熱ねつ弁べんを振るうザカリア、周囲からたちまち同意の声が上がる。

「おう、その通りだ！」

「姫ひめ殿下をお救いせねば！」

「エルザイム万ばん歳ざい！　ローゼリア殿下万歳！」

　長ちよう卓たくの上座に着いたアートルム卿は、その様子を見ながらつぶやく。

「大したものだな、ローゼリア殿下の人気は」

「それだけ大した方なのです」

　傍かたわらのセレインが、そう答える。

「軍師殿は、ローゼリア殿下とお会いになったことはありますか？」

「二度。一度目は、三年前のグラニヤとの戦いの直後にソーズベルで。二度目は一ひと月つきほど前、ナグザレア伯はくの仲立ちでお会いし、此こ度たびの招しよう聘へいを受けた。思えばあれが、宰さい相しようの手で幽閉される直後だったのだろうな」

　実は一度しかあったことがない──という言葉は胸の奥にしまっておく。ローゼリア王女は、間違いなく二度アートルム卿と会ったのだから。

「ではここで一つ、アートルム卿の意見をうかがいたい！」

　ザカリアがいっそう大きな声を張り上げた。にらむような挑ちよう発はつ的な目を、アートルム卿に向ける。

「ローゼリア殿下を救出すれば、形勢は一気に覆くつがえる。王女を幽閉したという事実そのものが、明るみに出ればティメラウス宰相を弾だん劾がいする武器となるからな。宰相としては、反対を押し切って帝てい国こくと講和するためのやむを得ぬ措そ置ちだったのだろうが」

「とはいえ、それは宰相殿どのも承知のはず。殿下の周囲は、宰相派の騎き士しによって固められているでしょう」

　難しい顔で意見を述べるセレインに対し、アートルム卿きようは首を横に振った。

「そうとも限らぬ。主君押し込めの大事だ。宰相派の騎士でも、よほど信用できる者しか使えまい。宰相の両りよう腕うでとも言えるオライオン・メネス卿とボーゼム・オランク卿、その両名の麾き下かにある近この衛えの一〇〇騎きほどだろうな」

「……お詳くわしいですね」

「知を粥ひさぐ者としては当然のことだ。何にせよその数ならば、我らの五〇騎でも──」

「勝ち筋はあると」

　アートルム卿が無言でうなずくと、周囲は大きくどよめいた。

「いける、これはいけるぞ」

「では、さっそく出しゆつ撃げきの備えを。先せん陣じんはぜひとも、このザカリアにお任せあれ」

　如じよ才さいなく自分を売りこむザカリアだが、アートルム卿は首を横に振る。

「勘かん違ちがいしているようだが、まだその機ではない」

「…………は？」

「王女殿下の救出、その機はいまだ熟していない。これはただ一度きりのみ可能な、博ばく打ちじみた奇き襲しゆうだ。ゆえに可能な限り慎しん重ちように、事前の準備を整えねばならぬ」

　突とつ然ぜんの慎重論に、騎士たちの表情が変わる。中にはあからさまに不満げな者までいた。

「こ、これは驚きましたな」

　それらの反応に背を押され、ザカリアはそう言った。

「まさかアートルム卿ほどの方が、拙せつ速そくは巧こう遅ちに勝まさるという言葉をご存じないとは」

「急せいては事をし損じる、という言葉もある。つまらぬ皮肉は無用だ」

「ではその時がいつになるのか、今ここで答えていただこう！」

「その時がいつになるか定さだかではないからこそ、今は機をうかがわねばならぬのだ。その程度の理り屈くつが分からぬ子供でもあるまい」

「────!!」

　椅い子すを蹴け倒たおして、ザカリアが立ち上がった。

「止よせ、ザカリア」

　無言のまま踵を返し、ザカリアは広間を出た。十数名の騎士が、それに従う。

「ご無礼をいたしました、アートルム卿」

「構わぬよ。私も少々言い過ぎた」

　頭を下げるセレインにそう答える。

「しばらくは見けんに回ると言っても、やることはいくらでもある。城の修復、食料の備び蓄ちく、もちろん戦いくさにそなえた調練も」

「承知いたしました」

「何にせよ、今日はここまでとしよう」

　そう告げながら、アートルム卿も席を立った。




　部屋に戻るなり、アートルム卿は椅子に腰かけた。背もたれに体を預け、仮面を取る。

「正直に言えば良かったのに」

　素す顔がおを晒さらしたアートルム卿──シオンに、背後から声がかけられた。いつの間にか現れた、従者のカナンである。

「ローゼリア姫ひめの幽ゆう閉へい先の情報が怪あやしい、罠わなだと思うので裏を取るまで待てって」

「ザッキーのヤツ、あの情報つかまされて舞まい上がってたからなあ。怪しい、罠だと言ってもかえって反発するだろうし、抽ちゆう象しよう論で言いくるめた方がいいと思ったんだが」

　そう慨がい嘆たんしながら、シオンは人の悪い笑えみを浮かべる。

「ま、過ぎたことは仕方ない。ザッキーが引っかかったっていうなら、それはそれでやりようがある」

　主あるじの思おも惑わくを察したカナンが、ポツリとつぶやく。

「……シオン様の悪党」

「悪党で結構。善人が軍師なんぞやれるか」

　そう嘯うそぶきながら、シオンはカナンを見やった。

「まずはローゼリア王女の居場所を確かめないと、話にならん。お前は王都に行ってくれ」

「了解」

　従者として影武者としてシオンを支えるカナンだが、その本領は密みつ偵てい・間かん者じやとして修めた業わざにある。彼女なら間違いなく、情報の裏を取ってくれるだろう。

「でも、いいの？」

「何がだ？」

「私抜ぬきでの一人二役は、難しいと思う」

「……あ」

　そこは考えていなかった。

「ま、まあ、数日なら何とか誤ご魔ま化かすさ」

「可能な限り早く戻る」

　ため息混じりの声と共に、カナンの姿はかき消えた。残されたシオンは、手にしたアートルム卿の仮面をながめる。

「まったく、軍師稼か業ぎようも楽じゃない」

　ぼやきながら、壁かべに立てかけていた剣けんを手に取った。

「こちらの方が、よほど楽だ」




　　　　　　　２




　カナンの懸け念ねんは、概おおむね当たっていた。

　影武者なしで『シオン』と『アートルム卿』の二人をこなすのは、実に骨が折れた。着き替がえの手間だけでも一苦労なのだが、自じ業ごう自得なので誰だれにも文句はつけられない。

　セレインやルルたちのおかげで、一人二役を疑う者が誰一人いないのが、せめてもの救いである。

　そして三日目、シオンは山中に分け入っていた。

　ラグール城が戦場になった際に備え、周囲の地形を把は握あくするためだ。とはいえ一歩でも山道を離はなれると、途と端たんに地形が厳しくなったが。

　急きゆう峻しゆんな斜しや面めんや切り立った崖がけ、密生した灌かん木ぼくが連なり、行く手を阻はばんでいる。辛かろうじて獣けもの道みちじみた踏ふみ分けをたどれるが、まとまった数の軍勢を動かすのは無理だろう。

　手製の地図を見ながらつぶやく。

「やはり攻せめ手の主力は、山道を登るしかないな」

　シオンの中で、策が形を取り始めた。

　と、前方から水のせせらぎが聞こえる。川か水場があるなら、確かめるべきだ。灌木をかき分けながら進んでいると、不意に視界が開けた。

　岩の崖を一気に滑すべり落ちる水の流れ。鬱うつ蒼そうとした木々の間から差しこむ陽光。そして豊かな水量の滝たき壺つぼでは──なぜか一糸纏まとわぬセレインが体を洗っている。

「…………は？」

　まったく予想外の不意討うちだった。

　しなやかな長身に張りつく金の髪かみ。一いつ切さいの無む駄だが削そぎ落とされ引き締しまった肢し体たいながら、胸や腰こしは見事に実っている。あの折れそうな細い胴どう回まわりから、あれだけ凄すさまじい源力エーテルが発せられるなど、想像もつかない。

　見れば川辺には丁てい寧ねいにたたまれた騎士服と並び、縛しばり上げられた大イノシシの死体や、得え物ものらしい数本の投げ槍やりが置かれていた。

（そういやセラちゃん、昼から食料調達の狩かりに出るって言ってたなあ）

　辛うじてそのことを思い出した時、不意にセレインが振ふり向いた。

「────」

「…………」

　硬こう直ちよくするシオンを尻しり目めに、セレインは背を向けて体をぬぐう。足元の騎士服を手早く身につけ──

「いつまで見ているこの変態!!」

　鬼おにの形相で振り向くなり、拾い上げた投げ槍を放った。

「うおわっ!?」

　シオンは咄とつ嗟さに背後へと倒たおれこんだ。頭上をかすめ飛んだ投げ槍が、背後の古木に突つき立つ。籠こめられた莫ばく大だいな源力エーテルが、一ひと抱かかえはある幹をごくあっさりとねじ切った。

　異音を立てて倒れてきた古木を、シオンは地べたを転げ回って無様に避さける。そんな醜しゆう態たいを、セレインは冷ややかににらんだ。

「私は剣だけでなく、投げ槍も得意でな。並の弓よりよほどよく飛ぶし、よく当たる。それがのぞき犯相手ならなおさらだ」

「お……落ち着いてくれ、話せば分かる──多分、きっと」

「騎士の情けだ、一〇数える間は待ってやろう。もっともいくら逃にげようが、私の投げ槍から逃のがれられはしない」

「それ情け違ちがう！　ただの嬲なぶり殺し！」

「一、二──以下略一〇。よし死ね」

「ア、アートルム卿に命じられたんだ！」

「……なに？」

　シオンの決死の訴うつたえに、セレインは投げ槍を放つ直前でピタリと動きを止める。

「どういうことだ？　話してみろ」

「お、おう──」

　川辺に這はい出したシオンは、事情を説明する。

「アートルム卿の指示で山中の地形を調べてたら、水の音が聞こえて、それを確かめに行ったらこうなったんだ」

「待て、ここに来たのはお前自身の不ふ手て際ぎわが原因で、アートルム卿は関係ないだろう」

「うん、何か俺もそんな気がしてきた」

　正直にうなずくシオンを見て、セレインはため息をついた。まだ不ふ機き嫌げんそうだが、少なくとも怒ど気きは影かげをひそめている。

「故意や悪意があったわけではないというのは分かった。周囲の警けい戒かいを怠おこたっていた私にも非がある」

「許して、くれるのか？」

「事故ということなら仕方ない」

「そ、そうか」

　安あん堵どの声をシオンは上げた。緊きん張ちようが緩ゆるむのと同時に、脳のう裏りに焼きついていたセレインの裸ら身しんが、目の前の本人に重なる。

「…………ほう？」

　だらしなく溶とけ崩くずれたシオンの顔を見たセレインが、今度は愛用の大剣を大上段に構える。慌あわてて這いつくばったシオンが、額を地面にすりつけた。

「すいません。今すぐ忘れます」

「最初からそうしろ」




　結局、シオンが城までイノシシを運ぶということで手打ちになった。自分も地形を見て回るというセレインと別れて、シオンはイノシシを担かついで城へ急ぐ。

　そろそろアートルム卿きようとしての姿を周囲に見せておく頃ころ合あいだが、このままイノシシをほったらかしにするわけにもいかない。そのまま台所の裏手に回りこむ。

「おーい嬢じようちゃん、晩飯の材料を持ってきたぞ」

「あらまあ。これはお見事ですわ、シオン様」

　声をかけると、駆かけ出してきたルルが歓かん声せいを上げた。

「俺じゃなくて、セラちゃんの獲え物ものだがな。とりあえずバラしちまおう」

「あら、シオン様お一人では解体も大変でなくて？　ルルもお手伝いをいたしますの」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　心配しながら、シオンは大おお振ぶりのナイフを取り出した。イノシシの解体に取りかかる。

　まずは、手早く毛皮を剝はぎ取る。

「お湯を沸わかしておきましたわ」

「助かる」

　首を切り落とす。

「このノコギリをお使いくださいませ」

「おう」

　腹を縦に割さき、木から逆さ吊づりにして臓物を引きずり出す。

「シオン様はお肉を頼たのみます。内臓はルルが引き受けますの」

「…………」

　本当に大丈夫だった。臓物の血や汚お物ぶつを丁寧に洗い流す伯はく爵しやく家令れい嬢じよう、その頼もしい姿にシオンは唸うなる。

「今夜はこの内臓を、お塩とたっぷりのニンニクで、トロトロになるまで煮にこもうと思いますの。お肉は燻くん製せいにして保存しておきますわ」

「旨うまそうだな、それ」

　シオンの感想に、ルルはニコリと笑った。

「なんだ、先に大物が届いていたのか」

　背後からの不機嫌な声に振り向くと、弓を手にしたザカリアが立ってた。

「ようザッキー、お前さんも猟りように出ていたのか？」

「ザッキーはやめろ」

　そうザカリアは言いながら、数羽の山鳥とウサギを差し出した。

「まあ、ありがとうございます」

「さすが騎き士し団屈くつ指しの弓の名手。お手て柄がらお手柄」

　軽口混じりにシオンは賞賛するが、ザカリアの表情は一向に晴れない。

「ふん、こんなものが手柄になるか。俺は狩しゆ猟りようのため城に籠こもっているのではないぞ」

　そう吐はき捨てると、ザカリアは足早に去った。

「その、ザカリア様にも悪気があるわけではないんですの……きっと」

「分かってるよ、ちょっと焦あせってるんだろ」

　とはいえその『焦り』を、かなり溜ためこんでいるようだ。そんなことを考えていると、ルルがふと目を伏ふせた。

「ザカリア様が焦るのは、ルルにも分かりますの」

　少女の声が、頼たよりなく震ふるえる。

「ただ待つことしかできないと、とてもとても不安になりますの。こう、お腹なかの下の方が、キュッと冷たくなってきまして……」

「捕つかまった親おや父じさんのことか？」

「はい」

　力なくうなずくルルの姿に、シオンは胸をつかれた。

　そう、まだ彼女は一三歳の子供なのだ。いくら伯爵家の令れい嬢じようとして気き丈じように振る舞まっていても、この状じよう況きようで不安にならないはずがない。

『あにさま』

　そんな誰かの声が、ふと耳によみがえる。




　その深夜──

　城の自室の寝ね藁わらの上、横になっていたシオンの盛せい大だいないびきが、不意に途と絶だえた。かすかな夜気の揺ゆれが、彼に待ち人の帰き還かんを告げている。

「カナンか、よく戻もどってくれた」

「遅おそくなった」

　その声に、シオンは素す早ばやく上体を起こした。忠実な従者は、静かにひざまずいている。

「どうだった？」

「撒まき餌えも、本命も、シオン様の読み通り」

「よし、良くやってくれた」

　カナンの報告を聞いて、シオンの脳が高速で回転、練っていた策が急速に形を結ぶ。

「朝まで待つ、って理り屈くつはないな。速そつ攻こうで皆みんなを叩たたき起こして軍議──」

　と、廊ろう下かの方からけたたましい足音が響ひびいてきた。

「この足音はセラちゃんか。頼むぞ、カナン」

「了りよう解かい」

　カナンは躊躇ためらわずアートルム卿の衣い装しようを手に取った。一息で仮面と黒衣を身につける。

　それとほぼ同時に、部屋の扉とびらが音を立てて押し開かれた。

「一大事だ、シオン!!　アートルム卿がどちらにおられるのか知らないか!?」

　そうたずねたセレインは、アートルム卿に扮ふんしたカナンを見て目をみはる。

「こ、こちらでしたか」

「何事かな、セレイン殿どの。一大事とは穏おだやかでないが」

「それが……」

　一いつ瞬しゆんだけ詰つまったセレインだが、すぐに声を絞しぼり出す。

「ザカリアのやつが、脱だつ走そうを！」

「ほう」

　カナン──アートルム卿の反応は、冷静そのものだった。シオンは驚おどろいたフリをするべきか少し迷ったが、結局は黙だまっておくことにする。

「賛同した者を一〇人ほど引き連れ、自分たちだけでローゼリア殿でん下かの救出に向かうようです。何と愚おろかなことを」

「ザッキー、無む駄だに行動力だけはあるな」

　とりあえずそうつぶやいておいた。

「これ以上の大事になる前に必ずや連れ戻します！　シオン、お前も来てくれ」

「それには及およばん」

「はい？」

　その一言がよほど意外だったのだろう。セレインは目を丸くしている。

「これは、機だ」

「機？」

「ああ、これぞ待ち望んだ機だ。城の全員を起こすように。我らも動くぞ！」

「え？　ええぇっ!?」

　セレインは棒立ちのまま動けない。

「急ぎたまえ！　駆け足!!」

「は、はい!!」

　部屋から飛び出したセレインを見送るや、アートルム卿はシオンを振ふり向く。

「これで、いい？」

　仮面の下から響いた声は、カナンのものだった。

「ああ、上等だ。ザッキーには悪いが、手間が省けた。後は奮ふん闘とうと活かつ躍やくを期待しよう」

　シオンの口元に、人の悪い笑えみが浮うかんだ。
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　王都アクベの向かい、エルザ湖の南岸には貴族や大商人の別べつ荘そう地ちが広がっている。ティメラウス宰さい相しようの別荘は、片かた隅すみにひっそりと建っていた。

　一国の宰相のものにしては、その規模にしろ造りにしろ、ごく平へい凡ぼんなものだ。ティメラウス自身が風流だの社交だのに無む頓とん着ちやくなこともあり、一年のほとんどは住みこみの管理人すらいないまま放置されている。

　だがこの夜、二階建ての別荘の窓の一つには灯あかりが点ともっていた。

「あそこだな」

　庭園の暗がりに身を潜ひそめながら、ザカリアは小声でそうたずねた。

　右みぎ隣どなりにうずくまっていた小太りの騎士がうなずく。セッテン・キルク、ザカリアの指示により、ローゼリア王女探たん索さくのため王都に残っていた王女派の仲間だ。

「間ま違ちがいない」

「よくやってくれた」

　セッテンの肩かたを叩いたザカリアは、背後を振り向く。そこには一〇人前後の騎士がうずくまっていた。

　ザカリアに賛同し、ローゼリア王女救出のためラグール城を抜ぬけた者たちである。

「今から仕し掛かける」

　短い言葉に、一同は一いつ斉せいにうなずいた。

「あのような臆おく病びよう風かぜに吹ふかれた軍師に、国の大事は任せておけぬ。我らの手でローゼリア殿下をお救いせねば」

　ザカリアの脳のう裏りには、悲しみに沈しずむ囚とらわれのローゼリアの姿が、鮮せん明めいに描えがかれていた。

「そうだ」

「やろう」

　口々に賛同の声が上がった。

「行くぞ」

　ザカリアは身をかがめたまま、中ちゆう腰ごしの姿勢で駆け出す。仲間たちもそれに続いた。別荘の裏手までにじり寄り灯りの点った窓を見上げ──

　別荘の窓全すべてに、灯りが点った。続けて裏庭の各所でも、炎ほのおが赤々と闇やみを照らし出す。今の今まで気づかなかったが、かがり火が用意されていたのだ。

「何!?」

「これは!?」

　別荘の裏口と窓が一斉に開いた。一階の裏口からは剣けんを抜いた騎士が、二階の窓からは弓を構えた兵士が、次々と姿を現す。

「ザカリア・オルティネスだな」

　最初から灯りの点ついていた窓から出てきたのは、口くち髭ひげを蓄たくわえた騎士だった。冷ややかにザカリアたちを見下ろしている。

　ティメラウス宰相の腹心である、近衛騎士オライオンだった。

「宰相閣下の寝ね首くびを狙ねらうとは、この不届き者めが！　大人しく剣を捨てて縛ばくにつけい！」

「宰相の首だと!?　馬ば鹿かな、我らは王女殿下をお救い──」

　反論しかけたザカリアだが、オライオンの嘲ちよう笑しようを見て全てを悟さとった。

「……はめられた」

　おそらくこの別荘に王女はいない。サザーン寺院から替かえ玉の偽にせ者ものをこれ見よがしに移動させ、見せつけただけ。その撒き餌に食いついた間ま抜ぬけな獲え物ものが、自分たちなのだ。

　ザカリアたちに動どう揺ようが走った。特に斥せつ候こう役のセッテンは、土気色の顔で揺らめく。

「お、俺のせいだ……俺が……」

　呻うめくその肩を、ザカリアは強く叩く。

「お前じゃない。宰相が一枚上手だった。そしてそれを見み抜ぬけなかった俺の責任だ」

　そう言いつつも、考えるより先に体が動いた。背負った矢や筒づつに右手を伸のばし、五指の間に四本の矢をつかみ取る。一息で弓につがえると、真上に打ち上げた。

　高々と夜空に昇のぼった四本の矢は、弧こを描いて四方に散り──そして狙い過あやまたず、四つのかがり火の全てに吸いこまれた。矢にこめられた源力エーテルが炸さく裂れつ、かがり火を吹き飛ばす。

「今だ、逃にげるぞ！」

「逃のがすな！　放て！」

　暗がりが戻った裏庭で、ザカリアたちは必死になって逃げ出した。弓音が散発的に響くが、当たりはしない。窓の灯りだけではまともな狙いはつけられない上、同士討うちを怖おそれているのだろう。

　問題は、追っ手の騎き士したちだ。振り向きざまに矢を放ち、先頭の二人を射い倒たおす。

「おい、ザカリア──」

「足を止めるな！　走れ！　殿軍しんがりは俺に任せろ！」

　夜闇の中をザカリアは、倒こけつ転まろびつ逃げ惑まどっていた。

　自分がどこを走っているのかすら、判然としない。ティメラウスの別荘から飛び出したことまでは確かなのだが、その先はすっかり道を見失ってしまった。先に逃がした仲間とも、はぐれたままである。

「いたぞ！」

「逃がすな！」

　背後から、松たい明まつの群れが追い立ててくる。と、不意に足元の感覚が石いし畳だたみから砂地に変わった。さらに前からは、静かな水音が聞こえてくる。

　ここがエルザ湖の岸辺だということに、ザカリアはようやく気づいた。

（追いこまれた！）

　愕がく然ぜんとしたのは一瞬だった。

　もう逃げ場がないと悟ったザカリアは、瞬時に腹を括くくった。振り向きざま弓に矢をつがえ、松明を狙い放つ。

　松明を掲かかげた騎士の一人が、もんどり打って倒れた。仕留めたかどうかまでは分からない。続けざまに二射、三射。弓の音が鳴り響くたびに、追っ手が倒れる。だが四射目で矢が尽つきた。弓を放ほうり捨てて腰こしの剣を抜く。

「さあこい！　一人でも多くあの世へ道連れにしてやる！」

　激しい怒ど声せいが返ってきた。押し寄せてくる追っ手の騎士は、目の前にいるだけでも一〇人近い。せめて相討ちで一人は仕留めると、ザカリアは剣を強く握にぎる。

「その度胸だけは、中々に大したものだ」

　背後からの小さなささやきと同時に、銀光が闇を縫ぬって走った。ザカリアの体をかすめて飛来した短たん剣けんが、次々と追っ手に突つき立つ。さらに突とつ如じよとして闇の奥から駆かけ出した人ひと影かげが、追っ手に斬きりかかった。

　新手の数はわずか五人。だが不意をつかれた上に手傷まで負っていた追っ手たちは、ろくな抵てい抗こうもできないまま次々と切り伏ふせられる。

「無事か、ザカリア！」

　そう声をかけたのは、城に残してきたはずの、王女派の騎士だった。では、先ほどの声は──目を瞬しばたたかせたザカリアは、ゆるゆると背後を振り向いた。

「あとは勇気と無む謀ぼうの差を弁わきまえてもらえれば、言うことはないのだがな」

　闇やみ夜よに溶とけこむ、仮面と黒衣。予想通りの姿が、静かに佇たたずんでいる。

　──助かった。

　──助けられてしまった。

　安あん堵どと恥ち辱じよくが同時に押し寄せ、ザカリアはその場にへたりこんだ。




　うずくまったザカリアの気の抜けた顔を、カナンはアートルム卿きようの仮面越ごしに見た。

　このままでは時間が惜おしい。ザカリアに右手を伸ばす。

「引き上げだ。立ちたまえ」

「引き、上げ……？」

　ふらつきながら立ち上がったザカリアの問いに、アートルム卿は無言で背後を振り向いた。暗い湖の岸辺、生おい茂しげった葦あしに隠かくれるようにして、一艘そうの小船が着けられていた。

「その騎士様で最後です。お急ぎください」

　小船の上でそう声を上げたのは、〈あかつき〉号の船頭だった。うなずいたアートルム卿は、ザカリアの肩を叩たたいて小船に急ぐ。残る五人の騎士たちも、それに続いた。

　全員が乗りこむなり、小船はスルスルと湖岸を離はなれる。

「他の騎士様方は、すでに別の小船で〈あかつき〉号へと運んどります。後は儂わしらが戻もどれば、すぐに船を出しますんで」

「そうか、それはよかった」

　船頭の言葉に、ザカリアはへたりこむ。それを見届けたアートルム卿が、重々しく船頭を見やる。

「実に結構だ。ずいぶんと、この手の仕事に手慣れているようだな」

「なーに、儂も若いころは色々と、表おもて沙ざ汰たにできない商売にも手を出しとりましたんで」

　アートルム卿の問いに、船頭は含ふくみ笑いで答える。

「それにしてもアートルム卿、先ほどの投とう擲てきは見事でしたな」

「手て慰なぐさみに覚えた小こ技わざだ」

　騎士の一人にそう答えながら、心中で反省する。カナンとしての技を、人前で見せてしまった。あの程度なら誤ご魔ま化かしが利きくが、以降は控ひかえるべきだろう。

「──アートルム卿！」

　不意にザカリアが、小船の上で平へい伏ふくした。

「脱だつ走そうの責は自分にあります！　なにとぞ罪はこの身一つに留めおきくださいませ」

「頭を上げられよ、ザカリア殿どの。そもそも罪に問うつもりなら、最初から助けたりせぬ」

「で、では──」

「諸君らの心を慮おもんぱかれなかった私にも、責はある。此度は諸君らの功により、罪を免めんじよう」

「は、ははぁ……功？　一体、何の功でありましょうか？」

　畏かしこまったザカリアが、怪け訝げんそうに顔を上げる。

「決まっているだろう。先ほどの諸君らが見せてくれた、見事な働きのことだ」

　仮面の下から聞こえるくぐもった声は、あまり質の良くない諧かい謔ぎやく味みを帯びていた。




「まさか、この真夜中に船を仕立てて来たか」

　夜の湖面をにらみながら、オライオンはそう呻いた。

　これが、あのアートルム卿の知ち恵えなのだろうか？　そう言えばナグザレア伯はくの地元であるダーラムには、密輸業者じみた怪あやしげな船乗りがいたはず。

　何にせよ、見み逃のがすことはできない。オライオンは部下たちに手早く指示を出す。

「こちらも船を出せ！　水陸の両面から追うのだ！」

「はっ！」

　報告をまとめると、船で現れた王女派の援えん軍ぐんは、相当の数のようだ。先走ったザカリアたちを救出するための、果断な行動である。

　だが同時にこれは、王女派を一いち網もう打だ尽じんにするチャンスでもあるのだ。

　絶対に逃がさん──そうあらためて決意を固めたその時、背後から馬ば蹄ていの音が響ひびく。振ふり向くと、血相を変えた部下が馬から飛び降りた。

「オライオン卿、こちらでしたか──」

　続く部下の報告に、オライオンも顔色を変えた。

「本命が……サザーン寺院が襲おそわれているだと!?　バカな！」




　　　　　　　４




　夜の寺院に、裂れつ帛ぱくの気合いが響いた。

「はあっ!!」

　玄げん関かん口ぐちに立ち塞ふさがる宰さい相しよう派の騎士たち三人に、セレインは大剣を横よこ薙なぎに振るった。斬きり飛ばされた首がまとめて宙に舞まい、盛せい大だいに吹き上がった血が石畳の床ゆかを汚よごす。

「お見事」

　賞賛するシオンの足元では、運悪く居合わせた夜番の勤行僧そうが、腰を抜ぬかしていた。

「こ、このサザーン寺院は、皇国の御み代よにまで遡さかのぼれる由ゆい緒しよ正ただしき名めい刹さつですぞ。そ、その神聖を血で汚すとは、光神の御お罰ばつを恐おそれるがよい！」

　甲かん高だかい声を張り上げて抗こう議ぎする僧を、セレインは冷ややかににらみつける。

「王女殿でん下かの押し込めという俗ぞく事じの泥どろ沼ぬまに首まで漬つかりながら、寺院の神聖とは笑わせる。貴様ら生なま臭ぐさ坊ぼう主ずこそ、神罰を怖れたらどうだ!?」

　痛いところを突かれた勤行僧は、目を泳がせて押し黙だまる。その反応にシオンとセレインは、軽くうなずきあった。

「間ま違ちがいないな」

「急ごう」

　素す早ばやく二人は階段を駆け上がる。

「しかし、ここまでアートルム卿の読みが当たるとは。さすがだ」

　賛さん嘆たんと敬意に満ちた声で、セレインはつぶやいた。

　ローゼリア王女がサザーン寺院からティメラウス宰相の別べつ荘そうに移されたというのは、王女派を誘さそい出そうという偽にせの情報。本物の王女は寺院に囚とらわれたまま。

　ゆえにあえて誘われた振りをして敵の目を引きつけ、その隙すきに少数の別働隊で『本命』の寺院を強きよう襲しゆう、王女を救出する──これがアートルム卿、すなわちシオンの策だった。

　ザカリアの先走りが巧うまく嵌はまったこともあり、状じよう況きようは読み通り動いている。

「油断するなよ、セラちゃん。連中だって、ここをがら空きにはしないはず。手て強ごわい番犬の一人二人は、きっと残っている」

「……ああ、その通りだな」

　そう低い声で言いながら、セレインは足を止めた。続くシオンもそれに倣ならう。

　階段先の踊おどり場では、甲かつ冑ちゆうを着こんだ禿とく頭とうの巨きよ漢かんが、二人を待ち受けていたのだ。

「ボーゼム卿、やはり貴様か」

「ちょうどいい、先日の借り、返させてもらうぞ」

　言うなりボーゼムは、右手で剣けんを抜く。加えて左手に、鋼はがね張りの大おお盾たてを構えていた。

「助すけ太だ刀ちはいるかい？」

「無用だ」

　短く答えたセレインが、一呼吸で踊り場まで上りきる。大盾を掲げたボーゼムに向かって、真正面から袈け裟さ懸がけに大剣を振り下ろした。

　響きわたる金属音。激げき突とつの瞬しゆん間かんを目まの当たりにしたシオンが、片かた眉まゆを跳はね上げる。

　ボーゼムの大盾が、セレインの剛ごう剣けんを見事に受け止めていたのだ。籠こめられた強きよう烈れつな源力エーテルにより、盾の表面はビリビリ震ふるえている。

　ボーゼムはそのまま上体を捻ひねり、盾の陰かげから剣を突き出す。

「もらったぞ！」

「くっ……」

　素早く後方に飛び退すさるセレインだが、ボーゼムの鋭するどい突きをかわしきれない。左頰ほおを刃はが掠かすめ、パッと赤い血がしぶく。

　ボーゼムの顔に野太い笑えみが浮うかび──そして次の瞬間、驚きよう愕がくに引きつる。切り結んだ一瞬の攻こう防ぼうの隙をつき、シオンが高々と跳ちよう躍やくしていたのだ。

　踊り場の欄らん干かんと、ボーゼム自身の禿頭を次々と足場にして、一気に二階へと飛び移る。

「女の顔に傷つけて笑ってんじゃねーよ、このタコハゲ」

「小こ僧ぞう──」

　憤ふん激げきしたボーゼムに、すかさずセレインが斬りかかった。

「貴様の相手は私だ！」

　続けざまの斬ざん撃げきを浴びせかけてボーゼムの足を止め、踊り場へと釘くぎ付づけにする。

「ここは私に任せて先に行け！　ローゼリア殿下を頼たのむぞ！」

　セレインの叫さけびに無言で右みぎ腕うでを突き上げ、シオンは二階へと姿を消した。




　二階の廊ろう下かをシオンは単身で駆かけ抜ける。

（これでよし）

　サザーン寺院は広い。カナンの探たん索さくでも、広い寺院のどこに王女が監かん禁きんされているのかまではつかめなかった。

　正確に言えば、シオンさえいればその必要がないことを、カナンは知っていたのだ。

　こおお──

　呼吸と共に、シオンは己おのれの内へと通じる門を開いた。半ば無意識の観想が、体内という一つの世界を周天する源力エーテルの流れを感じる。

　ここまでは、得手不得手はあれど騎き士しならば誰だれでもできること。肝かん要ようなのは、この先。

　シオンは目を見開くと同時に、内へと向けられた観想を、外へと反転させた。

　もう一つの門が開き、周囲の世界がその意味を変える。

　森しん羅ら万ばん象しようを遍あまねく周天する源力エーテルの流れ──目に見えずとも、耳に聞こえずとも、鼻で嗅かげずとも、舌で味わえずとも、肌はだに触ふれずとも、そこに確かに在あるそれと、シオン自身の内なる源力エーテルの流れが重なり合う。

　──風が、吹ふいた。

　シオン自身の意志が大気に満ち、風と化して寺院の隅すみ々ずみまで吹き抜ける。

（見つけた）

　この先の階段を上った三階の廊下の突つき当たり、そこの部屋に探し求める王女の姿があるのを、シオンは確かに観た。

「何だ、今の突とつ風ぷうは!?」

　背後の曲がり角から現れた宰相派の騎士に、シオンは振り返りもせず右手を振る。

　ただそれだけだった。

　ただそれだけで、シオンから二〇歩は離れていた騎士の首がポトリと落ちた。まるで、見えない大おお鎌がまで首を刎はねられたかのように。

　崩くずれ落ちた骸むくろを一いつ顧こだにせず、シオンは再び駆け出した。




　セレインとボーゼムの斬きり合いは、数十合に及およんでいた。

　何度も鋭く打ちこむセレインだが、ボーゼムの堅かたい守りを崩せない。逆に斬撃を防がれる度たびに手痛い反はん撃げきを受け、いくつかの傷を負わされている。

　左頰に続き、左ひだり肩かた、右脇わき、左腰こし。いずれも浅いが、無視できる傷でもない。

「これが貴公の本気か。見事だ、ボーゼム卿きよう」

　互たがいに距きよ離りを取って対たい峙じしながら、セレインが静かに言った。

「ならば次は、私の本気を披ひ露ろうしよう」

　言うなりセレインは、大剣を構え直す。

　剣の柄つかを握にぎったままの右手を、左肩の上へと引く。広げた左の手の平は、柄つか頭がしらの後ろに当てた。水平に構えられた刃の切っ先は、セレイン自身の怜れい悧りな視線と共に、ボーゼムの胸むな元もとへピタリと据すえられている。

「む!?」

　それを見たボーゼムが警けい戒かいの声を上げる。練り上げられたセレインの源力エーテルが大剣の刃やいばに籠められ、まるで陽かげ炎ろうのように揺ゆらめいたのだ。

　無音の気勢と共に、セレインが踏ふみこんだ。己の肉体そのものを矢に見立てたかのような強烈な刺し突とつを、ボーゼムも渾こん身しんの源力エーテルを注ぎこんだ大盾で迎むかえ撃うつ。

　激しい轟ごう音おんと衝しよう撃げきが、寺院の内部に響く。双そう方ほうの剣と盾が、鋼と鋼が、源力エーテルと源力エーテルが、正面からぶつかり合い鎬しのぎを削けずる。

　僅わずかな拮きつ抗こうの後、大剣の切っ先が大盾を深々と貫つらぬいた。

「何いっ!?」

　目を剝むくボーゼム。

　たとえ双方の源力エーテルが量・質と共に同等だったとして、大盾の全面に張り巡めぐらされたそれと、大剣の先せん端たんの一点へと収束されたそれ──ぶつかり合った結果として後者が勝ったという、ごく単純な話である。

　大盾に亀き裂れつが走り、左右真っ二つに割れ飛ぶ。そのままグンと伸のびた大剣の切っ先は、甲冑を貫いてボーゼムの右肩に突き立った。

「馬ば鹿かな──」

　衝撃と共に、ボーゼムの体は後方へと吹っ飛ばされ、そのまま踊り場の欄干に叩たたきつけられた。その巨きよ体たいと甲冑の重さに、欄干は耐たえられず、あっさり砕くだける。

　そのままボーゼムは階下へと転げ落ち、石いし畳だたみの床へと叩きつけられた。




　目指す部屋の前では、槍やりを構えた騎士が二人、見張りをしていた。

「曲くせ者ものが！」

　一人目の騎士が繰くり出した槍を、シオンは体を沈しずめてかわす。そのまま床ゆか面めんスレスレの位置から回し蹴げりを放った。足を払はらわれた騎士は、無様に横転する。

　続いて全身で伸び上がりつつ、右手の剣の片手付きで二人目の騎士の喉のど笛ぶえを抉えぐる。さらに転てん倒とうした騎士が起き上がる前に、その喉元へと右足を振り下ろし、頸けい骨こつを踏み折った。

　ごくあっさりと二人の見張りを片づけたシオンは、分厚い樫かしの扉とびらを押し開く。

「お迎えにあがりました、ローゼリア殿下」

　豪ごう奢しやな貴き賓ひん室では、部屋着姿の美しい少女が長なが椅い子すに端たん然ぜんと腰かけている。その背後には小こ柄がらな老ろう婆ばが、黙もく然ぜんと控ひかえていた。

　ローゼリア王女と、その腹心であるネリー女官長だ。間違いない。以前にアートルム卿として会った時と、変わらぬ姿である。

「出迎え、大たい儀ぎです」

　立ち上がったローゼリアが一礼する。そんな仕草にすら、何とも言えぬ華はながあった。

（どうにも、このお姫ひめ様さまは苦手だな）

　単なる顔形の美しさだけではない。洗練された礼れい儀ぎ作法に、言動の端はし々ばしから匂におわせる知性と教養。そういった形にならない気品に、どうも気け圧おされてしまうのだ。

　と、顔を上げたローゼリアが童女のような笑みを浮かべ──

「それにしても、貴方あなたが直じき々じきに来られるとは思いもしませんでした、アートルム卿」

　──とんでもない一言を投げかけた。

「────!?」

　思わず目を剝いたシオンだが、直後にその反応を後こう悔かいする。これではローゼリアの一言を肯こう定ていしたようなものではないか。

「おやまあ、あの仮面の下はこのような男前でしたか。ですが少々若すぎますなあ」

「そのあたりの事情は、後でうかがいましょう」

　ローゼリアはネリーに告げると、シオンに歩み寄った。

「殿でん下か──」

　ローゼリアの繊せん手しゆが伸ばされ、白くしなやかな指先がシオンの口元を押さえる。

「今はまだ、長々と議論する余よ裕ゆうは在りませんでしょう？」

　確かにその通りだ。うなずいたシオンに、ローゼリアはそっと身を寄せる。

「わたくし、駆けっこは少々苦手ですので、運んでいただけませんか」

「では、御ご無礼を」

　ローゼリアの華きや奢しやな肢し体たいを、シオンは両手で抱だきかかえた。羽毛のように軽く、それでいて軟やわらかな感かん触しよくが、生々しく伝わる。

「急ぐから遅おくれないでくれよ、婆ばあさん」

「ほっほっほっ、無用な心配はいりませぬぞ」

　主導権を握られたまま、シオンは駆け出す。その後をピタリとネリーは追走していた。




　転倒したままピクリとも動かないボーゼムを、セレインは踊り場から見下ろす。甲冑の胸がわずかに上下しているのを見ると、まだ息はあるらしい。

「つくづく頑がん丈じような男だ」

　とどめをさすべきかとセレインが迷った時、上階から聞き慣れた声がかけられた。

「こちらですよ、セレイン」

　鈴すずを鳴らすような美しい声に、セレインは振ふり向く。

「ご無事でしたか、姫様！」

「ええ、あなた方の活かつ躍やくのおかげで。あなたの友情と忠義に感謝を」

　シオンに抱きかかえられたまま、ローゼリアは優ゆう雅がに微笑ほほえんでいた。その傍かたわらには、女官長のネリーが静かに控えている。

「も、もったいないお言葉です」

　常変わらぬローゼリアの姿に安あん堵どしながら、セレインは早足で階段を駆け上がる。もはやボーゼムなどに、構っている余裕も時間もない。

「見事な手並みだ、シオン。さあ退くぞ」

「そうだな、急ごう」

　答えるシオンの声は、妙みように疲つかれていた。




　ローゼリアの体を軽々と抱かかえたまま、シオンは寺院の廊下を駆ける。その後にセレインとネリー女官長が続いていた。

「静かですなあ、人ひと気けもございませんし」

「宰さい相しようの手先はほとんど斬りました。僧そうたちも別の区画で、息を殺しているのでしょう」

　ネリーの言葉に、セレインは丁てい寧ねいな口調で応こたえた。と、シオンの腕うでの中で、ローゼリアが彼の耳元にささやきかける。

「この先の手て筈はずはどのように？」
















「廊下の突き当たりからバルコニーに出られる。ちょうどエルザ湖に面していますんで、その下まで迎えの小船が来る段取りに──」

　不意にシオンの言葉が途と絶だえる。周囲の大気に満ちた、総毛立つような凄すさまじい殺気に気づいたのだ。

　今まで息を潜ひそめていた獣けものの縄なわ張ばりに、気づかぬまま足を踏み入れてしまった。そんな錯さつ覚かくすら覚える。まさかここに、あの獣の称号なを冠かんした騎士たちが──

「これは!?」

「むう……」

　セレインやネリーも、一いつ瞬しゆんだけ遅れてその気配に気づいた。

「足を止めるな!!」

　シオンが警告の叫さけびを上げるのと同時に、廊下そのものが爆ばく発はつした。少なくともシオンたちにはそう見えた。

　頭上の天てん井じようと左右の壁かべに、突とつ如じよとして無数の亀裂が生じて、一気に崩れ落ちたのだ。

「な、何だと!?」

　粉ふん塵じんが濛もう々もうと立ちこめ、石材や木材の瓦が礫れきが頭上から降り注ぐ。それに紛まぎれて無数の細くしなやかな糸が踊おどり狂くるい、自分たちへと殺さつ到とうするのを、シオンは見た。

　間ま違ちがいない、あれは〈蜘蛛アラクネ〉の糸だ。

「走り抜ぬけろ！　さもないと死ぬぞ!!」

　そう叫びながらシオンは、かき集めていた風を、一気に解き放つ。もはや、人目を気にしている場合ではない。

〈風ふう陣じん〉──

　シオンたちを中心に、暴風が吹ふき荒あれた。激しく渦うず巻まく風が、粉塵も瓦礫もそして糸までも、すべてまとめて吹き散らす。

　それでいて渦うずの目を走るシオンたちへの影えい響きようは、精せい々ぜい髪かみがそよぐ程度のものだった。

「い……今のは？」

「いいから走るんだ！」

　踏みしめた石畳が軋きしむ。もし次の攻こう撃げきで足元の床ゆかを狙ねらわれたら、打つ手はないだろう。その前に、逃にげ延びねば。

　糸と風の応おう酬しゆうによって天井が吹き飛ばされ、頭上では星が瞬またたいている。行く先のバルコニーも半はん壊かいしており、その向こうには黒々とした夜の湖面が広がっていた。

　と、その片かた隅すみに小さな明かりが灯ともる。

「あれだな！」

「跳とび移るぞ！」

「やれやれ、年寄りには少々きつうございますなあ」

　三者三様の声と共に、シオンたちは次々と跳ちよう躍やくした。

　源力エーテルを駆く使しした体技で己おのれの身を飛鳥と化し、シオンは高々と宙を舞まった。その腕の中で、ローゼリアが微かすかに身を強こわ張ばらせる。

「ふっ」

　シオンは音もなく小船に降り立った。さらにセレインとネリーが続く。その度たびに船は揺れるが、乗っていた若い船乗りが巧たくみにオールを操あやつって転てん覆ぷくを免まぬかれた。

「もう大だい丈じよう夫ぶです、シオン。ご苦労でした」

　うなずいたローゼリアが、シオンの腕から降りた。その美び貌ぼうに、船乗りは目を丸くする。

「本当にローゼリア様が来たっす……って、急がないと」

　ハッと我に返った船乗りが、あわてて船を出した。その姿を見たセレインが、軽く眉まゆをひそめる。

「お前、〈あかつき〉号の船員だったな。確か私たちの入った樽たるを、ずいぶん乱暴に転がしてくれた」

「ああ、あの時の女騎き士し様っすか。俺──じゃなかった自分、〈あかつき〉号船頭の息子むすこで、カロと言うっす。こう見えても船の腕はウチで一番なモンで、親おや父じからこっちに回されたっす」

　自分で言うだけあって、カロという船乗りの腕は中々のものだった。

「このまま〈あかつき〉号に合流しますんで、ちょいとお待ちください」

「急いでくれ」

　小船の船せん尾びでそう言いながら、シオンはサザーン寺院を見上げる。正確には、半壊した屋根の上に立つ人ひと影かげを──

「まさか、お前が今の〈蜘蛛アラクネ〉なのか、オウマ」




「久しぶりだね、シオン」

　柔やわらかな微び笑しようを浮うかべながら、グラニヤ騎士オウマはつぶやいた。ただその目だけは全く笑っておらず、小船の船尾に立つ人影を鋭するどく見み据すえている。

　互たがいに声は届かなくても、ただそれだけで十分だった。

「さて、どうしたものかな」

　オウマの糸も、シオンの風も、いまだに相手を射程に捉とらえている。このまま撃うち合うのも、一興ではあるのだが──

　足元がざわめいている。襲しゆう撃げき者が去った寺院が、遅ればせながら動き始めたようだ。

（こんな状じよう況きようであいつとやり合うのも、無ぶ粋すいだよね）

　何せ、三年ぶりの再会なのだ。決着をつけるには、相応ふさわしい舞ぶ台たいというものがある。

「その時を楽しみにしているよ」

　小さくつぶやくなり、黒天の騎士は夜へと消えた。




　　　　　　　５




　夕刻のラグール城は、歓かん喜きに沸わき立っていた。サザーン寺院から逃のがれたローゼリアが、城へと到とう着ちやくしたのである。

「皆みなの者、大儀でした」

　広間の上座に腰こしかけ、ローゼリアは静かにそう言った。集つどった騎士たちが、頭を下げる。

　目の前のテーブルには、様々な料理が温かな湯気を上げている。ローゼリアの救出を祝うため、ルルが限られた食材で工く夫ふうを凝こらしてこしらえたのだ。

　そのルルは献けん杯ぱい役として、葡ぶ萄どう酒しゆの瓶びんを手に控ひかえている。

「あなた方の忠義、決して忘れませぬ」

　自ら深々と頭を下げたローゼリアに、騎士たちは驚おどろいた。

「で、殿でん下か！　そ、そのような畏おそれ多い真ま似ねはお止やめください！　我らはただ、臣下として当然の務めを果たしただけのことです」

　ローゼリアの左に腰かけていたセレインが、慌あわてながら言った。

「そんなことはありません。エルザイム剣けん十字騎士団五〇〇〇騎きのうち、実際に動いたのはここにいる五〇人あまりだけ。誰だれにでも出来ることではありませんよ」

　優美な仕草で頭を上げながら、ローゼリアはそう答える。

「むしろ頭を下げる以外に、あなた方へと報むくいる術すべを持たないわたくしを許して欲しい」

「で、殿下……なんとかたじけないお言葉を──」

　感動のあまり、セレインは顔を真っ赤にする。続いてローゼリアは、左ひだり隣どなりのアートルム卿きようを見やった。うなずいた黒衣の軍師は、静かに立ち上がる。

「諸君、我らはローゼリア殿下の救出という、一つの大きな山を乗り越こえた。いまだに予断を許さぬ状況が続くとはいえ、今日は素す直なおにその成功を祝おう。せっかくの料理が冷めてしまっては、ルル嬢じように申し訳ない」

「は、はい！」

　話を振られたルルが、ローゼリアの下もとに駆かけ寄った。王女の杯さかずきに赤の葡萄酒を注ぐ。

「久しぶりですね、ルル。ずいぶんと背が伸のびましたね。もう立派な淑しゆく女じよです」

「そんなことありませんわ。ルルはまだほんの子供で恥はずかしくなりますの」

　最初は緊きん張ちようでやや強こわ張ばっていたルルの物もの腰ごしは、ローゼリアと言葉を交かわすうちにみるみる解ほぐれていく。不意にルルの目元が涙なみだで潤うるんだ。

「し、心配しておりましたの……ルルは、姫ひめ様さまがご無事で──本当に、本当に──」

　うつむいたルルは、何度もしゃくり上げた。掲かかげた葡萄酒の瓶が、小刻みに震ふるえる。

　と、そこで小さな咳せき払ばらいが響ひびく。ローゼリアの背後に控えた、ネリー女官長だった。はっと顔を上げたルルは、あわてて目元をぬぐう。

「も、申し訳ありません叔お母ば様、恥ずかしいところをお見せいたしました」

　サイラスの妹であるネリーは、ルルにとって血の繫つながった実の叔母である。ネリーもまた、久しぶりに会った姪めいへと優やさしく微笑んだ。

「いえいえ、構いませんよ。さあそれより、他の方々にも酒をお注つぎせねば」

「はい！」

　勢いよくうなずいたルルは、葡萄酒の瓶を再び勇ましく掲げた。ネリーと二人で騎士たちの席を回り、一人一人の杯に酒を注いで回る。

「と、すまんな嬢ちゃん。俺のは大盛りなみなみで頼たのむ」

　末席に座っていたシオンが、ニヤニヤしながらそう言った。その笑え顔がおを見たルルが、いぶかしげに首を傾かしげる。

「シオン様、目にも声にもあまり力がありませんが、お体のお加減は大丈夫ですの？」

「ん？──ああ、大丈夫。ちょっと張り切りすぎて、疲つかれが抜けきってないだけさ」

　ややわざとらしい語調で答えながら、シオンは周囲を見回す。

「そういやザッキー──がいないみたいだけど、どこだ？」

「ザカリア様でしたら独断専行の責を取るとおっしゃって、自分から地下の牢ろうに入られましたわ」

「そ、そうか……」

　呆あきれたシオンが首を傾げていると、ローゼリアが酒杯を手に立ち上がった。

「皆にも酒が行き渡わたったようですね。では、乾かん杯ぱい！」

　杯を掲げたローゼリアは、中の酒をほんの一息で飲み干す。

「乾杯！」

「乾杯！」

　騎士たちも次々と、それに倣ならった。




　宴うたげは続いた。

「ローゼリア殿下に乾杯！」

「我がエルザイムに栄光あれ！」

　広間では、ひっきりなしに乾杯の音おん頭どが飛び交っている。当初はローゼリアを前にして謹きん厳げんさを装よそおっていた騎士たちだが、若い上に血の気も多い武官揃ぞろい。

　酒が回るにつれて宴は陽気に盛り上がり、半ば杯はい盤ばん狼ろう藉ぜきとした無礼講と化している。

　ローゼリアの前には、一〇人程ほどの騎士が列を作っていた。

「では殿下、某それがしの酒をお受け取りくださいませ」

「自分も一いつ献こん」

「はい、頂ちよう戴だいいたします」

　ローゼリアは笑顔を絶やさぬまま、騎士たちの注ぐ酒を飲み干しては、返杯を繰くり返している。もう一〇杯以上は空けているはずなのに、顔色も言動も全く乱れていない。

（相変わらずこの方は、酒には底なしだな）

　隣りん席せきのセレインは、密ひそかにそう戦せん慄りつした。

「いやはや、盛り上がっておりますなあ」

　宴の様子をながめながら、〈あかつき〉号の船頭が何度もうなずいた。傍かたわらでは息子のカロが、居い心ごこ地ち悪そうにきょろきょろしている。

「あなた方にもお世話になりました。今宵こよいはこの城でお休みくださいませ」

　ほんの少しだけ潤んだ流し目で、ローゼリアは船頭を見やる。

「え、ええ。日が落ちた後にあの山道を降りる気にはなれませんので。船に戻もどるのは、明日あしたにさせていただきます」

　上気した顔の汗あせをぬぐいつつ、船頭は答えた。

「ルルから聞いたのですが、あなたたちダーラムの方々は、この先も力ちから添ぞえを願えると思ってよろしいのでしょうか？」

「無論、と申し上げたいのは山々ですが──」

　芝しば居いがかった口調でそう言いながら、船頭は忙せわしなく両手をこすり合わせている。

「何分、ナグザレア伯はくが執しつ政せいから降ろされて以来、我らダーラム商人への締しめ付けが厳しくなっとりまして。もちろん、全力で殿下に御お味方いたす所存ではございますが、先立つものに欠けたままでしては……」

「そのことでしたら──」

　含ふくみ笑いを浮かべたローゼリアが、一通の書状を取り出した。

「ダーラムの方々の正当な権利を保障すると、わたくしの名前で一筆したためておきました。これがあれば、多少は商売もやりやすくなるのではないでしょうか？」

「じゅじゅじゅ、十分でございます！」

　受け取った封ふう書しよをうやうやしく押し頂き、船頭は広間の床ゆかに平へい伏ふくする。隣となりのカロも、慌ててそれに続いた。

「急ぎダーラムの主だった者を口説き落とし、出来うる限りの人と物をこの城に運びこみましょう──おい、倅せがれ！」

　いきなりの胴どう間ま声ごえで、そうカロを呼びつける。

「お前はこの城に残って、運びこまれた人と物を差配しろ。いいな」

「え!?　お、俺が？」

「来年にはお前も二〇だ。その程度の仕事はやってみせろ」

　目を白黒させるカロに、ローゼリアもそっと微笑ほほえみかけながら酒杯を差し出した。

「頼たよりにしていますよ、カロ」

「う、うっす」

　それらのやり取りを見て、セレインはしきりに感心していた。

「なるほど、これが政まつりごとというものか」

　そうつぶやきながら周囲を見回し、ふとセレインは首を傾げた。シオンの姿が、いつの間にか広間から消えていたのだ。

　と、セレインの隣にルルが腰かける。

「セラお姉様、もう一杯いかがです？」

「もらおう」

　差し出された葡萄酒の酌しやくを受ける。美う味まい。まさしく勝利の美酒だ。

「此こ度たびは姫様をお救い申し上げるため、ずいぶんご活かつ躍やくされたそうですのね。叔母様がずいぶん感心なさってましたわ」

「私一人の力ではない。アートルム卿の策もさることながら、シオンの助力があってのことだ。ああ見えて、中々に大した騎き士しだ」

　周囲にシオン本人がいないためか、その力量への賞賛は素す直なおに口に出せた。

「まあ」

　それを聞いたルルが、目を丸くする。

「どうした？」

「いえ、セラお姉様がシオン様をそういう風にお認めになっておられるとは、思っていませんでしたの」

「あいつには言うなよ。調子に乗られても困る」

　そう釘くぎを刺さしたセレインの前で、ルルは満面の笑みを浮うかべた。

「嬉うれしいですの。ルルはセラお姉様もシオン様も大好きですから、お二人には仲良くしていて欲しいですわ」

「そ、そうか」

「それにセラお姉様とシオン様、きっとお似合いですの」

「……お似合い？」

　何やら話が妙みような方向にずれてきた。ふとセレインは、寄り添そう自分とシオンの姿を想像する。こんな山さん塞さいの宴えん席せきではない、たとえば王宮の舞ぶ踏とう会。煌きらびやかな大広間で、着き飾かざった貴き顕けん淑しゆく女じよたちの中、シオンのエスコートに合わせて──

「顔が赤いですわよ。どうかなさいましたの？」

「い、いや、何でもない!!」

　怪け訝げんそうなルルの声で、セレインは我に返る。慌あわてて大きく首を振ふり、話を逸そらした。

「そ、それよりも、シオンのやつがどこにいるか知らないか？」

「ああ、それでしたら──」




　宴の賑にぎわいは、地下牢まで届いていた。大きな籐とうの籠かごを手にしたシオンは、ゆっくりと階段を下りながら、陽気な声を張り上げる。

「ようザッキー、調子はどうだい？」

　独どく房ぼうの一つでうずくまっていたザカリアが、顔を上げてシオンをにらんだ。

「だからザッキーは止よせと──いや、いい。好きに呼べ。功を焦あせってしくじった俺に、功を上げたお前を咎とがめる資格はない」

　低い声でザカリアはつぶやく。

「鍵かぎもかかっていない牢ろう屋やで、なに気分出してるんだよ。とっとと出て行って上で飲み食いしてこいよ。お前について行った連中だって、あっちにいるんだぞ」

「俺は皆みんなを扇せん動どうした主犯だ。その責任は俺一人で負わねばならない」

「だから姫さんも仮面のオッサンも、お前を咎める気はないってよ」

「けじめの問題だ」

「ああそうかい。面めん倒どうくさいヤツだな」

　根負けしたようにシオンは言うと、その場にしゃがみこんだ。

「じゃあ俺も勝手にするさ」

　籠には良い匂においを立てる包みがいくつか、それに麦酒ビールの瓶びんと杯さかずきが入っていた。

　包みを開く。中身は分厚く切って火で炙あぶったイノシシ肉の燻くん製せいを、刻んだ生野菜と共にパンで挟はさんだものだった。まだ十分に温かい。思いっきりかぶりつくと、力強く野や趣しゆに富んだ味わいと歯応えがある。

「うん、旨うまい」

　強い獣じゆう臭しゆうを、巧たくみに利きかせた香こう辛しん料りようが抑おさえている。瓶ごと井い戸ど水みずで冷やした麦酒を呷あおって、口中の脂あぶらを洗い流した。

　満足の吐と息いきを漏もらすシオンを、ザカリアはじっと見ていた。

「食うか？」

「い、いや、俺は……」

　その途と端たん、ザカリアの腹が大きく鳴る。健康な胃腸が、持ち主を裏切ったようだ。

「…………」

　押し黙だまったザカリアだが、顔を背そむけると鉄てつ格ごう子しの隙すき間まから手を伸のばす。

「寄こせ」

「はいよ」

　シオンが差し出した料理の包みと麦酒を、ザカリアはモソモソと口にしていた。さすがにバツが悪そうだ。

「いいんだよ、それで」

　自分も麦酒を吞のみながら、シオンは言った。

「しくじったヤツをその一発で処断するか。それとも次のチャンスを与あたえるか。こいつは両方とも正論で、どっちが正しいって話でもない。でも姫ひめさんやアートルム卿きようは、ザッキーには次があるって決めたんだ。ならありがたく受けておくのが、けじめってもんだろ」

　その言葉にザカリアは、じっとうつむく。

「シオン、お前の歳としはいくつだ？」

「俺か？　今年で一八だよ」

「俺よりも一つ下、セレインや殿下と同い年か。それにしても、ずいぶん……」

　そう自じ嘲ちようするザカリアの前で、シオンは肩かたをすくめる。

「故郷を捨てて丸三年、色々な目にあってきたんでね。っと──」

　背後からの足音に、シオンは振り向く。牢ろうの階段を下りてきたのはセレインだった。

「やはりお前もここか。考えることは一いつ緒しよだな」

　手にした葡ぶ萄どう酒しゆの瓶を掲かかげ、セレインは笑う。

「そりゃまあ、一人だけ仲間はずれでどんちゃん騒さわぎってのもあれだしさあ」

「セッテンたちも来たがっていたが、私の方で断っておいた。かえって気まずくなるだろうと思ってな」

「お、お前ら……」

　そうつぶやいたザカリアの顔が、くしゃりと歪ゆがむ。

「お、俺などのために……すまない」

　肩を震ふるわせるザカリアの前で、シオンは鍵のかかっていない鉄格子の扉とびらを開いた。

「飲み直そうぜ、セラちゃん、ザッキー」




　何の自じ慢まんにもならないが、シオンは相当に酒が強い。

　酒は好きだし、酔よわないというわけではない。だがどれほど飲んでも潰つぶれたことは一度もなく、またどれほど酔っても頭の一部に醒さめた部分が残ってしまうのだ。

　そのため酒席では、貧びん乏ぼうくじを引かされてしまうこともままある。今日もまた、そんな例の一つだった。

「おい、聞いふぇいるのきゃ、シオン！」

　呂ろ律れつの回らない口調でそうまくし立てているのは、セレインだった。真っ赤な顔でシオンの肩に手を回し、とろんとした目は焦しよう点てんを結んでいない。

「いいきゃ、たしふぁにお前の腕うでは、なきゃなきゃ、大しひゃものだ！　それは、認めりょう！　うん、認めりゅぞ、私は!!」

「お、おう。ありがとな」

「だが、お前はじぇんじぇんなっふぇいない！　なっふぇいないのだ！」

「そ、そうか」

「もっと、まじみぇにひゃりゅのだ！　みゃじみぇに！　いいひゃ、わひゃっひゃにゃ!?」

　そんな意味不明な説教らしい言葉を延々と並べ立てている。完かん璧ぺきな絡からみ上戸だ。

「しょうすりぇば私だって、堂々とおみゃえにょ側に寄りしょえりゅのに……」

「は？」

「……何でもない」

　もはや何を言いたいのかすら分からない。

「や……やるぞお……俺はやるぞお」

　上体をフラフラ左右に振りながら、ザカリアが陰いん気きな声でブツブツ繰くり返していた。

「かたじけないことに、アートルム卿は俺の失策を許してくださった。……だから、それは戦場での働きで返す。……もう二度と、あの方の命には背かない」

　うつむいたまま、時おり激しくしゃくり上げる。その顔は、流した涙なみだでクシャクシャになっていた。

　これまた、典型的な泣き上戸だ。正直、少し怖こわい。

「ああ、分かった分かった。うん、凄すごく分かったから」

　適当かつ無意味な言葉を並べ立て、二人が大人しくなるのを待つ。とはいえ二人とも体だけはやたら頑がん丈じようで、酔い潰れて寝ね入いった頃ころにはもう日が変わっていた。

「毛布、持ってきた」

　ちょうどそのタイミングを見計らったかのように、アートルム卿の姿でカナンが現れた。仮面の奥から若い娘むすめの声でそう言いつつ、野営用の毛布を差し出す。

「ありがとよ」

　受け取ったシオンは、二人の酔っぱらいにそっと毛布を掛かけた。

「それと、殿でん下かが会いたいって」

「分かった。会わないわけにはいかないよな」

　地下牢を後にする。アートルム卿の姿をしたカナンが、静かに前へと出る。カナンには既すでに、ローゼリアから自分がアートルム卿だと見み抜ぬかれたことを伝えていた。

　夜の廊ろう下かには、ほとんど人ひと影かげはなかった。念のため『王女に呼ばれた軍師とそのオマケ』といった体を装よそおいつつ、ローゼリアの部屋に急ぐ。

　ローゼリアには、城最上階の奥まった部屋が用意されていた。どうやら、以前は城主の私室だったらしい。軽くノックすると、すぐ返事があった。
















「どうぞ、お入りなさい」

「失礼する」

　扉を開き、室内に入る。ローゼリアはまだ部屋着のまま、長なが椅い子すに腰こしかけていた。傍かたわらにはいつも通り、ネリーが控ひかえている。

「どうぞ、おかけになって」

「ああ」

　ローゼリアから椅子を勧すすめられ、シオンのみが腰を下ろす。シオンと彼に従うアートルム卿という構図を、ローゼリアは興味深そうに見ていた。

「まずは単刀直入にお尋たずねします。あなた方は何者ですか？　わたくしを助け出してくださった手並みからして、ただの騙かたりとも思えませんが？」

「二代目だ」

　ローゼリアの直接的な問いに、シオンもまた端たん的てきに答える。

「師し匠しよう──先代のアートルム卿には、二年ほど師事して軍略の全すべてを学んだ。アートルム卿の名と仮面を継ついでから、一年ってところだな」

「おやまあ。彼かの名高きアートルム卿の軍略なるものは、たかだか二年で学び尽つくせる程度のものなのですかな？」

　やや挑ちよう発はつ混じりにネリーが口を挟むが、シオンもその程度で動じはしない。

「下地があったからな。それとこいつは──」

　そう答えながら、シオンは背後のアートルム卿を振り向く。

「仮面を取れ」

「…………」

　そう言いながら、シオンは背後の『アートルム卿』を振り向く。

「仮面を取れ」

「…………」

　ごく僅わずかな逡しゆん巡じゆんの後、彼女は主あるじの言葉に従った。

「俺の従者で、カナンという。見ての通り、時には影かげ武む者しやも務めてくれている」

　シオンの紹しよう介かいに合わせ、カナンは無言で一礼した。

「俺からも一つ聞きたい。なんで俺がアートルム卿だって分かった？」

「わたくしがアートルム卿にお会いしたことは、二度あります。一度目は三年前のグラニヤ戦直後、二度目は一ひと月つき前に此こ度たびの招しよう聘へいの件で。今のお話ですと一度目が先代で、二度目があなたということでよろしいでしょうか？」

「ああ」

　シオンの返答を聞き、ローゼリアは満足げにうなずく。

「やはり。二度目にアートルム卿とお会いした時、小さなズレを感じたのです」

「俺もカナンも、師匠の立ち居振ふる舞まいや仕草は、完璧に模も倣ほうしたつもりだったんだが」

「違い和わ感とも呼べないような、小さなズレでしたから。実際、わたくしも気のせいと思っておりましたし。でも昨夜、初めて『シオン』にお会いした時、あなたの姿がそのズレに、ピッタリ嵌はまりこむように感じたのです。ですから、カマをかけさせていただきました」

「なるほどね」

　苦く笑しようを浮うかべた顔を右手で覆おおい、シオンは天てん井じようを見上げた。忌いま々いましさと賞賛のない混じった、複雑な思いが胸を満たす。

「もう一度、お尋ねいたします。シオン、あなたは何者なのですか？」

「さっき答えたはずだけど」

「二代目アートルム卿ではなく、あなた自身のことを尋ねているのです。あの剣けん術じゆつ、源力エーテル、体術、加えてあの不思議な力。到とう底てい、ただの風ふう来らい坊ぼうとは思えません」

「それは……」

　背後で身じろぎするカナンを、シオンは制した。

「いいんだ、カナン。ここは、俺たちも腹を割って話そう」

　そう言いながら向かいのローゼリアを、真まっ直すぐに見つめる。

「シオンというのは本名だ。捨てた家名は、ジルヴァ」

　口元に凄味のある笑えみを刻みながら、シオンは己おのれの真の名を告げる。

「グラニヤ黒天騎き士し団一二騎が一、〈鴉コローネ〉のシオン・ジルヴァ。三年前この東部を攻せめた黒天騎士は、俺だ」
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　物語は、三年前に遡さかのぼる──




　大陸暦一三三一年五月、グラニヤの帝てい都とゼノンは歓かん呼この声に包まれていた。

　東部遠えん征せいより帰き還かんした緑林騎士団一万騎を迎むかえ、戦勝祝いの凱旋式が華はな々ばなしく執とり行われていたのだ。

　磨みがき上げられた緑の甲かつ冑ちゆうで、美々しく着き飾かざった騎士の行進が続いた。帝都南なん端たんのアルガリア門から発した隊列は、都大路を真っ直ぐに北へと進む。

　尽きぬ歓声と、舞い散る花はな吹雪ふぶきに紙吹雪──だがその主役たる緑林騎士たちの姿は、どこか生せい彩さいを欠いていた。馬上の騎士たちは群衆の歓呼に応こたえようとせず、ただ黙もく々もくと先を急いでいる。

　と、歓声やどよめきが不意に途と絶だえる。隊列の最さい後こう尾びを進む騎き影えい、それを目にした群衆が、そろって息を吞のんだのだ。

　彼一人のみ、緑林騎士団の緑の甲冑ではなく、黒い甲冑にその身を包んでいた。深々と下ろされた兜かぶとの面めん頰ぼおには太古の神像を思わせる奇き妙みような紋もん様ようが、羽織った黒いマントの留め金には精せい緻ちな鴉の刻印が、それぞれ印されている。

「……黒天騎士」

　一人のつぶやきと共に、ざわめきが周囲に広がる。今までの歓声とはまるで異なる、押し殺し憚はばかるような声が、そこかしこでささやかれていた。

「……〈鴉コローネ〉様だな」

「……何でも史上最年少で黒天騎士に抜ばつ擢てきされたとか」

「……今度の戦いくさでも、敵将を一騎討うちで討ち取ったと聞いたぞ」

　黒衣の騎士に向けられた人々の視線に、嫌けん悪おや忌き避ひの念が混じっていた訳ではない。だが大半の人々は、うすら寒そうに目を逸そらしていた。

　まるで、白昼に亡ぼう霊れいを目まの当たりにしたかのように──

「────」

　そんな人々の反応に、〈鴉コローネ〉ことシオン・ジルヴァは、小さくため息をついた。兜の面に遮さえぎられ、愁うれいを帯びた面おも差ざしは誰だれの目にも映っていない。

「仕方ない」

　馬の轡くつわを取っていた従者のカナンが、シオンにだけ聞こえる小さな声でそう言った。彼女の姿もまた、黒衣と覆ふく面めんでスッポリと覆われている。

「黒天騎士はグラニヤの力の象しよう徴ちよう。敬われ愛されるのではなく、畏い怖ふされるべき存在」

「分かっているさ、それくらいは。気になっているのは、そこじゃない」

　同じく小声でシオンは答えた。

「東部の戦は、負け戦だった」

「…………」

「敵も味方も莫ばく大だいな損害を強しいられたが、結果として俺たちは東部から叩たたき出された。どんな贔ひい屓き目めで見ても、痛み分けとさえ言えないだろう。だが宮きゆう廷ていはそれを『東部への膺よう懲ちようを果たした』と取り繕つくろい、勝ち戦として凱旋式まで執り行っている」

　淡たん々たんと語るシオンの声が、徐じよ々じよに熱を帯びてくる。

「民たみだって馬ば鹿かじゃないんだ。目め端はしの利く者なら、そういった顚てん末まつに感づいたっておかしくない。こんな茶番は、ただ恥はじの上うわ塗ぬりになるだけ。まだ負けを認めた方がマシ──」

「それ以上は、ダメ。立場を考えて」

　割りこんだカナンの静かな声が、熱くなりかけたシオンの頭を冷ます。

　シオン自身はまだ一五歳の少年とはいえ、グラニヤ騎士一〇万騎の頂点に立つ黒天騎士の一人だ。不用意な発言が、場合によっては大きな波は紋もんを呼ぶこともありえる。

「そうだな、お前が正しい。やっぱり俺は、まだガキだな。ありがとう、カナン」

　シオンは幼おさな馴な染じみに礼を言う。いつしか隊列は、到とう着ちやく点の目前まで迫せまっていた。

　帝都ゼノンの北にそびえ立つ帝てい宮きゆう──天てん昂こう宮きゆう。開け放たれた壮そう麗れいな正門を、シオンたちはくぐる。その先には、閲えつ兵ぺい用の馬場が広がっていた。

　広々とした馬場の奥、前宮の前に緑林騎士団の全軍が整列していた。方ほう陣じん状に組まれた隊列の間を抜ぬけ、シオンは前に出る。

　黒天騎士たるシオンの位置は、先頭に立つ緑林騎士団長ダンドー将軍の隣となりなのだ。

　ダンドー将軍に目礼しつつ、シオンは馬を止めた。目の前に建つ前宮のバルコニーで、皇こう帝ていカイオン３世その人が騎士団を見下ろしている。

　立ち並ぶ文武の高官の中、皇帝の傍らに控えているのは一人の騎士だった。シオンと同じ黒天騎士の鎧よろいを纏まとっているが、兜は被かぶっておらず、壮そう年ねんの厳いかめしい顔を晒さらしていた。

　肩かた口ぐちで、獅し子しの刻印が鈍にぶく煌きらめく。

（父上）

　十二騎士団を率いる帝国元げん帥すい、団長として黒天騎士一二騎を束ねる〈獅子レオーン〉、グラニヤ屈くつ指しの武門の名家であるジルヴァ家の当主、そしてシオンの父──アドウ・ジルヴァ。その目が一いつ瞬しゆんだけ、シオンの上で止まる。

「一同──皇帝陛下にぃ、礼!!」

　ダンドー将軍の号令と共に、ラッパの音が高々と上がる。馬上で敬礼の姿勢を取りながら、シオンは心の中で父へと呼びかけていた。

（ただ今、戻もどりました）




　凱旋式が滞とどこおりなく終わった夕刻、天昂宮の庭園では、緑林騎士団を労ねぎらう宴うたげが華はなやかに執り行なわれた。

　暮れなずむ庭園では、人工の小川が緩ゆるやかに流れ、放し飼いの小鳥が囀さえずっている。穏おだやかな春の陽気の中、そこかしこで緑の騎士服を着こんだ若い騎士たちが、着飾った令れい嬢じようを相手に手て柄がら話ばなしを語っていた。

「…………」

　庭園の片かた隅すみに建つあずま屋で、騎士服姿のシオンは、その情景をぼんやり眺ながめていた。

（茶番だな）

　口にしかけたそんな言葉は、カナンの忠告を思い出してグッと吞みこむ。そのまま木製の長なが椅い子すの背もたれに、力なくもたれかかった。

「どうしたの、あにさま？　元気ないみたいだけど」

　右みぎ隣どなりに座っていた少女が、小首を傾かしげながらそう言った。シオンと瓜うり二ふたつの端たん整せいな顔、髪かみも瞳ひとみもシオンと同じく黒い。上品な薄うす紅べに色いろに染められた騎士服が、ほっそりした肢し体たいによく似合っている。

　ラン・ジルヴァ、シオンにとって同じ血を分けた双ふた子ごの妹である。

「大したことじゃない。まだ出しゆつ征せいの疲つかれが抜けていないだけさ」

　そうはぐらかしながら、シオンは酒しゆ杯はいに口をつける。最近、ようやく味が分かるようになってきた葡ぶ萄どう酒しゆを、少しずつ舐なめるように飲んだ。

「だったらなおさら、こんなところでお酒だけ飲んでたらダメでしょう。ちゃんと美お味いしいものいっぱい食べないと、元気でないわよ」

　呆あきれたようにそう言うなり、ランは勢いよく立ち上がった。そのままシオンの右みぎ腕うでをギュッと握にぎりしめる。

「さ、行こう」

「お、おい──」

　無む邪じや気きな仕草とは裏腹な、実り始めた少女の躰からだの感かん触しよくに、シオンは狼狽うろたえた。

「と……年とし頃ごろの娘むすめが、人前で、その──はしたないだろ！」

「何を言ってるの？　私とあにさまだよ」

「そ、それはそうなんだが……」

　困ったシオンの耳に、遠えん慮りよのない笑い声が響ひびく。様々な料理の盛られた大皿を手に、一人の少年騎士があずま屋に入ってきた。

　亜あ麻ま色いろの髪に柔にゆう和わな顔立ち、騎士服の胸むな元もとには見事な銀糸の刺し繡しゆうが施ほどこされていた。オウマ・ドネル、シオンとランの兄妹きようだいにとっては、子供のころからの幼馴染みである。

「こんなことになってるんじゃないかと思って、色々見み繕つくろってもらったよ」

「すまない、助かった本当に」

　長椅子に座り直したシオンは、友人に頭を下げる。一方のランは、あっさりシオンの腕うでを放すと、同じくオウマの持参してきた小皿を手にした。

「相変わらず気が利きくわね。ありがとう、オウマ」

　そう礼を言いながら、手て際ぎわよくシオンのために料理を取り分ける。

「ちゃんと野菜も食べなくちゃダメだからね。肉、野菜、魚、野菜と順序よく」

「分かってる、もう子供じゃないんだ。母上みたいなこと言うのは止やめてくれ！」

　そんな兄妹のやり取りに、オウマは再び噴ふき出す。不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめたランが、大きく身を乗り出した。

「ちょっと、見せ物じゃないんですけど」

「ごめんごめん。相変わらず仲がいいと思ってさ」

「どういう意味？」

「そのままの意味だよ」

　妹と親友のそんなたわいないやり取りを、シオンはボンヤリと見やる。

　帰ってきたのだ──そんな想おもいが、ふとこみ上げてきた。

「その、二人とも……ありがとう」

　頭を下げたシオンに、ランもオウマも目を丸くする。

「あにさま？」

「どうしたんだい、いきなり？」

「あ、いや、その……ランもオウマも、給きゆう仕じの真ま似ね事ごとさせて悪かったなー、と思って」

　感謝の思いをそのまま伝えるのが気き恥はずかしく、シオンは言葉を濁にごした。

「何を言ってるんだい。そんなの当たり前だろ」

「今日は私たち、あにさまの無事をお祝いしているのよ」

　そう笑顔で言いながら、ランはシオンの杯さかずきに酒を注つぎ足す。

「さあどうぞ、あらためて乾かん杯ぱいしましょう」

「ああ、そうだな」

「いいねえ、いいねえ。僕にも頼たのむよ」

　シオンの前には赤葡萄酒、オウマの前には水で割った火酒、ランの前には甘い蜂はち蜜みつ酒の杯が、それぞれ並ぶ。

「それじゃあ──乾杯！」

　心からの笑え顔がおで、シオンは音おん頭どを取る。東部での敗戦以来、胸の奥にわだかまっていたものが、ようやく抜け落ちた気がした。




　宴は続く。

　日は西に沈しずみかけ、群ぐん青じよう色いろに染まった空では星がいくつか瞬またたき始めていた。無数のかがり火が灯ともされた庭園のそこかしこで、にぎやかな歓かん談だんが続いている。

「しかし本当、最近は戦続きだよな」

　酒が回れば舌も回る。少しずつ葡萄酒を飲みながら、シオンはオウマを見やった。

「お前ら銀ぎん月げつ騎き士し団も、来週には南部へ出征だろ？」

「橙だい悟ご騎士団への援えん軍ぐんでしょう。準備の方はいいの？」

　兄妹から口々にそう尋たずねられ、オウマは軽く手を振ふってみせる。

「お偉えらい黒天騎士様とは違ちがって、僕はまだ一いつ介かいの平騎士だからね。健康な体一つあれば、戦働きに問題ないよ」

　オウマの柔和な顔に鋭するどい笑えみが浮うかんだ。その視線が真まっ直すぐにシオンを捉とらえる。

「まあ見てなよ。大将首の一つも取って手て柄がらにして、すぐお前に追いついてやるから」

「おう。てっぺんで楽しみに待ってるぞ」

　不敵な笑顔で、互たがいの酒杯を打ち鳴らす。そんな男たち二人を見て、今度はランが小さくため息をついた。

「戦に、手柄かあ……」

　ランは十二騎士団の一つ、桃とう幻げん騎士団に所属している。貴族名家の子女から選せん抜ばつされた女性の騎士のみで構成された騎士団で、後宮および皇こう妃ひ・皇女らの警護を主な任務としていた。

　儀ぎ仗じよう兵へいとしての性質も強く、「お飾かざり」「女子供の騎士団ごっこ」といった陰かげ口ぐちを叩く者も、軍の内外にいた。実のところ訓練は厳しく、騎士の練度は高いのだが、戦場や武功と無む縁えんの立場なのも事実である。

「言っておくけど戦場なんて、ろくな所じゃないぞ」

「それには同意だね」

「わ、分かってるわよ、それぐらい！　まだ何も言ってないでしょう？」

　内心を見み透すかされたランが、口を尖とがらせた時だった。

「何だ、こんなところにおったのか」

　低いが良く通る声と共に、二人の人ひと影かげがあずま屋に足を踏ふみ入れた。前に立つ厳いかめしい壮そう漢かんの姿に気づき、シオンたち三人は一いつ斉せいに立ち上がる。

「父ちちう──いえ、閣下」

　シオンとランの父である、アドウ・ジルヴァ元げん帥すいその人だった。

　背筋を伸のばして敬礼の姿勢を取った三人の姿に、アドウは笑う。

「陛下はすでに、寝しん所じよへと引き上げられた。私も今日の公務は仕し舞まいだ。後はもう無礼講だから、そのまま続けなさい」

「は、はい」

　向かいの席に腰こしかけたアドウに、シオンたちも続いた。

　その際、ランだけがアドウの背後に控ひかえた副官に視線を向ける。

「さて、今日はお前が帰ってきた祝いだ。まずは一杯つごう」

　葡萄酒の瓶びんを手に取り、アドウはシオンにそう言った。

「頂ちよう戴だいします、父上」

　差し出した息子むすこの杯に、父が酒を注ぐ。

「よく無事に戻ってきてくれた」

　はっと顔を上げたシオンは、満まん杯ぱいの杯を押し頂く。

「ありがとうございます」

　そのまま一息に飲み干す。今日一番美味い酒だった。

　そんなシオンの姿にうなずいたアドウは、背後の副官を振り向く。

　シオンたちと同じく黒天の騎士服に身を包んだ、二〇代半ばの騎士である。貴公子じみた秀しゆう麗れいな容姿と物腰、肩かたの留め金の刻印は狼おおかみだった。

「クヨウ、お前も以後は楽にせよ」

「では、お言葉に甘えさせていただきます」

　優ゆう雅がに一礼した副官は、シオンとランの間の席に腰を下ろす。こういう席では、そこが彼の定位置だった。

「東部から撤てつ退たいの際、単身で殿軍しんがりを務め上げたそうだね。しかも追つい撃げきしてきた敵将を返り討うちにしたそうじゃないか。また一段と腕を上げたのかい。このままでは、私が抜ぬかれる日もそう遠くはなさそうだ」

「腕一本を叩たたき斬きって、追い返すのが精せい一いつ杯ぱいでした。俺ではまだまだクヨウ兄におよびませんよ」

　黒天騎士〈狼リユコス〉ことクヨウ・スラン。アドウにとっては忠実で有能な副官、シオンにとっては尊敬する先達であり師兄、そしてランにとっては──

「……ク、クヨウ様。わ、私からお注ぎしても……よ、よろしいでしょうか？」

　うつむいたランが、今にも消えそうなか細い声で言いながら、蜂蜜酒の瓶を向ける。一〇歳年少の少女のそんな姿に、クヨウは大おお真ま面じ目めにうなずいた。

「もちろんだとも。お願いするよ、私の愛いとしい人」

「は、はい！」

　顔を上げたランは、花のように華はなやかで、蕩とろけるような笑えみを浮かべる。

　ラン・ジルヴァにとってクヨウ・スランは、将来を約束し合った最愛の許婚いいなずけなのだ。

「どうぞ」

　心底から幸せそうな、淑しとやかな仕草で、ランはクヨウの酒を注ぐ。それを無言で見ていたオウマが、視線を逸そらした。

　そのまま立ち上がり、アドウに深々と一礼する。

「では閣下、自分はこれでお暇いとまさせていただきます」

「いいのかね？　まだ宵よいの入りだ。もう少しゆっくりしていっても構わないんだよ」

　軍の部下ではなく、息子たちの友人に対しての言葉だった。

「せっかくのお言葉ですが、遠慮申し上げます。久々の親子水入らずを邪じや魔まするのも、無ぶ粋すいですし」

「待てよ、そこまで送る」

　立ち上がったシオンが、その後を追う。

「あ、私も──」

「お前はクヨウ兄の相手」

　腰を浮かしかけたランを止め、あずま屋の出口でオウマに追いつく。

「別にいいんだけどね、見送りなんて」

「まあ、そう言うなよ」

　二人連れだって、庭園の小道を歩く。帰り支じ度たくを始めた者の姿もちらほら見えた。

「ああいうの見せつけられると、独り身としてはちょっと妬やけるね」

「俺はむしろ、クヨウ兄にランが何かやらかさないか、心配でならない」

「はは、お前らしいよ」

　そう笑ったオウマが、右の拳こぶしを突つき出す。

「次は、僕の番だ」

「ああ、そうだな」

　シオンもそれに応じ、伸ばした右拳を合わせた。

「武ぶ勲くんを祈いのってるぜ、親友」

「感謝するよ、親友」




　帝てい都とゼノンの北の一帯は、天昂宮を中心に貴族の邸てい宅たくが建ち並び、屋や敷しき町まちとなっている。

　その一画に建つジルヴァ家の屋や敷しき、玄げん関かん先さきに一台の馬車が止まる。乗っているのはシオンと父のアドウ、双ふた子ごの妹のラン、その許婚のクヨウの四人だった。

　御ぎよ者しやをしていたカナンが、車内を振り向く。

「到とう着ちやく」

「ご苦労さん──おい、起きろラン。家に着いたぞ」

　カナンに礼を言ったシオンは、隣となりの席で眠ねむりこけていたランの肩を揺ゆする。だがランは一向に目を覚まさないどころか、そのまま力なくシオンにしなだれかかった。

　幸せそうに緩ゆるんだ口元から、不ふ明めい瞭りような寝ね言ごとが漏もれる。

「あにさま……だめだよ……わたしたち……きょうだ、い……」

「ダメだこりゃ」

　どうやら宴えん席せきで飲みすぎたらしい。シオンは妹の体をおぶりながら立ち上がる。

「替かわるよ。彼女は私の許婚だからね」

　向かいの席に座っていたクヨウがそう言ったが、シオンは首を横に振った。

「いえ、今はまだ俺の妹ですから」

　ゆっくりと馬車を降りる。静かに寄り添そったカナンが、一いつ緒しよにランを支えてくれた。

「どうやらふられてしまったようです、閣下」

　苦く笑しようしたクヨウの肩を、アドウが叩く。

　玄げん関かんの扉とびらが内側から開かれていく。久しぶりの我が家だ。

「お帰りなさい、シオン」

「お帰りなさいませ、シオン様」

　広々とした玄関のホールでは、母のサーヤがシオンを出で迎むかえた。さらにその背後につきしたがっていた大勢の家士や使用人が、一斉にお辞じ儀ぎする。

「ただいま戻もどりました、母上。皆みんなも変わりないようだな」

　一礼したはずみに、背負っていたランが滑すべり落ちそうになる。慌あわててカナンと支え直していると、周囲の使用人たちも駆かけ寄ってきた。

「さあ若様、お嬢じよう様さまはこちらにお任せくださいませ」

「頼たのむ」

　初老の家宰にランを預け、シオンは軽くなった肩を回した。静かな足取りで近づいてきたサーヤと向き合う。

「無事で何よりです、シオン。さあ、元気な顔を、この母にもっとよく見せておくれ」

「母上……」

　久しぶりに見るサーヤの目と声は、わずかながら潤うるんでいた。いつも気き丈じようで、自他共に厳しい母のそんな姿に、シオンは内心で驚おどろく。

　サーヤが両手を伸ばし、シオンの頰ほおを撫なでさすった。シオンもまた、そっとその手を握にぎり返す。記き憶おくの中の母の手よりも、ずいぶんと瘦やせている気がした。

「──シオン」

　不意にサーヤの様子が変わる。声がほんの心もち、低くなったのだ。丁てい寧ねいに整えられた細い眉まゆも、わずかに、だが確かに、ひそめられている。

　シオンのよく見知った、いつもの母だった。

「お酒を召めし上がっているようですね」

「はあ、宴席で少しばかり」

　少しばかり、で済む量ではなかった気もするが、とりあえずごまかしておく。

「騎き士しに叙じよされた以上、あなたも立派な成人です。酒を飲むなとは言いません。付き合いというものもあるでしょうし。ですが、まだ自分が一五歳ということを忘れてはいけませんよ。お酒は、嗜たしなみ程度に。いいですね」

「は、はい」

「よろしい。では──ラン!!」

「ひゃいっ!?」

　突とつ然ぜんの激しい一いつ喝かつに、ランは文字通り跳はね起きた。

「え？　あれ？──ここ、どこ……家？」

「何ですか、そのみっともない姿は！　あなたたち桃幻は金こん色じきと並び、近この衛えの一いち翼よくを担になう身なのですよ！　それが非番とはいえ宮中で酔よい潰つぶれるとは──あってはならぬ失態です！」

　サーヤはアドウに嫁とつぐ以前、桃幻騎士団の団長として将軍の列に並んでいた。

　その剣けん幕まくに、シオンもカナンも他の使用人たちも、口を挟はさめない。起き抜けに厳しく𠮟しかりつけられたランは、ほとんど半泣きになっている。

「ご、ごめんな、さい……お母様──」

「まあ、そこまでにしておきなさい」

　ようやく戻ってきたアドウが、ランのことを取りなした。立ち尽つくすランの肩を、クヨウが優やさしく叩く。

「兄が、戦場から帰ってきたのだ。若い娘むすめが少しばかり羽目を外しても仕方あるまい」

「お前様がそうやって甘やかすから、この子たちは──いえ、おっしゃる通りです」

　ため息をついたサーヤが、穏おだやかな目でシオンを見やる。

「今日は、あなたが帰ってきてくれた大事な日でしたね。それなのに、大きな声を出してしまいました。ごめんなさい」

「ああ、いや、いいですよ。俺も母上の小言や雷かみなりを見て、ようやくこの家に帰ってきたって実感がわきましたから」

「まあ、何ということを」

　母と子のやり取りに、周囲の空気が緩む。それを好機と見たカナンは、家宰と素す早ばやく目配せを交かわすと、ランの手を取った。

「奥方様、ラン様は私がお部屋までお連れする。ラン様、こちらへ」

「え、ええ……お休みなさい」

　まだ足取りの覚おぼ束つかないランの手を引きながら、カナンは階段に向かった。使用人たちが一いつ斉せいに道を空ける。

「カナン、その子を部屋まで送ったら、あなたも休みなさい」

　その背にサーヤが呼びかけた。

「出しゆつ征せい、ご苦労でした。戦場でシオンを支えてくれて、ありがとう」

「もったいないお言葉」

　と、一連の事態を無言で見ていたクヨウが、小さく笑った。

「申し訳ありません。クヨウ殿どのには恥はずかしいところをお見せしてしまいました」

「いえいえ。まだ婚こん儀ぎは先ですが、私ももうこの家の身内のつもりですから。先ほどのシオンではありませんが、今のも当家の味という物でしょう」

「嬉うれしいことを言ってくれるではないか」

　そう言いながらアドウは、息子むすこと婿むこ（予定）の背を叩く。

「儂わしらは今から、書しよ斎さいでちと話がある。何か適当な酒を一本、見み繕つくろって──」

「まだお飲みになるのですか、お前様？」

　サーヤの眼光には、黒天騎士が三人まとめて気け圧おされるだけの力が籠こめられていた。アドウは慌てて前言を翻ひるがえす。

「い、いや──香こう茶ちやだ！　熱い茶を頼む」

「かしこまりました」




「さて──」

　書斎の机の上に、アドウは西方デユシア大陸の地図を広げる。アトーシャ皇国の時代に製作された精せい緻ちな大陸全図を元として、現在の諸国の版図や新たな都市・街道等を書き加えたものである。

　三人は机を囲んで地図を見下ろしていた。全員の視線が、自然と東部に集まる。

「お前の報告書は読んだ。その上でもう一度、お前自身の口から東部での戦いくさを聞きたい」

「了りよう解かいしました──」

　考え、思い出しながら、シオンはゆっくりと語る。

　早春のカドラケス大山脈を越こえての東部遠征。まだ雪の残る山道を踏とう破はした緑林騎士団一万騎は、傭よう兵へい主体のソーズベル共和国軍の迎げい撃げきを一いつ蹴しゆうし、ダール半島を東進する。

　だがソーズベル軍を掌しよう握あくしたアートルム卿きようの巧たくみな防戦により、緑林騎士団の進軍は停てい滞たいした。そこにエルザイム王国を中心に東部諸国の連合軍が、ソーズベルへの援えん軍ぐんとして駆けつける。数度の会戦が行われ、緑林騎士団は決定的な敗北こそ免まぬかれたものの、受けた損害は小さくなかった。騎士団長のダンドー将軍は、撤てつ退たいを決意する。

「以上です。グラニヤ初の東部遠征は、わずか二ふた月つきあまりで失敗に終わりました」

「そうか──」

　一言そう言うと、アドウは沈ちん思し黙もつ考こうに移る。邪じや魔まをしないようシオンが静かに香茶をすすると、隣のクヨウが話しかけてきた。

「君がアートルム卿とやり合ったのは初めてだろう？　どうだい、我が国の宿敵と刃やいばを交えてみた感想は」

「噂うわさ通りの厄やつ介かいな敵だったよ、クヨウ兄」

　そう言いながらシオンは、思いっきり顔をしかめる。

「相手は寄せ集めの傭兵騎士だってのに、あいつがいるだけでえらくしぶとく、粘ねばり強くなるんだ。一度は俺が突っこんで敵てき陣じんブチ抜ぬいたけどさ、あっという間に後続と切り離はなされて取り囲まれ、あやうく圧おし殺されそうになっちまった。ただ──」

　ふと、シオンの目が細まる。

「ただ、何か見えた気がするんだよ。戦ってのがどういうものか。俺は今まで強い騎士をたくさん集めた方が勝つのが戦だと思ってて──いや、それは今でも正しいと思ってるんだけど、それだけじゃないっていうか……」

　もどかしげに言葉を選ぶ。

「クヨウ兄なら、どう攻せめた？」

「私かい？　そうだな、私なら緑林一つで攻めたりはしないね。最低でも二つ、可能なら三つの騎士団を投入する。アートルム卿の策を数と力でねじ伏ふせ、他国の援軍が来る前にソーズベルを攻め落として、ダール半島を占せん領りようする。そうやって足場を造った上で、他の東部諸国と対たい峙じ──」

　そう淡たん々たんと語っていたクヨウが、不意に苦笑した。

「机上の空論だよ。南部と西部に大軍を貼はり付けている現状では、緑林一つしか動かせなかったというのが本当だ。本当に私に全権があるのなら、そもそも最初から東部攻めはしないね。実際、アドウ閣下も同じお考えだったし」

「……父上は、今度の遠征に反対だったのですか？」

　シオンも初めて聞く話だった。

「そもそも東部遠征は、皇こう帝てい陛下と枢すう密みつ院いんのごく一部で練られたものだ。閣下は無む謀ぼうだと反対したのだが、勅ちよく命めいとなるとね。この遠征が戦勝扱あつかいなのも、それが原因だよ」

「陛下発案の作戦が、失敗であってはならないってことか」

　これじゃダンドー将軍こそ、いい面の皮だ──内心でそう思ったシオンだが、さすがに口にはしない。それが主君に対して不敬だということくらいは、弁わきまえていた。

　だからこそシオンは、ようやく口を開いた父の言葉に驚かされた。

「このままでは、グラニヤの未来は危あやうい」

　淡々としたアドウのつぶやきに、シオンは息を吞のむ。

「うち続く戦で、軍も民も疲ひ弊へいしている。今までは領土の拡大と占領地の収しゆう奪だつで国を回してきたが、南部でも西部でも戦線が膠こう着ちやくした現状では、もはやそれも限界だ。東部遠征の失敗で、それがはっきりと見えた」

　それは、現状のグラニヤの拡張政策への明確な批判だった。

　帝国の他の諸将ならいざ知らず、他ならぬ元げん帥すいである父がそのような意見を出したことにシオンは戸と惑まどった。助けを求めるようにクヨウを見やり、そこで彼もまた自分と同様に驚きよう愕がくの表情を浮うかべていることに気づく。

「……では、父上はどうなさるべきだと思ってるのですか？」

　恐おそる恐る、曖あい昧まいな内容でシオンは尋たずねる。

「領土の拡大が頭打ちになった以上、無理な出兵を重ねたところで徒いたずらに国力を蕩とう尽じんするだけだ。軍は出征ではなく現状の領土の保全へと方針を転てん換かんし、内治へと力を注ぐ。膨ふくれ上がった占領地を、真の意味でグラニヤの領土とせねばなるまい」

　そう言いながら、アドウは指で地図上のグラニヤ領をなぞった。

「そもそもグラニヤ一国の頃ころとほぼ変わらぬ法や制度のまま、大陸の半ば近くを統治するというやり方に無理があるのだ。儂の若いころ──およそ三〇年前の北部統一までなら、それでも何とかなった。だが今やグラニヤの版図は、その頃に比べても倍近くにまで拡大している。ここは──」

「私は反対です、閣下！」

　クヨウが声を荒あららげた。

「我らは騎士であり、武人です。そこまで徒に、政まつりごとへと口を挟むべきではありません。何より大陸再統一はグラニヤの国こく是ぜであり、皇帝陛下の御ご意志であらせられます。閣下は、それを覆くつがえそうとおっしゃるのですか？」

　クヨウの剣幕に、シオンは驚おどろいた。狼狽うろたえながらも口を挟めず、アドウとクヨウの顔を交こう互ごに見やる。

　それに対して、アドウの態度はあくまで平静だった。

「一いつ介かいの平騎士ならともかく、元帥将軍となれば政からは逃にげられぬ。そして軍権を預かる身として、たとえ陛下の御み心こころに背そむくとしてもお諫いさめせねばならぬ時があるのだ。クヨウ、儂の跡あとを継つぐ者として、そう心得て欲しい」

「…………え？」

　アドウの意外な言葉に、シオンとクヨウは顔を見合わせる

「それは、どういう意味でしょうか？」

「この諫かん言げんが、儂の最後の御ご奉ほう公こうとなろう。陛下の御意志を覆す以上、儂も元帥職を賭とさねばならぬ。軍から身を退き、隠いん居きよを願い出るつもりだ。できればあと一〇年、シオンが一人前になるまでは踏ふん張るつもりだったのだがなあ」

　そう大おお仰ぎように韜とう晦かいしてみせたアドウが、真っ直ぐにクヨウを見やる。

「クヨウ、儂の代わりに新たなグラニヤ軍の礎いしずえを築いてくれぬか？」

「────」

　クヨウは無言のままその目を見返した。行き詰づまるような緊きん迫ぱくした空気に、シオンはしばし呼吸を忘れる。

　先に目をそらしたのは、クヨウだった。

「少し考えさせてください。閣下──いえ、義ち父ち上」

「うむ」

「では、今夜はこれで失礼いたします」

　一礼したクヨウは、そのまま足早に書斎を後にした。シオンは慌あわててその後を追う。慌ただしく階段を駆かけ下り、玄げん関かん口ぐちでクヨウに追いついた。

「ま、待ってくれクヨウ兄！　あのだな──」

「騎き士しとは、戦うためにこそ存在する」

　振ふり返りもせず、クヨウはそう言った。

　シオンに話しかけているのか、独り言なのか。むしろシオンに気づいているのか、いないのか。それすら判然としない、奇き妙みような声こわ色いろだった。

「自ら戦いを求めぬ騎士に、何の価値と意味があるのだろうか」

　かすかにのぞいた横顔を見て、シオンは思わずたじろいだ。一いつ切さいの感情も表情も削そぎ落とされた、仮面のような顔。なまじ整っているだけに、言い知れぬ不気味さがある。

「──どうやら私は、それを探さねばならないようだね」

　打って変わった朗ほがらかな声でそう言いながら、クヨウはシオンを振り向く。その顔に浮かんでいたのは、よく見慣れた穏おだやかな微び苦く笑しようだった。

「やれやれ、閣下も難しい宿題を出してくれたものだよ」

「そ、そうだな」

　額の汗あせをぬぐいながら、シオンはそう答えた。

「俺も手伝うよ」

「期待しているよ、シオン」

　そう朗らかに笑いながら、クヨウはシオンの肩かたを叩たたいた。ゆっくり階段を下りていく。

「では、失礼するよ。ランにもよろしく伝えておいてくれ」

　その背を見送るシオンの胸には、まだ得体の知れない不安がわだかまっていた。




　グラニヤ皇帝カイオン３世よりジルヴァ家討とう滅めつの密みつ勅ちよくが下ったのは、それから半月後のことである──




　──そして物語は、再び現い在まへと戻もどる。

「ジルヴァ家は、滅ほろぼされた」

　シオンが淡々と語る話に、ローゼリアは無言で聞き入っていた。

「屋や敷しきを訪おとずれた皇帝の勅ちよく使しが、何の前まえ触ぶれもなく背後からの不意討うちで父を斬きった。直後に近この衛えの金色騎士団が突とつ入にゆうして、屋敷に火を放った。俺たちも必死に抵てい抗こうしたが、真っ先に当主を失ったことが祟たたり──」

　握にぎり締しめたシオンの右拳こぶしに、赤い血が滲にじむ。

「密命を受け、それを遂すい行こうしたのは黒天騎士団副長〈狼リユコス〉クヨウ・スラン。父の副官で、現在の黒天騎士団長──〈獅子レオーン〉だ」

　仇あだの名を告げ、シオンは口を閉じた。重い沈ちん黙もくが、室内に訪れる。

　ややあって、口を開いたのはローゼリアだった。

「ジルヴァの獄ごく、でしたか。三年前のグラニヤの政変は、東部に伝わっております。わたくしたちはてっきり、アドウ元帥が東部遠えん征せい失敗の詰つめ腹ばらを切らされたのだと思っておりましたが、まさかそんな裏があったとは」

　そうため息をついたローゼリアが、シオンとカナンを見やる。

「あなた方二人は、その生き残りというわけなのですね」

「そんな大したものじゃない。俺はただ、逃げ出しただけだ」

「シオン様」

　気づかうカナンの声を無視し、シオンは目を閉じた。

　今もまだ、あの日の光景は目に焼きついている。

　背後から斬られ斃たおれた父──

　無数の刀とう槍そうに貫つらぬかれ果てた母──

　炎ほのおに消えた妹──

　他にも屋敷に詰めていた一族郎ろう党とうの全すべて、下働きの下男や女中までもが剣けんを取り最後の一人まで戦った。ジルヴァ邸ていに突入した金色騎士団五〇〇騎きのおよそ半数が死に、生き残った者も大半が深い手傷を負った。

　それは武門ジルヴァ家の見せた最さい期ごの意地であり、そして虚むなしき栄光だった。

　惨さん事じの中、シオンとカナンの二人のみが、十と重え二は十た重えの包囲を食い破って落ち延びたのだった。帝てい都とゼノンから逃のがれ、グラニヤ本土から逃れ、カドラケス山脈を越こえて北部から逃れ、南部の帝国領から逃れ、そこで──

「──そこで俺たちは、あの人に出会った」

「アートルム卿きよう、でしょうか」

　ローゼリアの問いに、シオンのみならずカナンもうなずく。

「不思議な人だった。俺たちを匿かくまってくれただけじゃなく、半生をかけて磨みがいた軍略を授さずけてくれた。ほんの少し前には、東部で殺し合ってたのにな」

　硬かたく張り詰めていたシオンの表情が、ほんのわずか緩ゆるんだ。

「二年間、師し匠しようについて戦場を回ったよ。それまでの俺が知っていた、剣術みたいな小の兵法じゃない、大の兵法──戦そのものを動かす、軍略ってやつを仕込まれた。その代わり丁稚でつち奉ぼう公こうの下働きあつかいでこき使われたけどな」

　そう語るシオンに、カナンが仮面を手て渡わたす。

「一年前、師匠からこの仮面とアートルム卿の名を譲ゆずり受けた。後は俺の目的のため、自じ儘ままにせよって言い残してな」

「あなたの目的とは？」

「決まっている。グラニヤを俺の手で滅ぼすことだ」

　静かな、それだけに重い一言だった。

「アートルム卿の名を継いで一年間、そのために仕える国を求めて諸国を巡めぐった。だがどの国も、最後までグラニヤと戦う覚かく悟ごはなかった。ただグラニヤの侵しん攻こうを打ち払はらい、一時の脅きよう威いさえ凌しのげればそれで良しとする者ばかり。貴女あなたはどうなのだ、ローゼリア王女？　貴女もまた、グラニヤからこのエルザイムを守りきれば、それで満足なのか？」

「…………」

　舌ぜつ鋒ぽう鋭するどく、シオンは問い詰める。ローゼリアは両手で顔を覆おおうと、そのままうつむいてしまった。カナンも、ネリーも、主あるじ同士のやり取りに口を挟はさもうとはしない。

　凍こおりついたような沈黙を破ったのは、ローゼリアの方だった。

「…………ふ」

　うつむく王女の肩が、小刻みに震ふるえる。泣いているのか？　怯おびえているのか？

　そのどちらでもなかった。

「……ふ──ふふ、ふ」

　笑っているのだ。

「あ──あはは、あははははは！」

　ローゼリアが顔を上げた。高らかな笑い声を上げ、胸の前で両手を組み合わせる。

「アートルム卿？──いえ、シオン・ジルヴァ？　ああ、もう、どちらでも構いません。あなたこそ、私の求めていた方です」

　感極きわまった声が、謳うたうように響ひびきわたる。

「グラニヤを滅ばすため、最後まで戦う？　ええ、どうぞ。それこそわたくしの望むところです。あなたがそのために策を練るというのなら、喜んでその通りにこの国を動かしましょう」

「落ち着いてくださいませ、姫ひめ様さま」

　ネリーにたしなめられても、ローゼリアは止まろうとしない。その場で立ち上がると、まるで祈いのりを捧ささげるかのように天を仰あおいだ。

「あなたの復ふく讐しゆうと、わたくしの大望。それがここまで一つに重なり合うとは。嗚あ呼あ、運命です。これはまさしく運命というものです！」

「……で、その大望ってのは何だ？」

　あくまで冷静に、シオンは尋たずねる。その途と端たんローゼリアは、ピタリと笑い声をおさめるとシオンを見下ろした。

　その美び貌ぼうに浮うかんだままの笑えみは、東部一の美び姫きに相応ふさわしい楚そ々そとしたものではない。傲ごう慢まんなほど自信に満ちた、力強い笑顔だった。

「──大陸再統一」

　静かな一言が、部屋中に響きわたる。

「なるほどな……」

　ややあって、シオンはそうつぶやく。

「なるほど、それなら確かにグラニヤとは最後まで戦うしかない。よく分かった」

「シオン様──」

　そうカナンが声をかける。だが忠実な従者の言葉を、シオンはこの時だけは無視した。

「本気なんだな？」

「ええ、もちろん」

「よし、乗った！」

　あっさり言うなりシオンは、勢いよく立ち上がる。

「ローゼリア王女、貴女とエルザイムに俺の全てを賭かけよう。グラニヤを滅ぼし、貴女にこの大陸を取らせてみせる！」

「期待していますよ、アートルム卿」

　差し出されたシオンの手を、ローゼリアは握る。と、ネリーがため息をついた。

「盛り上がっているのは結構なのですけど、今の姫様はエルザイム一国すら手中に収められず、このちっぽけな城に逃にげ隠かくれしている御おん身みなのですよねえ」

「婆ばあや！　余計なこと言わない！」

　腹心のしみじみとしたつぶやきに、ローゼリアは拗すねたような焦あせったような声を張り上げる。

　王女のそんな姿を見て、目をそらしたカナンが口元に手を当てる。笑っているのだ。

「そこまでにしておけ、俺たちの新しい主君だ」

　従者をたしなめたシオンは、あらためてローゼリアに向き直った。

「一つ聞きたい」

「何なりと」

「貴女が大陸統一を望むのは、やっぱりアトーシャ皇室の血筋ってやつのためなのか？」

「それは……」

　尋ねられたローゼリアは、唇くちびるに指を添そえてしばし押し黙だまる。だがすぐに、首を振った。

「それは、違ちがいます。これはあくまで、わたくし自身のやし──失礼」

　咳せき払ばらいを一つ。虫も殺せそうにない無む邪じや気きな笑顔で、ローゼリアはキッパリ言い切る。

「わたくし自身の、理想のためです」

「今、野心って言おうとしてたよな？」

　シオンの指し摘てきにも、ローゼリアの笑みは小こ揺ゆるぎ一つしなかった。




　　　　　　　２




　同時刻の王都アクベ。

　滞とどこおっていた政務をようやく片づけたティメラウスは、城下の屋敷に帰り着いた。

「お帰りなさいませ、あなた」

「ああ、ただいま」

　深夜、すでに日付が変わっていたにもかかわらず、妻のセラフィナはまだ起きて彼を待っていた。軽く口づけを交かわし、脱ぬいだマントを手渡す。

　セラフィナはティメラウスと同郷で、家も同程度の郷士の生まれだ。結けつ婚こんして一〇年以上が経たち、子供が生まれた今でも、朴ぼく訥とつで誠実な人ひと柄がらは娘むすめ時代と変わっていない。

「お食事はどういたします？　シチューならすぐ温められますが」

　実のところ食欲はほとんどないが、深夜まで待っていた妻の好意を無む碍げにはできない。明日あした以降も忙いそがしい日々が続くだろうし、無理にでも栄養は取らねば。

「では、いただくとしようか。具は何だろう？　牛かな？　それとも鶏とり？」

「羊です。マーセルはすっかり気に入ったみたいで、三杯ばいもお代わりしてくれました」

　今年で九歳になる一人息子の話を聞き、ティメラウスは微び笑しようを浮かべる。

「マーセルは寝ねているのかな？　シチューが温まるまで、あの子の寝顔を見てこよう」

「かしこまりました」

　一礼したセラフィナだが、台所へ行こうとしない。何か聞きたげにモジモジしている。

「どうした？」

「実は、その……昼間、街でよからぬ噂うわさを聞いたのです。あなたが王国への謀む反ほんを企くわだてているとか、ローゼリア殿でん下かを捕とらえたとか……」

　そうセラフィナが躊躇ためらいがちに言った言葉に、ティメラウスはため息をついた。

「君は私がそのような不忠者だと思っているのかな？」

「い、いえ、決してそのようなことは」

　慌あわてて首を振ふる妻に、ティメラウスは優やさしく微笑みかける。

「分かってくれているなら構わない。さあ、夕食の用意を頼たのむ」

　そう妻に告げ、ティメラウスは屋や敷しきの奥の子供部屋へと向かった。

　音を立てぬよう注意して扉とびらを開いた。すでに部屋の灯あかりは落とされていたものの、窓から差しこむ月明かりで薄うすボンヤリと照らされている。

　部屋の片かた隅すみのベッドでは、一人息子のマーセルが健すこやかな寝息を立てている。枕まくら元もとに立ったティメラウスは、軽く頭をなでた。

「ただいま」

　父の帰りにも気づかず。マーセルは寝入っている。その柔やわらかな髪かみを撫なでるうち、ティメラウスの顔から徐じよ々じよに笑みが抜ぬけ落ちた。

　先日、サザーン寺院でローゼリアが口にした言葉が、重くのしかかる。

「殿下は、本気なのだ」

　大陸再統一──ローゼリアが真に抱いだく野心、あるいは大望。それ故ゆえにグラニヤへは従えない、俱ともに天は戴いただけない。王女はそう言ったのだ。

　煩はん悶もんするティメラウスの前で、ふとマーセルが目を開いた。

「……父上？」

「すまない、起こしてしまったか。私はすぐに出て行くから、お前はゆっくりお休み」

　そう言って立ち上がろうとしたティメラウスの袖そでを、マーセルはしっかり握にぎった。

「あのね、父上。怖こわい夢を見たんだ。とてもとても、怖い夢」

「夢？」

「うん。よその国からとても怖い騎き士しの人たちがやってくる夢」

「────!!」

　驚きよう愕がくにティメラウスは目を見開く。そんな父と対たい照しよう的に、マーセルは抑よく揚ようのない声で淡たん々たんと語り出す。

「お城にも街にも火がつけられて、ボウボウ燃えてた。みんなみんな死んじゃった。父上も、母上も、僕も、みんなみんな殺されちゃった。みんなみんなみんなみんな──」

　それこそまさに、ティメラウスの恐おそれていたことだった。

　軍事大国グラニヤ相手に最後まで戦い抜いた、当然の結末。王都まで踏ふみにじられ、焼き尽つくされ、国土も民たみも残らず蹂じゆう躙りんされる、完かん膚ぷ無き亡国。

　その最悪の情景を息子むすこの口から語られ、ティメラウスは大きく揺ゆらいだ。原始的な恐きよう怖ふと畏い怖ふに、脳が痺しびれる。だがその一方、頭の片隅で何かが警告していた。

（いかに自じ慢まんの息子でも、九歳の子供がこんなことをまことしやかに語るのはおかしい）

　不意にティメラウスは腰こしの剣けんを抜いた。鋭するどい視線で天てん井じようを見上げる。微かすかな気配がそこで動いたのを感じたのだ。

「曲くせ者もの！」

　鋭い叫さけびと共に大きく伸のび上がり、渾こん身しんの源力エーテルを籠こめた長剣を天井に突つき立てた。手て応ごたえはない。代わりに片隅の天てん井じよう板いたが外れると、黒い影かげが音もなく飛び降りてくる。

　やはり何者かが潜ひそんでいたのだ。

「やれやれ、不覚でした」

　悪びれずにそう言った若い騎士を、ティメラウスはよく知っていた。

「これはどういうことかな、オウマ殿どの？　黒天騎士ともあろう者が、盗とう賊ぞくの真ま似ね事ごとか？」

　剣を突きつけ、問いただす。オウマは無言のまま両手を上げた。

　その時、ティメラウスは奇き妙みようなことに気づいた。窓から差しこむ月光を受け、何かが微かにきらめいている。糸だ。オウマの左の手しゆ甲こうから伸びた細い一本の糸が、床ゆかを伝って寝しん台だいの脚あしを上り、マーセルの首筋に絡からみついているのだ。

「貴様──」

「ああ、誤解しないで」

　オウマがそう言うなり糸はプッツリ切れ、手甲へと引き戻もどされた。同時にマーセルの小さな体が、パタリと寝台に倒たおれこむ。

「マーセル！」

　慌てて寝台に駆かけ寄ると、息子は再び寝入っていた。呼吸にも心しん拍ぱくにも異常はない。

「悪ふざけをしたことは謝ります。ですが後こう遺い症しようはありませんので、ご安心ください」

　つまり先ほどのマーセルの奇妙な言動は、この黒天騎士が原因なのか？

「息子に何をした？　グラニヤの騎士は妖あやかしの手妻を操あやつるのか」

「妖しだの手妻だの、人聞きの悪いことを。これでも歴れつきとした騎士の技わざです。まあ、表芸とは言いかねる裏技ですが」

　そうはぐらかすようにオウマは言った。

「先ほどの御ご子息のアレは、確かに僕の仕込んだ悪戯いたずらです。だが、内容は間ま違ちがっていない。そうでしょう？」

「分かっている」

「あなたはそれを避さけるため我がグラニヤとの講和を選んだ。でもあの王女殿下のおかげで、どうにも風向きが怪あやしくなった。僕たちもこれには少々困っているんですよ。ですから、より一層あなたにお力ちから添ぞえをしようと思いまして」

「……力添え、だと？」

「ええ、色々とね」

　そう言いながらオウマは左の手首を軽く振った。再び伸びた銀の糸が、月光に舞まう。

　それを見たティメラウスは、はっと息を吞のむ。

「まさか……それは──」

「おや、もう気づきましたか。さすがはエルザイムの名宰さい相しよう」

　揶や揄ゆするオウマの声も、今は耳に入らない。額に浮かんだ脂あぶら汗あせをぬぐう。

「できるのか？」

　何を、とティメラウスは尋たずねなかった。

「無論」

　何が、とオウマは答えなかった。言葉にせずとも、互たがいの思おも惑わくは重なっていたのだ。

「そうか……だが──」

　椅い子すに腰を下ろしたティメラウスは、組んだ両手を額に押し当てた。

　今、自分が考えている策は、政まつりごとなどと呼べたものではない。ただの詐さ術じゆつだ。しかもその種と仕込みをグラニヤに任せるなど、自身の首の根を摑つかまれるようなものである。

　そして何より、今まで王とエルザイムに捧ささげてきた自身の忠義を、土足で踏みにじるのも同然の策なのである。

　だが同時に、今の八はつ方ぽう塞ふさがりの状じよう況きようを一いち撃げきで打破できる策でもあった。

「…………」

　煩悶するティメラウスの決断を、オウマは無言で待つ。

　寝台の上で、マーセルが小さく身じろぎする。その寝顔を、しばらく無言でティメラウスは見つめていた。ややあって、ゆっくりと立ち上がる。

「──貴き公こうの申し出、受けさせてもらおう」

「賢けん明めいな判断ですよ」

　そういいながら差し出されたオウマの手を、ティメラウスは顔を歪ゆがめながら握った。




　エルザイムの王宮である星せい霊れい宮きゆうは、王都アクベのほぼ中央にそびえていた。小高い丘おか一つを丸ごと敷しき地ちにしており、主宮きゆう殿でんを初め大小の離り宮きゆうや庭園が巧たくみに配されている。

　その一つであるベルセア小宮殿に、サイラス・セーファ・ナグザレア伯はく爵しやくの姿はあった。

「久しぶりの娑しや婆ばか」

　つい先ほど地ち下か牢ろうから出たばかりとは思えない不ふ貞て不ぶ貞てしさで、サイラスは言った。見張り役の近この衛え騎士が顔をしかめるが、気にも止めない。その眼前で、重々しく寝しん室しつの扉が開かれた。

　豪ごう奢しやな天てん蓋がい付きの寝台の周囲に、一〇人ほどの人ひと影かげが立っている。宰相ティメラウスと、執しつ政せいたち。剣十字騎士団のブレスト将軍と、三人の副団長。エルザイム王国の中ちゆう核かくを担になう、文武の重臣である。

　だがその時、サイラスの目は寝台へと釘くぎ付づけになっていた。

「これで皆みな、そろったか」

　寝台の上で上体を起こした小こ柄がらな人影が、小さな声でそう言った。ダマーナ・アルス・レト・ナセル・エルザイム──すなわちエルザイム王ダマーナ３世その人である。

「お目覚めになられましたか、陛下！」

　足早に駆け寄ったサイラスに、ダマーナ３世はうなずいた。すっかり肉が落ち、血色もよくないが、間違いなく彼の知る国王だった。

「余が病やまいで床とこに臥ふせておる間、ずいぶんな騒さわぎが起こっておるようだな」

「申し訳ありません、臣の不徳の致いたすところです」

　国王の言葉に、ティメラウスは丁てい寧ねいに一礼する。

　何をお為ためごかし言っていやがる──内心でそう思ったサイラスだが、口にはしない。

　とにかく、これは好機である。国王の回復という慶けい事じを機に、その調停という形で王女派と宰相派の争いを治めねば。

　だがサイラスの思惑は、続くダマーナ３世の一言によって微み塵じんと砕くだけた。

「ローゼリアにも困ったものだ。若い娘むすめの政治ごっこと思い見み逃のがして来たが、さすがに此こ度たびの振る舞いは目に余る」

　思いがけぬ言葉に、サイラスは目を瞬しばたたかせる。

「陛下、何とおっしゃいました？」

「自ら私党を組み城に立て籠こもる暴挙、余の娘とはいえ見過ごすことは出来ぬ」

　ざわめきが、室内に満ちた。

　ダマーナ３世は、調停の名手として知られている。その国王がこれほど一方的な裁断を、しかも溺でき愛あいする愛まな娘むすめへと下したことに、誰だれもが驚おどろいたのだ。

「お、お待ちください、陛下！」

　たまらずサイラスは声を張り上げた。

「確かに今の殿でん下かの有り様のみをみたのでは、そのように思おぼし召めされるのも無理はございません！　ですがティメラウス宰相が殿下を無法にも押し込め奉たてまつったことこそが──」

「グラニヤとの講和は、余の意志である」

　そう、ダマーナ３世は言い切った。

「あくまで背そむくというならば謀む反ほんも同然。早急に鎮しずめよ。ローゼリアとて遠えん慮りよは無用ぞ」

　愕がく然ぜんとしたサイラスは顔を上げ、ふと向かいに立つティメラウスと目があった。目をそらす宰相の顔を見た時、サイラスのうちで疑ぎ惑わくが首をもたげた。

「……お前、何をやった？」

「何のことでしょう？」

「とぼけるんじゃねえ!!」

　激発したサイラスが、ティメラウスへと詰つめ寄る。両手で宰相の襟えり首くびをつかむ寸前──

「落ち着かれよ！」

　騎士団長のブレスト将軍が、二人の間に割って入る。

「すでに陛下の御ぎよ意いは下されました。伯はくがローゼリア殿下の御おん身みを気づかうのは当然なれど、今は臣下として最善を尽くすしかございませぬ」

「どけ、ブレスト！　そいつが──」

　その騒ぎの中、ティメラウスは平然と襟首の乱れを直していた。

「残念ながらナグザレア伯は、心を乱されたようだ。至急、元の場所へとお戻しせよ」

「は！」

　警護の近衛騎き士しがサイラスを取り押さえ、有う無むを言わさず外へと引きずり出す。

「放はなせ！　畜ちく生しよう、はな──」

　無情に閉とざされた扉とびらが、罵ののしり声を断たち切った。




　サイラスが連れ出されたのを契けい機きに、他の重臣たちも次々と小宮殿を後にした。最後まで残ったティメラウスは、寝台の上を見やり、顔を歪める。

　ダマーナ３世の姿は、一変していた。

　呆ほうけたように締しまりなく緩ゆるんだ顔。虚うつろに見開かれた両目。だらしなく半開きになった口元からは、よだれが垂れている。

　その首筋からは、細い一本の糸が伸びていた。

「尊き御身にこのような御無礼、申し開きのしようもございません」

　ひざまずいたティメラウスは、床に額をこすりつけて主君に詫わびる。

「この罰ばつは陛下がお目覚めになられた後、いかようにもお受けいたします」

　そう言いながらティメラウスは、初めてダマーナ王に会った時のことを思い出す。

　もう二〇年も前になる。あの時の自分は、田舎いなかで農民同然の暮らしをしていた郷士の小こ倅せがれ。そしてダマーナ３世は、玉座を継ついだばかりの若い王だった。

　故郷の近きん隣りんで催もよおされた狩しゆ猟りよう祭で、風か邪ぜを引いた父の代わりに勢せ子ことして参加し、そこで臨席していた王の目に留まったのだ。

『お前の案内で、良き狩かりになった。こんな立派な鹿しかを仕留めたのは初めてだ』

　その時のティメラウスは、馬上の王の前で這はいつくばったまま、一言も発せずにいた。全身の震ふるえがなんなのか、その意味すら分からないままに。

『中々に目め端はしが利きき、頭も回る。気に入ったぞ。アクベに来て、余に仕えぬか？』

　それが始まりだった。

　右も左も分からぬ王宮で、小こ姓しようとして王に仕えながら、剣や学問に励はげんだ。同どう輩はいの小姓たち──そのいずれも名のある家の出身だった──からは、王に取り入った身の程ほど知らずの土百姓と蔑さげすまれ、時には陰いん湿しつないじめを受けたが、気にもならなかった。

　出世のためではない。それしか王への恩を返す術すべを知らなかったのだ。

　歳月は流れた。文武両道ともに優すぐれた才を示したティメラウスだが、結局は武官ではなく文官として身を立てることになり、農地開かい墾こんや産業振しん興こうといった様々な分野でその辣らつ腕わんを振ふるった。成り上がり者という中傷は常について回ったが、陰かげ口ぐち以上のものには決してならなかった。

　若くして執政の一員に名を連ね、故郷から出てきた幼おさな馴な染じみと結ばれ、そして今や宰相として位人臣を極きわめた。その全すべてが、あの日の出会いから始まったのだ。

「陛下も、この国も、誓ちかってお守りいたします。ですからどうか今は、今だけは──」

　苦く悩のうと悔かい恨こんに満ちた謝罪の言葉は、やがて嗚お咽えつへと変じた。




「上う手まくいったようですな。お見事ですぞ、オウマ殿どの」

　王の寝室から離れた控ひかえの間で、グラニヤの外交僧そうダルクはニンマリと笑った。オウマはそちらに目線を向けつつ、伸のばした糸を介かいして寝室の様子を探さぐる。

「あの宰相、王様に土下座して謝ってますよ。寝ねたきりで、何も聞こえない相手にね」

　壁かべにもたれかかったオウマの顔に、嘲ちよう笑しようが浮うかぶ。

「ただの自己満足じゃないですか。馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

「それが、あの御ご仁じんにとっての忠義の形なのでしょう」

　したり顔で、ダルクはそう諭さとす。だがオウマの笑みは、全く変わらない。

「忠義、忠義ね。そんなものに一体、何の意味があるというのです？」

　オウマの放言に、ダルクは驚く。

「お、驚きましたな。黒天騎士たるオウマ殿がそのようなことを口になさるとは」

「その黒天騎士団で、先代の〈獅子レオーン〉は陛下より死を賜たまわりました。忠義の代だい償しようとしてね」

「滅めつ多たなことをおっしゃいますな。ジルヴァの家に近いあなた様が黒天騎士に取り立てられたのは、皇こう帝てい陛下の寛かん大だいなる御み心こころによるものなのですぞ」

　ダルクの言葉を聞き流しながら、オウマは窓からぼんやりと東の空をながめる。あのさらに向こうの山々に、ラグールの城があるのだ。

（シオン、僕はこういう阿あ漕こぎなことをやってるよ。君はどうなんだい？）




　　　　　　　３




　王都アクベからの使者を迎むかえ、ラグール城の広間は堅かたい空気が張り詰めていた。

「久しぶりですね、オライオン卿きよう。お元気そうでなによりです」

「ローゼリア殿下におかれましては、御ご機き嫌げん麗うるわしゅう」

　使者の近衛騎士オライオンとローゼリアが、空々しく挨あい拶さつを交かわした。王女の傍かたわらには女官長のネリーと軍師のアートルム卿が、無言で控えている。

「まずは、こちらの書状をお受け取りください」

「拝見いたしましょう──まあ、お父様からのお手紙ですか」

　わざとらしく驚いて見せながら、ローゼリアは書状をめくる。

「陛下が長い病やまいより御ご本復なされたのでしたら、喜ばしき限りです。ただ、ずいぶんとお怒いかりのようですね。『王女たるものが国政に口を差し挟はさむなど以もつての外ほか』『兵を挙げるなど言語道断』『降くだらねば謀反と見なす』──なるほど」

「賢けん明めいなる殿下のこと、いかに御身を処せられるべきかはお分かりでございましょう」

　降こう伏ふくを迫せまるオライオンの鉄面皮に、ローゼリアは虫も殺せぬ笑顔を返す。

「その前に、いささか腑ふに落ちないことがあるのですが、よろしいでしょうか？」

「何なりと」

「なにゆえこの書状は、宰さい相しようや執政らの連署となっているのでしょうか？　このような大事に、陛下御自身の御署名が記されておらぬのは解げせませぬ」

「陛下がお目覚めになられたのは、先日のごく短い間だけと聞きおよんでおります。その間に文武の重臣を集めて、御意をお伝えになられたとか」

「なるほど──そんな都合の良い話を信じろと？」

　よどみなく語っていたオライオンだが、その一言で頰ほおを一ひと滴しずくの汗あせが流れる。

「滅多なことをおっしゃいますな」

「せめてナグザレア伯の名がそこにあれば、わたくしも素す直なおに信じられたのですが」

「ブレスト将軍が政まつりごとから中立を保たれていたのは、殿下もご存じの通り。また宰相閣下の与よ党とうであっても、デール伯やアスモン卿の剛ごう直ちよくな御気性でそのようなことが──」

「くどい」

　その声に、オライオンは膝ひざをつく。

「わたくしが蜂ほう起きのやむなきに至ったのは、宰相より無法な押し込めを受けた故ゆえ。その難を逃のがれんがため、この地で皆みなの忠義に頼たよっているのです。それはサザーン寺院にいたあなた自身がよく知っているでしょう」

　そう説きながらローゼリアは、さりげなく銀ぎん髪ぱつをかき上げる。

「臣下の無法に膝を屈くつせよとの言い様、アトーシャの血に連なる者として承しよう伏ふくしかねます」

「……なるほど、それが殿下のお答えと、王都に持ち帰ってよろしゅうございますな」

　顔を上げたオライオンが、下からローゼリアをねめつけた。

「無論です」

「承うけたまわりました。後こう悔かいなさいませぬよう」

　そう言いながら、オライオンは立ち上がる。

「使者の用向き、ご苦労でした。ばあや、見送って差し上げなさい」

「かしこまりました」

　と、退出の間際、今まで黙だまっていたアートルム卿が立ち上がった。

「使者殿、少々よろしいかな」

「何かな？」

「宰相閣下への伝言をお願いしたい。そう……『蜘く蛛もの巣に鴉からすはかからぬ』とな」

　もったいぶったアートルム卿の言葉に、オライオンは呆あつ気けにとられた。

「承りました。何の謎なぞかけかは分かりませぬが、閣下にお伝えしましょう」

　それを最後に、オライオンたちは立ち去る。

　扉が閉とざされた。アートルム卿と二人切りだと確かく認にんし、ローゼリアは深々と息をつく。

「ありがとうございました、アートルム卿──いえ、シオン。あなたから事前に教わっていなければ、ずいぶんと無様なことになっていたでしょう」

「そいつは重ちよう畳じよう」

　軽い口調でそう答えつつ、アートルム卿は仮面を取る。露あらわになったシオンの顔に、皮肉な笑えみを浮かべた。

　対するローゼリアの表情は、先ほどまでとは打って変わった憂うれいを帯びている。

「やはり先ほどの書状──お父様がわたくしの追討を命じたというあれは、黒天騎士の業わざによるものなのでしょうか？」

「間ま違ちがいない。高めた源力エーテルで他者を圧し、自在に操あやつる〈蜘蛛アラクネ〉の業だよ。別に姫ひめさんが親おや父じさんから本気で嫌きらわれたって訳じゃないからな」

　軽口混じりにローゼリアをなぐさめるシオンだが、王女の表情は晴れない。

「むしろ恐おそろしいですよ。あなたたち黒天騎き士しというのは、皆そのような異能超ちよう常じようの力を持っているのでしょう」

「一人一芸だがな。俺の──〈鴉コローネ〉の業はこういうもんだし」

　言うなりシオンは右の手首を軽く振った。その途と端たん、閉ざされたはずの広間に突とつ風ぷうが吹ふきつけ、ローゼリアのドレスの裾すそを巻き上げた。

　眩まぶしいほどに白くしなやかな脚あしが露になり、さらにその奥がのぞく──寸前、ローゼリアはドレスを両手で押さえこむ。

「眼福眼福。まあ傍はたから見ればやりたい放題だろうが、種も仕し掛かけも一応はある。姫さん、源力エーテルの扱あつかいは心得てるか？」

　唐とう突とつな問いだったが、ローゼリアは正直に答える。

「一応は。あくまで護身術程度の嗜たしなみですが」

「それで十分だ。なら己おのれの内なる門を開く感覚は分かるだろう。俺たち黒天騎士は、そういった『表』の門とは別に、『裏』の門を開く術すべを心得ている」

「裏……門？」

「己の内なる源力エーテルをつかむための観想を、外界へと広げるんだよ。そもそも源力エーテルとは森しん羅ら万ばん象しように宿るもの。その外なる力をつかみ、己自身の内なる力と照合し合一することによって、世界を司つかさどる法のりと理ことわりの一いつ端たんを己おのがものとすることができる」

　首を傾かしげるローゼリアに、シオンは大おお真ま面じ目めな顔で語った。

「裏門技、って俺たちは総そう称しようしている。その顕あらわれが俺の〈風ふう陣じん〉であり、〈蜘蛛アラクネ〉の〈傀儡くぐつ〉ってわけだ」

「……正直、説明されてもよく分かりません」

「だろうな。考えずに感じろ、って世界の話だ。そもそも口で説明できるようなものじゃない」

　ローゼリアは、細い眉まゆをひそめて考えこんだ。しばし後、謳うたうような声で語り出す。

「はじめ、世界は混沌カオスたり。光なく、闇やみなく、形なく、原初の安あん寧ねいにたゆたえり。故に是これ、万象の根源アルケーたり。無む窮きゆうにして須しゆ臾ゆなる刻ときの果て、根源アルケーに力、生じたり。先まず混沌カオスより、光と闇は別たれり。次いでその狭はざ間まにて、地水火風は形を成したり。斯かくして世界に源力エーテルは満ち、秩序コスモスもたらされたり」

「創世詩の序か。六神の経文がどうかしたのか？」

「六神の教えで源力エーテルとは、天地をみそなわす奇き跡せきの御み業わざとされています。故に己の内なる源力エーテルを摑つかむことは、自分という一個の世界を支配することなのだと。ですがその枠わくを踏ふみ越こえ、外なる世界を支配することが、神ならぬ人に可能なのでしょうか？　あるいは──」

　言い淀よどむローゼリアの前で、シオンはニヤリと笑った。

「あるいは、それが可能なモノを人と呼んでいいのか──とでも聞きたいのかい？」

　どこか歪ゆがんだその笑みに、ローゼリアは背筋の震ふるえを辛かろうじてこらえた。

「いい線いってるよ、姫さん。確かにコイツは外げ法ほう中の外法、人でなしの業だ」

　そう小暗くつぶやいたシオンだが、不意に軍師の仮面を被かぶりなおして語調を変える。

「とはいえ今は、実のない抽ちゆう象しよう論に現うつつを抜ぬかすような余よ裕ゆうはない。彼らに何ができ、何を行ったのか。殿でん下かには、それさえ理解していただければ十分だ」

「そう、ですね……ええ、その通りです」

　ローゼリアも同意し、頭を切り換かえる。

「要するにティメラウスは黒天騎士と取り引きして、病びよう床しようの父をほしいままに操った──そういう理解でよろしいのでしょうか？」

「さっきの使者にカマをかけてみたが、どうやらティメラウス宰相は、腹心にも細工を漏もらしていないらしい。そこにこそ、我らのつけいる隙すきがある」




　エルザイム王国剣けん十字騎士団の本営は、星霊宮の東門付近に設けられている。その一角には修練や仕合のための馬場があり、今も騎士や兵士が汗を流していた。

「宰相閣下が、自ら出しゆつ陣じんなさると？」

　本営を訪おとずれたティメラウスの言葉に、騎士団長のブレスト将軍は驚おどろいた。

「そうだ。貴公には副将として、私を補ほ佐さしてもらう」

　そっけなく答えたティメラウスは、練兵の様子を見て顔をしかめる。

「動きがよろしくないな。士気も低い」

「皆、動どう揺ようしておるのです。いかに陛下の御命令とはいえ、他ならぬローゼリア殿下の追討を命じられたのですから。この王都ならばいざしらず、地方に駐ちゆう留りゆうする騎士隊の中には脱だつ走そうしてラグール城に馳はせ参じる不届き者まで出る始末でして」

「貴公もそうしたそうな顔をしているな」

「…………」

　ティメラウスの冷ややかな皮肉に、ブレストは沈ちん黙もくで返す。だがそんな宰相の言動に、内心で首を傾げていた。

（このように居い丈たけ高だかな態度で、人と接する方ではなかったはずだが）

　密ひそかに困こん惑わくするブレストに対し、ティメラウスは静かに告げる。

「近この衛えを中心に一〇〇〇騎、急ぎ選せん抜ばつせよ。兵と陣夫は、二〇〇〇ずつ連れて行く」

「はっ」

　ブレスト自身が密かに概がい算さんしていた数字と、ほぼ同じだった。

「今一つ、閣下にお決め願いたいことがあります。敵味方の呼こ称しようですが」

「呼称？」

「このような場合だと我らを討とう伐ばつ軍、敵を反乱軍もしくは賊ぞく軍ぐんと呼ぶのが慣例です。ですがローゼリア殿下をあからさまに逆ぎやく賊ぞく呼ばわりした場合、騎士たちからさらなる反発を買う恐れがあります。何か、妙みよう案あんはありませぬか？」

「面めん倒どうな……だが、よく気づいてくれた」

　顔をしかめたティメラウスは、少しばかり考えこんだ。

「凝こった名をつけても仕方あるまい。王女派と宰さい相しよう派、その言葉をそのまま使えばよい」

「それでは王女軍、宰相軍と敵味方を呼ぶことになりますが、よろしいでしょうか」

「構わない」

「はっ」

　一礼するブレストにティメラウスは背を向け先を急ぐ──と見せて、すぐに足を止めた。

「ブレスト将軍、貴公にも思うところはあろう。だがあの時、陛下の御ぎよ意いは聞いたはずだ」

「自分はただ軍権を預かる者として、騎士団長の職務を果たすのみです」

「よろしい」




　避さけられぬ戦いくさを前にして、ラグール城は喧けん噪そうと混沌の中にあった。

「あーしんどい」

　兵ひよう糧ろうの麦袋ぶくろを肩かたに担かついで歩きながら、シオンは愚ぐ痴ちっていた。

「何で騎士の俺が、こんな下働きしなきゃならないんだ」

「人手が足りないのだ。仕方あるまい」

　隣となりで同じく麦袋を担いでいたセレインが、真面目な声で言った。二人の後には、新たに加わった兵や陣夫たちがおよそ一〇人ほど、大小様々な麦袋を担いで続いている。

「確かにこれは、騎士本来の務めではない。だからこそ、まず我々主だった者が率そつ先せんして汗あせを流してこそ、皆みんなが従うのだ」

「へいへい、ご立派なことで──おっと」

　倉庫の前に立つ小さな人ひと影かげに気づき、シオンは慌あわてて口を閉じる。

「皆みな様さま、本当にお疲つかれ様ですの」

　満面の笑みでルルは言った。手にしたお玉を、指し揮き杖じようのように振ふりかざしている。

「その大袋は、そちらの隅すみに下ろしてくださいませ」

「あいよ」

　お玉の指示に従い、シオンたちは倉庫に麦袋を運びこんだ。

「今日の荷は、これで終わりですの？」

「ああ、そうだが」

　シオンが答えると、ルルは指を折りながら少し考える。

「そうなりますと、麦の蓄たくわえが大袋で七八でよろしいでしょうか？」

「あ、はい」

　ルルの後ろに立っていた青年が、帳面をめくりつつ算そろ盤ばんを弾はじく。〈あかつき〉号の船頭の息子むすこで、陣夫たちのまとめ役として城に詰つめているカロだ。

「大袋が──中袋と──うっす、大袋に直してピッタリ七八、間違いないっす」

「確か今の城にいらっしゃるのは、騎士様方と兵や下働きの皆さんたちを合わせて三〇〇人ほどですわよね。それだとパンを焼いてもお粥かゆを炊たいても、おおよそ一ひと月つき分ですの。籠ろう城じようでは少し心こころ許もとない数ですわ」

「うっす。親父のケツ蹴けっ飛ばして、この倍──いや三倍は運びこませます」

「頼たよりにしていますの」

　そんなルルの様子を見ていたシオンが、セレインに尋たずねる。

「嬢じようちゃんって、計数に強かったのか？」

「いや、私も初めて知った。おそらく『お商売の真ま似ね事ごと』の影えい響きようだろう」

　妹分の成長に大きくうなずいていたセレインだが、すぐにシオンを振り向いた。

「さあ、次はザカリアたちがやっている、山道の陣じん地ち造りに加わるぞ」

「今度はそっちかよ。やれやれ、一仕事したばっかりだってのに」

「何を言う、休んでいる暇ひまなど──」

「それは少し待ってもらえぬかな」

　倉庫の入り口から、声がかけられた。黒衣の軍師の姿に、シオンを除くその場の全員が背筋を伸のばす。

「何用でしょうか、アートルム卿きよう？」

「シオン殿どのに頼たのみたいことがあるのでね。少し彼を貸して欲しい」

「こいつに？」

　訝いぶかしむセレインだが、すぐにうなずく。

「了りよう解かいしました。では我らは、山道の陣地造りに加わります。急ぐぞ、皆！」

「おう！」

　セレインの号令一下、兵や陣じん夫ぷたちが一いつ斉せいに駆かけ出す。

「忙いそがしいやつだな」

「セラお姉様らしいですの。ではルルたちは今から、塩や干し肉の蓄えを確かめてきますわ。カロさん、参りますの」

「うっす」

　こちらも駆け出したルルの姿を、シオンはじっと見送った。その姿が、記き憶おくの中の誰だれかと重なり合う。

『──あにさま』

　懐なつかしい声が、ふと耳に蘇よみがえった。うずく左胸をシオンは押さえると、傍かたわらのアートルム卿がカナンの声でつぶやいた。

「ラン様のこと、思い出してた？」

「ああ」

　内心を言い当てられたシオンは、正直にそう答える。

「私も。年も姿も違ちがうのに。不思議」

「全くだ──っと」

　深呼吸を一つ。追つい憶おくに沈しずみそうになる心を引き戻もどす。

「で、何の用だ？」

「例の件について──」

　カナンの報告を聞くシオンの顔は、いつしか戦いくさを前にした軍師のそれになっていた。




「とりあえず、陣夫としてティメラウス宰相の陣に潜もぐりこむことになりました」

　王都アクベの古ぼけた寺院。人ひと気けのない礼拝堂で、オウマはダルクにそう報告する。

「それは重ちよう畳じよう」

「一度、中に入ってしまえばこちらのもの。後は臨機応変にやってみますよ」

「頼もしいですな。さすがは黒天騎き士し」

　追従じみたダルクの笑えみから、オウマは顔を背そむける。

「向こうにも〈鴉コローネ〉がいますけどね」

「如い何かにも如何にも。それ故に、で御ご座ざいますよ」

　そう言いながらダルクは、三本の指を立てる。

「この戦に乗じ、オウマ殿には三つの首級を上げてもらわねばなりませぬ。まずはエルザイムのローゼリア姫ひめ、次いで我がグラニヤの仇きゆう敵てきたる軍師アートルム。そして最後に、裏切りの黒天騎士たるシオン・ジルヴァ」

　芝しば居いがかった振る舞まいに、オウマは小さく笑った。

「王女と軍師の首は請うけ負いましょう。ですが、シオンはだめだ」

「何ですと？」

「あいつは引っ括くくって、グラニヤに連れ帰る。まあ大人しくさせるためには、手足の一つ二つは入り用でしょうけど」

　そう告げるオウマに、ダルクが詰め寄る。

「甘いですぞ。よもやあの裏切り者との友ゆう誼ぎを引き摺ずってはおりますまいな？　それはいけませぬ、オウマ殿御ご自身が謀む反ほんを疑われるやもしれませぬゆえ。ここは一つ──」

「──ダルク師」

　オウマの声が変わった。滑なめらかに回っていたダルクの舌が凍こおりつく。

「〈獅子レオーン〉の命であなたの護衛につけられた以上、指示には従います。だが、これだけは話が別だ」

「な……何がです？」

「分からないかなあ」

　不意にオウマが、ダルクの胸むなぐらをつかんだ。

「余よ所そ者ものが黒天ぼくたちの内輪に口を出すな、そう言ってるんですよ」

「────」

　もはやダルクは、声も出せなかった。青ざめた顔に脂あぶら汗あせを浮うかべて、何度もうなずく。

「分かっていただけて何よりです」

　手を離はなしたオウマの顔には、すでにいつもの柔にゆう和わな笑顔が戻っていた。

「それでは行ってきます。吉きつ報ぽうをお待ちください」
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　夜明け前の薄うす明あかりの中に、朝あさ霧ぎりが立ちこめていた。

「今朝は霧が濃こいな」

　城への山道に築かれた陣地で、セレインはそうつぶやいた。重甲かつ冑ちゆうに身を包んだその姿は、凜り々りしい容よう貌ぼうと相まって、まるで一いつ幅ぷくの絵のようだ。

　季節は春だが山地の早朝はまだ肌はだ寒ざむい。セレインは軽く身を震ふるわせた。

「連中、今日は来るだろうか？」

　弓を携たずさえたザカリアが、声をかけてきた。こちらは動きやすさを重視して、鎖くさり帷子かたびら主体の軽装である。

「間ま違ちがいない。昨日のうちに布ふ陣じんを終えたのだ。まずは一当たりしてくるはず」

　ザカリアの問いに答えながら、セレインは味方──王女軍の陣地を見回す。

　ラグール城へと登る細い一本道の山道、それを塞ふさぐ形で陣地は築かれていた。空から堀ぼりを巡めぐらし、その内側に掘ほり起こした土を積み上げて土ど塁るいを築き、さらに土塁の上に丸太を打ちこんで柵さくにするという、簡素だが堅けん固ごな造りである。

　濃い霧の中、騎士たちの姿はぼんやりとした影かげしか見えない。この陣地に詰めているのは、騎士と兵士を合わせてちょうど一〇〇名。これは城の戦力のおよそ半分に当たり、それを率いるのがセレインである。

「霧が晴れるぞ！」

　見張り櫓やぐらに詰めていた騎士の声に、セレインは立ち上がった。山々の向こうから、暁あかつきの光が差しこむ。霧がみるみる薄うすれ、そして消え去った。

　そして霧の下から山さん麓ろくの原野と、そこに布陣した敵──宰さい相しよう軍の姿が露あらわになった。

「やはり多いな……」

　傍らのザカリアが呻うめいた。

「騎士が一〇〇〇騎、兵や陣夫を合わせれば五〇〇〇。こちらは寄せ集めの三〇〇と少し」

　そう顔を歪ゆがめたザカリアに、セレインは平然と言った。

「なに、騎士の数なら一〇〇対一〇〇〇だ。一人で一〇人斬きればそれで済む」

「そんなことが出来るのはお前くらいだろう」

「そうか？　私はお前なら敵の一〇騎程度、容易たやすく射い倒たおせると思ったのだが」

「……最善は尽つくそう」

　そんなやり取りを交かわしている間にも、動どう揺ようは陣地の中に広がっていった。

「この戦力差では勝ち目はない。やはりこちらから夜や襲しゆうをかけるべきだったのだ」

「乏とぼしい戦力をさらに割るのは馬ば鹿かげている。城に戻り、兵力を集中するべきでは？」

「せめてローゼリア殿でん下かだけでも落ち延びる算段を、今の内に──」

　完全に浮き足立っている。

　これは、まずい、早く皆みんなを取りまとめねば。そうセレインが焦あせった時だった。

「狼狽うろたえるな、各おの々おの方がた!!」

　大音声の一いつ喝かつが、陣地を揺ゆるがした。全員の視線が、声の主に集まる。

「アートルム卿」

　ちょうど山道を降りてきた軍師の姿に、セレインはつぶやいた。

「この陣地にて攻せめ手を迎むかえ撃うつことは、軍議で決まったこと。ローゼリア殿下の裁可もいただいておる。今になって一当たりもせず逃にげ去るようでは、騎士の面めん目ぼくが立つまい」

「だ、だが──」

「敵が攻めてくるのは、この狭せまく険しい山道一本のみ！」

　大おお仰ぎような身み振ぶりで、アートルム卿は山道を指し示す。

「我らは土塁や柵で身を守りながら、一列に登ってきた敵の頭を、順じゆん繰ぐりに潰つぶしていけばよろしい。左右は切り立った崖がけ故ゆえ、回りこまれる気き遣づかいもいらぬ。少勢で多勢を迎え撃つのに、ここは格好の場だ。いざ守りきれぬとなれば、次の陣地まで下がるだけですむ」

「こんな陣地を、全部で六つもこしらえましたからな。実に大変でした」

　妙みようにしみじみした声で、ザカリアが合いの手を入れた。

「汗あせにまみれて土を掘り起こすのが、あんなに辛つらいものとは。百ひやく姓しよう上がりの宰相殿どのの苦労がよく分かりました」

　ザカリアの冗じよう談だんに、周囲がどっと沸わいた。他者を貶おとしめる性た質ちの悪い笑いだが、士気が上がるならば仕方ない。

「よろしい、では諸君らも持ち場につきたまえ。直じきに敵も動きだそう」

「は！」

　騎士たちが配置に急ぐ中、アートルム卿がセレインの方に歩いてきた。

「不ふ甲が斐いないところをお見せしました。私が皆を引き締しめねばならないのに──」

「なに、こういうものは場数だ」

　そうくぐもった声で、アートルム卿は笑う。ますます恥はじ入ったセレインは、話題を変えるため、先ほどからの疑問をアートルム卿きようにたずねる。

「昨夜から、シオンの姿が見えませぬ。ご存じでしょうか？」

　その問いに、アートルム卿は左右の崖を見回した。

「まとまった数の軍勢を動かすのならば、この山道を登るしかない。だが少数ならば道なき道を越こえ、こちらの側面や背後を衝つくことができるやもしれぬ」

「確かに」

　実際、セレインも山中の獣けもの道みちをたどり、狩かりをしたことがあった。そこでようやくセレインは、アートルム卿の言わんとすることに気づく。

「それを迎え撃つため、シオンを山中に配したのですか？」

「いかにも。不安かな？」

「いえ。あいつ向けの任務ですし、問題なくこなすでしょう」

「彼をそこまで認めているのか。少し意外だな」

　そうつぶやくアートルム卿の前で、セレインは小さく笑った。

「平時ならばともかく、戦場でのシオンは背を預けるに足る男です」

　答えるなりセレインは、顔を赤らめてそっぽを向く。

「い、今のはシオンには内密に願います。ちょ、調子に乗られたり、勘かん違ちがいされても困りますので」

「……承知」

　アートルム卿の返事には、妙な間があった。




　実際のところ、当のシオンは目の前でセレインの言葉を聞いていた。

（……今のは、まずい）

　軍師の仮面の下で、シオンは目を泳がせる。セレインが見せてくれた素す直なおな信しん頼らいと好意に、少々狼ろう狽ばいしてしまったのだ。

　表情を隠かくす軍師の仮面が、今ほどありがたかった事はない。

「どうなさいました、アートルム卿？」

「なに、敵てき陣じんの戦気をうかがっていただけだ」

　声だけは平静を装よそおいつつ、シオンは軍師として眼下の敵陣に意識を集中させる。

　敵軍の別働隊に備えて山中に配したのは、シオン自身ではなくカナンだった。シオン自身はこれより先、常にアートルム卿としてこの戦に臨のぞむことになる。

　眼前に布陣した敵軍の将兵五〇〇〇の中に、果たして彼はいるのだろうか？　いや、愚ぐ問もんだ。

（来ているんだよな、オウマ）




　一方、山麓の宰相軍陣中──

　ふと視線を感じたオウマは、作業の手を休めて後ろを振ふり向く。

（シオン、見ているのかい）

　答えはない。だが吹ふき抜ぬけた一陣の風に、オウマはかつての友の意志を感じ取っていた。

「おいこら新入り、サボるな！」

「も、申し訳ありません親方！」

　怒ど鳴なられたオウマは、愛あい想そ笑いを浮かべながら芋いもの皮むきを再開した。

　下働きの陣夫として討とう伐ばつ軍に潜もぐりこんだオウマだが、配属されたのはなぜか炊すい事じ方だった。うずたかく積まれた芋の山に挑いどみながら、さりげなく周囲を見回す。

　かまどからは焼き上がったパンが次々と運び出され、大おお釜がまではくどい味付けのスープが煮にたっている。五〇〇〇の軍勢の腹を満たす兵ひよう糧ろうに、不足はないようだ。

　武具防具といった他の物資も、同様だろう。

　あらためてオウマは、ティメラウスが三年前の戦いで東部連合軍の兵へい站たんを差配した、勝利の立役者だということを思い出した。総勢一五万もの大軍を切り盛りした彼にとって、この程度の手当など朝飯前だろう。大したものだ、と素直に感心する。

　だが大軍を揃そろえ、兵站・補給を整えただけで戦いくさに勝てるのかと問われれば、そうだとは言い切れないのが難しいところである。

　何にせよ、今のオウマに出来ることはない。ローゼリア王女やアートルム卿の暗殺、それにシオンの捕ほ縛ばくといった諸もろ々もろは、戦場の混乱に紛まぎれてこそ可能なのだから。

　それまでは、芋の皮むきに精を出そう。

（まずはお手並み拝見といきましょうか、ティメラウス殿どの）

　陣地中央に建てられた本営の大天幕を見ながら、オウマはこっそりと笑った。




　ちょうど同じ頃ころ、宰相軍の本営では軍議が行れていた。

「第一陣は、ボーゼム卿の二〇〇騎！」

　黙もく然ぜんと座すティメラウスの傍かたわらで、副将役のブレスト将軍が朗々と声を張り上げる。

「は！」

　禿とく頭とうの巨きよ漢かんは、その場にひざまずく。

「加えてオライオン卿は手て練だれの騎士二〇名を選び、山中を進め。可能ならば敵陣の側方か背面へ回りこみ、主力を援えん護ごせよ」

「承うけたまわりました」

　見事な口くち髭ひげを蓄たくわえた騎士もまた、僚りよう友ゆうにならう。

　まず一番手となるのは宰相の腹心二名、これは大方の予想通りだった。続いて二番手、三番手と部将の名が告げられていく。

「宰相閣下からは、何かございませんか？」

　ブレストにうながされ、ティメラウスは腰こしを上げた。

「この戦いの勝利は敵を討うつことでもなければ、城を攻め落とすことでもない。畏おそれ多くもローゼリア殿下を、無傷のまま保護し奉たてまつることだ」

　何を空々しいことを──とは、この場にいる誰だれも思わなかった。

「もし殿下の御おん身みに万一のことがあらば、それこそ我らの敗北に他ならぬ。先せん陣じんを切る両名は、まずそのことを第一に心得よ。行け！」

　一礼した二人の近衛騎士は、足早に天幕を後にした。

「閣下は何やら、思い詰つめておられるようだった」

　陣地を大おお股またで歩きながら、ボーゼムがつぶやいた。隣となりのオライオンもうなずく。

「陛下が一度、お目覚めになられた頃からだな。無理もあるまい」

　そう言いながらオライオンは、僚友の顔をしげしげと眺ながめる。

「ところでボーゼム、お前も似たような顔をしているぞ。珍めずらしい」

「なに、某それがしが？　むう──」

　唸うなった巨漢の騎士は、その場に立ち止まった。自身の禿頭を大きな手で撫なでる。

「どうした？」

「オライオンよ、某は二度セレイン・コーディアナと剣けんを交え、二度とも敗れた」

「…………」

「一度目は、小こ娘むすめと侮あなどっていたやもしれぬ。だが二度目は、真剣に本気で立ち会った。その上で正面から力負けし、ねじ伏ふせられたのだ。さすがはダルカン将軍のご息女よ」

　呻うめくボーゼムの姿に、オライオンは眉まゆをひそめた。

「まさか、臆おくしたわけではあるまい」

「そうではない。ただもし三度目があるならば、某も相当の覚かく悟ごで臨まねばならぬ。そう思っただけだ」




「姫ひめ様さま！」

　ラグール城の広間に、ルルが息せき切って駆かけこんだ。

「これこれ、何ですかルル、はしたない。淑しゆく女じよたる者、いついかなる時でも──」

「お止よしなさい、婆ばあや」

　こんな時にまで姪めいに礼れい儀ぎ作法を伝授しようとする女官長を、ローゼリアはたしなめる。

「それで、何の用かしら？」

「アートルム卿から連れん絡らくがありました！　ついに敵軍が動き出した、とのことですわ！」

　その報告に、ローゼリアは無言でネリーと見つめ合った。

（ついに、始まりましたか）

「アートルム卿は以後も陣地に残り、迎げい撃げきを指導するそうですの──以上！」

「ご苦労でした」

　労ねぎらいの言葉にルルは、はにかむ。その笑顔に、ローゼリアはふと疑問を抱いだいた。

「ルル、あなたは怖こわくないのですか？」

「怖い？──いいえ、ちっとも」

　きょとんとした顔で、ルルは首を振った。頭の両側で束ねた金の髪かみが、大きく踊おどる。

「だってセラお姉様やシオン様がいるんですもの。きっとこう、宰さい相しよう様を懲こらしめて、陛下やお父様を助けてくださいますわ」

　無む邪じや気きで、純じゆん粋すいな、全ぜん幅ぷくの信頼に、ローゼリアは胸を突つかれる。

「どうなさいましたの？」

「いえ、何でもありません。ルル、こちらに来なさい」

　小走りに駆け寄ってきたルルの小さな体を、思いっきり抱き上げた。

「ひ、姫様!?　どうなさいましたの？」

「ありがとう、ルル。あなたの言う通りです」

　驚おどろいたルルだが、ローゼリアの豊かに実った腰の上で、心ここ地ちよさそうに目を細める。柔やわらかなその髪を、ローゼリアは優やさしく撫でさすった。

「今はただ、皆みんなを信じましょう」




　　　　　　　２




「来たぞ！」

　陣地の物見櫓やぐらから、ザカリアが緊きん迫ぱくした声を張り上げた。

　セレインは、土ど塁るいの間近に身を潜ひそめたまま、強こわ張ばった顔で背後の軍師を振り返る。

「アートルム卿──」

「落ち着きたまえ、この場の将は君だ」

　そう諭さとされたセレインは、顔を赤らめた。呼吸を繰くり返し、心を平静に保つ。

　土塁からわずかに身を乗り出し、山道の様子を確かめる。いた。確かに縦隊を組んだ敵兵が、そろそろと山道を登ってきている。

　狭せまく急きゆう峻しゆんな山道が戦場のため、騎士たちも馬を下りていた。隊列のほぼ中央に位置する、部将と思おぼしき禿頭の巨漢のみが騎き乗じようしている。

「ボーゼム卿きようか。しつこい男だ」

　ややうんざりした声でそうつぶやいた時、見張り櫓のザカリアが再び叫さけんだ。

「敵の数は、騎士がおよそ二〇〇！　兵はその倍だ！　この先手だけでも、俺たちの全兵力を超こえているぞ！」

「分かっている。まずは矢戦で迎むかえ撃うつぞ。皆、私の合図で撃て！」

　指示を出しつつ、セレインは敵との距きよ離りを測る。事前に決めた矢戦の間合いまで、敵の隊列がそろそろと近づいてきた。見ているうちに、胃のあたりが痛くなる。

　もう矢を放つべきではないか？　まだ遠すぎるか？　自分の判断一つに、この陣地に籠こもった騎士兵士ら一〇〇名の命が懸かかっているのだ。こんなことなら一いつ介かいの騎士として、一〇〇万の敵軍に切り込んだ方がまだマシだ。

「そろそろ頃ころ合あいかな」

　アートルム卿の沈ちん着ちやくな声を聞いて、セレインはハッと我に返る。

　事前に定めた矢戦の間合いまで、敵の先頭の距離はおよそ一〇〇歩ほど。そこを踏ふみ越え次し第だい、矢を放つよう命じればいい。何のことはない、簡単なことだ。

「感謝いたします」

「はて、何のことかな？」

　微かすかに笑いを含ふくんだ声からして、こちらの内心などお見通しなのだろう。その上で自分をこの場の将として立て、支えてくれている。その信しん頼らいには、応こたえねばならない。

　後二〇歩──一〇歩──

　愛用の大剣を握にぎり締しめ、じっとその時を待つ。

　三歩──二歩──一歩──

　すっくと立ち上がったセレインは、大剣の切っ先を敵軍へと突きつける。

「放てえぇぇっ!!」

　命令とほぼ同時に、敵の先頭を進んでいた騎士がもんどりうって倒たおれる。見張り櫓から撃ち下ろした、ザカリアの強弓の一いち撃げきである。

　続いてもう一人、さらに一人。ザカリアは立て続けの速射で、宰相軍の騎士兵士を瞬またたく間に五名も仕留める。だがセレインは、むしろ焦しよう燥そうの声を上げた。

「馬ば鹿か者もの！　目立ちすぎだ!?」

　ほぼ同時に、反撃が見張り櫓に集中した。放たれた無数の矢が、櫓へと降り注ぐ。

　ザカリアはそのまま無数の矢に射い貫ぬかれ、ハリネズミのようになり果てる──その寸前、櫓から飛び降りた。源力エーテルを籠めた両足から着地しつつ、地面を転がって衝しよう撃げきを分散、呆あつ気けにとられたセレインの傍らで身を起こす。

「危なかった！」

「ならば最初からやるな！」

　真っ青なザカリアを、セレインは怒ど鳴なりつけた。そこをアートルム卿が宥なだめる。

「落ち着かれよ、今のはザカリア殿の誉ほまれだ」

　矢戦は王女軍の優位で進んでいた。ザカリアが妙みよう技ぎを見せた上、反撃がそちらに集中したところに主力が矢を放ったのだ。先手を取り、流れは防戦側にある。

　さらに陣地は高所にあり、土塁の陰かげに身を隠かくせる。宰相軍も盾たてを連ねて即そく席せきの防ぼう壁へきとしているが、地の利が数の不利を打ち消していた。

　だがその一方、交かわされる矢玉の下をかいくぐり、敵の騎士が陣地に迫せまりつつあった。

「く、こいつら」

　土塁の陰からザカリアが矢を放つが、その全すべてを射倒せるはずもない。

　こうなれば、数の圧力が物を言う。空から堀ぼりをよじ登り、土塁を乗り越え、ついに二名の騎士が柵さくを──

「させん!!」

　セレインの大剣が立て続けに二度、鮮あざやかに閃ひらめく。柵に取り付いた宰相軍の騎士、その一人の首を斬きり飛ばし、もう一人の脳天を叩たたき割った。

　鮮やかな手並みを見せつけられ、敵兵の間に動どう揺ようが走る。それを見て取ったセレインが、鋭するどい声を上げた。

「今だ！　皆、私に続けぇっ！」

　陣地の各所で雄お叫たけびが上がる。土塁の陰に伏せていた騎士たちが身を起こし、柵越ごしに剣や槍やりを突き出した。悲鳴や呻きを上げながら、敵兵が次々と叩き落とされていく。

　その間にもセレインは土塁の上に平然と身を晒さらし、右に左に駆け回っていた。柵が破られそうな箇か所しよを見て取っては駆けつけて敵を斬り捨て、降り注ぐ矢をことごとく切り払はらって味方を庇かばう。それを見たアートルム卿が、小さくつぶやいた。

「不器用だが、馬力はある。面おも白しろい将だな」

　セレインの剛ごう勇ゆうと胆たん力りよくを目まの当たりにし、味方からは勝利の歓かん声せいが、敵からは敗北の呻きが、それぞれ上がった。宰相軍の騎士が、ズルズルと後退する。

「粘ねばりが足りないな。やはり姫ひめ君ぎみを攻せめるのは気が引けるらしい」

　そうつぶやいたアートルム卿は、仮面の奥で小さく笑った。




　山道と陣地から離はなれた山中でも、静かな戦いが始まろうとしていた。

「シオン様の読み通り」

　鬱うつ蒼そうとした茂しげみに身を潜めて、カナンはそう小声でつぶやいた。眼前では宰相軍の騎士の一団が、道なき道を進んでいる。

　探たん索さくに慣れた男たちなのだろう。地形を読み、灌かん木ぼくを切り払い、切り立った斜しや面めんをへばりつくようにして登っていく。その歩みは、遅ち々ちとしているものの確実だ。

　このままでは、陣地の側面や後方に回りこまれてしまう。そうなれば二〇騎ほどの騎士でも馬ば鹿かに出来ないし、彼らの切り開いた道を後続が辿たどってくるだろう。

　今、ここで潰つぶすべきだ。幸い、いくつかの手を打っていたのだが──

　不意に先頭を進む騎士の姿がかき消えた。直後にくぐもった悲鳴が上がる。

「落とし穴だと!?」

　宰相軍の騎士たちも、これは予想していなかったらしい。してやったり、とカナンは薄うすい笑えみを浮うかべる。

　事前にシオンと『山中を敵が通るであろう進路』を予想し、罠わなを仕し掛かけたのだ。

　無論、罠はこれだけではない。落とし穴と連動させていた仕掛け弓が作動、騎士たちに向けて四方から弩いしゆみが自動的に矢を放つ。

「焦あせるな！　円えん陣じんを組んで周囲を警けい戒かいせよ！」

　隊の指揮官らしい騎士が、そう声を張り上げる。口くち髭ひげを蓄たくわえたその顔には、見覚えがあった。宰相ティメラウスの腹心で、確か名はオライオン。

　その指示に従い、騎士たちは円陣を組むと、周囲に警戒の目を向ける。だがすでにカナンは、騎士たちの無防備な頭上で、張り出した木の枝に身を隠していた。

　呼吸を整えながら四本の短たん剣けんを右手で構え、練り上げた源力エーテルを注ぎこむ。

　武門・ジルヴァ家の郎ろう党とうとしてカナンが磨みがき抜ぬいた武技は、並みの騎士をはるかに凌りよう駕がする。中でも得意とするのが、この投とう擲てき術だった。

　無言のまま、物音一つ立てずにカナンは短剣を投げる。四本の短剣は全て狙ねらい通り、標的の首筋に吸いこまれた。一いつ瞬しゆんで絶命した騎士が四人、声もなく崩くずれ落ちる。

「何!?」

「上だ！」

　短剣の刺ささり具合から投げられた位置を判断したのか、オライオンが頭上を仰あおいだ。だがその時、すでにカナンの姿は樹上から消えている。

　跳ちよう躍やくして地面に降り立つ寸前、行きがけの駄だ賃ちんに今度は左手で四本の短剣を投じる。狙った騎士の内、三人は仕留めた。オライオンだけが寸前で身をよじったため、喉のどを逸それた短剣は右みぎ肩かたに深々と突つき立った。

「ぐっ！」

　膝ひざをついたオライオンに目もくれず、カナンは茂みに飛びこんで気配を絶たつ。

「オライオン殿どの!?」

「不覚を取った。ここは一度、退くぞ」

　自身の不利を悟さとった命令に、部下たちも素直に従う。

　半数近くにまで打ち減らされた騎士たちは、負傷した僚りよう友ゆうを抱かかえて、這ほう這ほうの体ていで退たい却きやくする。カナンはあえて追い打ちはかけず、それを見み逃のがした。

「これでいい、シオン様？」




　宰さい相しよう軍の本陣に届く前線からの報告は、芳かんばしくないものばかりだった。

「ボーゼム卿の第一陣、いまだ山道の敵てき陣じんを抜けませぬ！」

「オライオン卿、手傷を負って帰陣なさりました！　山中に敵の伏ふく兵へいありとのことです！」

「ご苦労」

　幕僚や部将がざわめく中、ティメラウスは動揺を見せなかった。傍かたわらのブレストに言う。

「迂う回かい策は諦あきらめよう。山道に戦力を集中する」

「それがよろしいかと。いたずらに兵を損そこなうだけです」

「後は山道の主力だが、そろそろ第二陣を援えん軍ぐんに出す頃合いではないかな」

「そうですな──いっそのこと、第一陣は下がらせましょう」

　少し考え、ブレストはそう献けん策さくする。

「それはまだ早過ぎはしないか？」

「まだ余力のある内に、後方で休ませるのです。こちらは第二陣、第三陣と適てき宜ぎに隊を入れ替かえつつ間断なく攻め立て、一いち巡じゆんした後に鋭えい気きを取り戻もどした第一陣を再び投入する。あの狭い地形で数の利を活いかすには、これが最善かと」

「なるほど、理にかなっている。それで行こう」

「はっ──」

　一礼したブレストは、次々と指示を出す。幕僚たちも慌あわただしく動き出した。

　その中で、ティメラウスもまた席を立つ。

「第二陣には、私も同行しよう。ここまで粘る敵の顔を見てみたくなった。

　その言葉に、本陣の全員が驚おどろいた。ブレストがおさえた声で進言する。

「危険です、閣下。兵を鼓こ舞ぶなさりたいのでしたら、自分が前線に赴おもむきましょう」

「なに、アートルム卿きようの顔を見るだけだ。それが済めばすぐに戻る。何分、三年前の戦いくさでは、彼かの高名な軍師殿とお目にかかる機会がなかったのでね」

　冗じよう談だんめかした口調ながら、その目は本気だった。




　苦戦する宰相軍第一陣の中には、オウマの姿もあった。陣中で調達した鎧よろい兜かぶとと槍を身につけ、兵士の中に紛まぎれこんでいたのである。

「やるじゃないか、あの女騎士」

　周囲の味方（？）が必死の形相で槍を振ふるう中、オウマ一人が場ば違ちがいなほどにのんびりとつぶやいた。そのまなざしは、敵陣で大たい剣けんを振りかざすセレインを捉とらえている。

　桁けた外はずれの強さだった。身の丈たけほどもある大剣が一いつ閃せんする度たびに、斬り捨てられた騎士の骸むくろが空堀の底に転がり落ちていく。

「もう少し磨けば、黒天でも通じそう──」

　物見遊山気分だったオウマの目が、鋭く細まる。敵陣に標的の姿を見つけたのだ。黒衣をまとった仮面の人ひと影かげ、グラニヤの宿敵たる軍師アートルム卿その人である。

　今ここで仕掛けるべきか？　そうオウマが迷ったその時、後方から声が上がった。

「援軍だ！」

「宰相閣下がお出ましになられたぞ！」

　援軍はともかく、ティメラウスの登場には少し驚いた。軍師アートルム卿と宰相ティメラウス、両軍の実質的な大将の顔合わせである。

（それを邪じや魔まするのは無ぶ粋すいだよね）




（来ているのか、オウマ）

　一瞬だけ叩きつけられた鋭い殺気に、シオン──アートルム卿は仮面の下で顔を歪ゆがめた。

「軍師殿、あれを」

　と、近くで弓を引いていたザカリアが、柵越しに山道の方を指差す。狭せまい山道を登ってきた新手の騎士や兵士たち、その先頭を騎き馬ばが一騎のみ進んでいた。

　三〇代半ばに見える、長身の男だ。今まで攻め手を指揮していたボーゼムが慌てて馬を寄せ、馬上で大盾を振りかざしてその男を庇う。

「あれが、ティメラウス宰相殿です」

「ほう、若いな」

　自分のことを完全に棚たなに上げて、アートルム卿はそう言った。

「我が名はティメラウス・ファルケス！　エルザイム王ダマーナ３世陛下の臣であり、宰相として国政を預かっている！　軍師アートルム卿はおられるか！」

　ティメラウスは声を張り上げた。戦場の騒そう音おんの中でもよく通る、中々に見事な声である。

「撃うちますか？」

「物ぶつ騒そうなことを言うな。呼ばれた以上、顔を見せぬ訳にもいくまい」

　殺気立つザカリアを宥なだめて、アートルム卿は土ど塁るいの上に登った。

「アートルム卿？」

　土塁上のセレインは驚いたが、すぐアートルム卿の脇わきに駆かけ寄って大剣を構える。

「丁てい寧ねいな挨あい拶さついたみいる。私がアートルムだ。ローゼリア殿でん下かの招きを受け、参上した」

「貴殿があの高名な、仮面の軍師か。お初はつにお目にかかる」

　互たがいの大将同士のやり取りに、両軍の兵たちも呆あつ気けにとられて戦いの手を休めた。

「噂うわさに違たがわぬその軍略、お見事。だが孤こ立りつ無む援えんの籠ろう城じよう戦に勝機がなきことなど、当に存じておられよう。不敗の名声に傷が付く前に、城の門を開いてはいかがかな？」

「そう言われても、このアートルムはグラニヤ相手の戦こそが生なり業わい。故ゆえに東部の要かなめたる貴国が帝てい国こくに降くだられては、些いささか都合が悪い」

「降るのではない。あくまで対等の和議である。そのような物言いは、不快至し極ごく！」

「なるほど、そういう建前かな」

　舌戦を交かわしながら、アートルム卿は手札を一枚だけ切ってみる。

「それにしては少々、彼の国に深入りしているようだが。そう、まるで蜘く蛛もの糸にすらすがるかのように」

「────」

　ティメラウスは顔色を変えた訳でも、汗あせをかいた訳でもなかった。だが一瞬だけ、目め尻じりが微かすかに動く。アートルム卿が、自分の読みを事実だと悟るには、それで十分だった。

　正直な男だな、そうアートルム卿は思いつつ、言葉を続ける。

「もはや戦せん端たんが開かれた今、剣でなく舌で勝敗を競きそうのは、かえって無粋というもの」

「その言葉、後こう悔かいされぬよう」

　そう言うなり、ティメラウスは馬首を巡めぐらせた。これまた郷士上がりには見えない、達者な手た綱づな捌さばきである。

「中々に、面おも白しろき御ご仁じんのようだな」

「厄やつ介かいな相手です」

　アートルム卿のつぶやきに、セレインは真顔で答えた。




　　　　　　　３




　間断なく続く宰相軍の攻こう撃げきは、夕刻になってようやく打ち切られた。一日がかりでも陣じん地ちを抜けず、悄しよう然ぜんと山道を下りる敵軍の姿に、王女軍の将兵は歓かん声せいを上げる。

「ふん、他愛たわいない！」

「何度でも来るがいい、その度に叩たたきのめしてくれよう！」

　そんな中、セレインは傍らのアートルム卿を見やる。

「追い打ちをかけましょうか？」

「無用な賭かけに出る時ではあるまい。それよりも今は、騎士や兵士を休ませねば」

「かしこまりました。見張りは交代で立てます」

　やがて陣地後方の休み所から、煮に炊たきの煙けむりが上がった。さらに、それらに混じって──

「風ふ呂ろ、沸わいたっすよ」

　休み所では水を満たした大樽だるがいくつも並べられ、火に掛かけられている。火の番をしていたカロの言葉に、感極きわまったザカリアが拳こぶしを突き上げた。

「ありがたい！　何よりの馳ち走そうだ！」

　その大おお仰ぎような姿に、アートルム卿は仮面の下で小さく笑う。

「ザカリア殿、今日の戦で一番首の手て柄がらを挙げたのは貴殿の弓だ。故に一番風呂の栄えい誉よをもって労ねぎらいたい」

「では、遠えん慮りよなく」

　さっそく鎧よろいを脱ぬぎ散らかすザカリアから、セレインは慌てて目を逸そらした。

「子供かお前は!?　みっともない！」

「ははは、照れるな照れるな」

　馬ば鹿かみたいな笑い声を上げたザカリアだが、いきなりその笑い声が凍こおりつく。

「ロ、ローゼリア殿下!?」

　先さき触ぶれもなく山道から現れた王女に驚いたザカリアは、鎧下の服の乱れを直してひざまずいた。アートルム卿やセレインもそれに倣ならう。

「皆みんな、楽になさい」

　ネリーとルルを従えて、セレインは言った。

「本日の戦は終わったと聞き、陣じん中ちゆう見み舞まいに参りましたが、取り込み中だったようですね」

「い、いえ。左様なことは」

　恐きよう縮しゆくしたザカリアにうなずきながら、ローゼリアはネリーに目配せした。小こ柄がらな老女は、背の荷を下ろす。

「これは？」

「葡ぶ萄どう酒しゆを一樽、持参しました。皆への労いにと思いまして」

「は、はあ、しかし戦せん陣じんで酒とは……」

　困こん惑わくするザカリアの前で、ローゼリアはルルの差し出した杯さかずきに、手ずから酒を注ぐ。

「無論、酔よっぱらわれては困りますので一杯ぱいだけ。貴方あなたの武ぶ勲くんを、わたくしにも祝わせてください」

「そういうことでしたら、頂ちよう戴だいいたします」

　ローゼリアからの杯を押し頂いたザカリアは、一息に中身を飲み干した。周囲の騎士たちが、ドッと歓声を上げる。

　それを確かめたローゼリアは、ルルとネリーに目配せした。

「さあ、皆みな様さまも並んでくださいませ。ルルがお酒をお注つぎしますわ」

「その後は、しっかりお風呂で体をお休めください。人数が人数ですので、あまり長湯をされても困りますが」

　その場を二人に任せたローゼリアは、アートルム卿を手招きする。

「巧うまい手ですな。これで皆の士気も上がりましょう」

「戦ともなれば、わたくしにはこれくらいしかできませんから。ところで──」

　ローゼリアは、一人で所在なげにしているセレインを見やる。

「彼女のお風呂はどうするのです？　男に混じって、という訳にはいかないでしょうし」

「少し離はなれた場所に、専用の湯屋をあつらえておきました」

「なるほど」

　得心したようにうなずいたローゼリアだが、不意に笑った。

「シオン、一つ頼たのみたいことがあるのですが……」




　風呂の湯加減は、上々だった。

「これは、いい湯だ」

　樽の風呂に肩かたまでつかり、セレインは満足げに言った。昼の戦で疲つかれ果て、強こわ張ばった体が、心ここ地ちよく解きほぐされていく。

　陣地の外れに設けられた女風呂用の一角、樽風呂の周囲は板いた塀べいで囲われ、外からのぞけないようになっている。屋根はないため、暮れゆく空に星が瞬またたき始めるのが見えた。

「これは中々に乙おつなものですね」

「本当にいい気持ちですの」

　共に風呂へと入っていたローゼリアとルルが、そう嘆たん息そくした。

　かなり大きめの樽風呂だが、女三人で入るとやはり狭い。自然、湯の中で柔やわ肌はだ同士が密接に触ふれ合うことになる。

「申し訳ありません、セレイン。無理を言ってお相しよう伴ばんさせてもらって」

「とんでもありません」

　そう王女と騎士が言葉を交わす度たび、半ば湯に隠かくれた豊かな膨ふくらみが四つ、ユラユラと揺ゆれる。それを見たルルが、目を丸くした。

「まあ……」

　意味深な声とまなざしに、セレインが苦く笑しようする。

「あまり見てくれるな。私は女にしては背が高すぎるし、筋肉もつきすぎている。お前やローゼリア様と比べられては恥はずかしい」

「……何を贅ぜい沢たくなことおっしゃってやがりますの」

　自身のまだ薄うすい胸を確かめながら、ルルは口を尖とがらせた。言こと葉ば遣づかいまで崩くずれている。

「まあ、可愛かわいらしい」

「ひゃう!?」

　ローゼリアに背中から抱だき締しめられ、ルルが小さな声を上げる。

「大だい丈じよう夫ぶ。いずれあなたにも、きっと相応ふさわしい殿との方がたが現れますから」

「ルルに、相応しい方ですの？」

「そう、たとえば──」

　ローゼリアが耳元に小さくささやいた途と端たん、ルルの顔が真っ赤に染まる。

「殿下、ルルはまだ子供です。あまりおからかいにならないでください」

　セレインの言葉にも、ローゼリアは悪びれず笑っている。

「でしたらセレイン、あなたはどうかしら？」

　ローゼリアの白くしなやかな指が伸のび、セレインの首筋を撫なでた。

「で、殿下!?　お戯たわむれを──」

「あなたもコーディアナの家を継ついだ以上、いずれは婿むこを迎むかえねばならないでしょう？　その肌はだを許してもよい殿方が、誰だれか見つかりまして？」

「な──」

　今度はセレインが、耳まで真っ赤になった。脳のう裏りを過よぎった誰かの面おも影かげを、必死に打ち消す。

「じ、自分は生来の武ぶ偏へん者もの、不調法者です。い、戦いくさの最中にそのようなことを考える余よ裕ゆうなど、ございません」

「まあ、そういうことにしておきましょう」

　笑いながらローゼリアは、束ねた髪からこぼれるうなじのほつれ毛を、そっと撫で上げる。どこまでも優ゆう雅がで上品でありながら、同時にハッとするほど艶なまめかしいその仕草に、セレインとルルはそろって顔を赤らめた。




「何をやってるんだか、まったく」

　女湯の囲いの外で火の番をしながら、シオンはそうつぶやいた。アートルム卿きようの仮面と衣い装しようを脱いだ平服姿で、山中の遊ゆう撃げき戦から帰き還かんした──という体ていを装よそおっている。

　湯加減をうかがいつつ、積み上げた薪まきを火にくべる。囲いの中から漏もれ聞こえる少女たちのやり取りは、色々とシオンの想像を刺し激げきした。

　それは、やや離れた場所で薪まき割わりをしている、ザカリアとカロも同様らしい。

「あの向こうで、ローゼリア殿でん下かやセレインが風呂に──ハッ!?　い、いかん!!」

「……ザカリア様、以外とムッツリスケベだったんっすね」

「な、何を言うか!!　俺はその、で、殿下の玉体を拝したいとか、そのようないかがわしいことは何一つ考えておらん！　おらんぞ!!」

「ダメっすね、こりゃ」

　そんな緊きん張ちよう感のないやり取りに、シオンも噴ふき出しかける。

「ったく、戦の真っ最中だってのに──」




　　　　　　　４




　戦せん端たんが切られてから、既すでに半月あまりが経過していた。山さん麓ろくの宰さい相しよう軍本営の大天幕は、重苦しい雰ふん囲い気きに包まれている。

「ここは、一時の撤てつ退たいも視野に入れるべきでしょう」

　ブレスト将軍の進言に、半数近くの幕ばく僚りようがうなずいた。

「なぜかな？　確かに損そん耗もうは無視できる範はん囲いではないが、すでに城への陣地は半ばを落とした。ここは一いつ気き呵か成せいに攻せめ立てるべきだろう」

「まさにそれが問題なのです」

　淡たん々たんとブレストは続ける。

「我らは一〇〇〇騎き、王女殿下の手勢は精せい々ぜい一〇〇騎。兵の数ともなればそれ以上の差がありましょう。それだけの数で攻め立てながら、城への道はまだ半ばを残しているのです。城を落とすまでに、どれだけの時と損耗を費やさねばならぬのか」

　と、部将の一人が小さくつぶやく。

「なぜ、あんな頼もしい奴やつらを敵に回さねばならんのだ」

「口を慎つつしまれよ！　王女殿下はともかく、その威いを借る輩やからはただの叛はん徒とに過ぎん！」

　オライオンが、その部将を𠮟しつ責せきする。と、ブレストが再び発言した。

「自分も、似たようなことを考えております」

「将軍閣下、滅めつ多たなことをおっしゃいますな」

「一〇〇をもって一〇〇〇を防ぐアートルム卿の軍略、敵ながら真まことに見事。彼の者に我が剣けん十字騎士団五〇〇〇騎の采さい配はいを委ゆだねれば、たとえグラニヤ一〇万騎を敵に回しても、あるいは──」

「戦とはそのような単純な算術で計れるものではない!!」

　激したティメラウスが、円えん卓たくを殴なぐりつけた。

「ブレスト将軍、私は武人たる貴き公こうに対して、そのような戦の初歩を説かねばならぬのか!?　あまり私を失望させないでくれ！」

「申し訳……ございませぬ……」

　謝罪の声がわずかにふるえていたのは、自身の不明を恥じたからだろうか？　それとも宰相の𠮟責を恥ち辱じよくと受け取ったからだろうか？

　何にせよ、元より重かった大天幕の空気は、今やひどく白々しいものとなっていた。

「そもそもここは、政まつりごとを議する場ではない。すでに陛下の御ぎよ意いは示されており、我らはそのために力を尽つくさねばならぬ。撤退など論外だ」




　そういった軍議の一部始終を、オウマは密ひそかに盗ぬすみ聴きいていた。

「大変だね、忠義の御ご仁じんは」

　宰相軍の陣じん地ちから離れた、人ひと気けのない山中。密かに伸ばした糸を介かいして本営でのやり取りを把は握あくしつつ、人ごとのようにそうつぶやく。

「やはり、僕が仕し掛かける頃ころ合あいか」

　その姿は、密かに持ちこんでいた黒天騎士の甲かつ冑ちゆうに覆おおわれていた。やはり自分たち黒天の戦は、こうでなければ。

　攻こう城じよう戦は膠こう着ちやく状態に陥おちいっている。ならば、尻しりを蹴けり飛ばして戦せん況きようを動かしてみせよう。

　さて、いくか──両りよう脚あしに源力エーテルを籠こめ、オウマは駆かけ出す。甲冑の重みをまるで感じさせない、風のような速さだった。




　ラグール城を守る複数の陣地は、どれも似た造りをしている。

　狭きよう隘あいな地形を選び、山道を塞ふさぐ形で空から堀ぼりと土ど塁るい、柵さくを巡めぐらせる。今まさに戦場となっている四番目の陣地も、それは同じだった。

「来たぞ、セレイン！」

　土塁の陰かげからわずかに身を乗り出し、ザカリアが叫さけんだ。山道を登ってくる宰相軍の隊列、もはやすっかり見慣れた光景である。

「撃うつか？」

　早々と弓を構えたザカリアだが、セレインは首を横に振ふった。

「もう少し引きつけてからだ。矢の残りが少々心こころ許もとない。ここは節約しておこう」

「なるほど、道理だ」

　同意したザカリアは、周囲に大声で呼びかける。

「皆みんな、弓を射るのは俺に続け！　引きつけてから、一いち撃げきで仕留めるぞ！」

　騎士団有数の、弓の名手の言葉である。周囲からおおと同意の声が返ってきた。

「ザカリアもずいぶんとらしくなったな」

　そう言いながら、セレインは慎しん重ちように敵との距きよ離りを測る。先手は敵が取った。放たれた矢が土塁に突つき立つ。

「セレイン」

「もう少し、もう少し──よし、今だ！　いけ！」

　ザカリアに続き、味方の騎士や兵士が次々に矢を射返す。セレインは愛用の大剣を握にぎり締め、敵の突とつ撃げきに備えた。

　実のところ、そこまで慎重に構える意味は、それほどなかった。

　矢戦から早々に突撃へと移った宰相軍だが、申し訳程度に槍やりを合わせると、あっさり撤退に移ったのだ。敵味方とも、ほとんど被ひ害がいはない。

「連中、戦をやる気はあるのか」

「一〇倍の数で攻め寄せながら、毎日のように叩たたき返され、もう半月も釘くぎ付づけにされているのだ。士気も下がるだろうよ」

　そう言葉を交かわした時だった。

「いや、見事な勝利だった」

「アートルム卿、城からお戻もどりでしたか」

　黒衣の軍師の姿に、セレインは力強い笑えみを浮うかべる。

「中々に巧たくみな采配だった。これはもう、私の口出しは余計なようだな」

「全すべてはアートルム卿の策による勝利。それに此こ度たびは、少々敵が不ふ甲が斐いなさすぎました」

「確かに敵の戦意は、予想以上に衰おとろえているようだ」

　そう思し慮りよ深げに、アートルム卿がつぶやいた。

「そろそろ、機かもしれぬ。一度、こちらから仕掛けてみるか」

「何と──」

　アートルム卿の言葉に、セレインとザカリアの顔はサッと明るくなる。

　攻め寄せる敵を撃退し続けているとはいえ、防戦一方なのに変わりはない。こちらから仕掛けるという言葉は、若い騎士二人を大いに奮い立たせた。

「とはいえ、慎重に見極めねばならぬ。まずは──」

　不意にアートルム卿が動いた。陣地の右手へと、仮面越ごしに矢のような視線を送る。

「どうなされました、アートルム卿!?」

「まさか、敵の奇き襲しゆう？」

　セレインたちの声にも、軍師は答えなかった。




　カナンがそれに気づいたのは、その少し前のことだった。

「来た」

　山中に踏ふみ入ってきた敵の気配を、密みつ偵ていの鋭えい敏びんな感覚が捉とらえたのである。

　直ちに急行する。音を立てず、気配を殺し、木々の上を次々と跳とび伝う。鷹たかのように鋭するどく見開かれた目が、山中を進む影かげを見み据すえた。

　速い。生おい茂しげった灌かん木ぼくも切り立った岩場も意に介さず、急きゆう峻しゆんな山やま肌はだを凄すさまじい速さで駆け上っている。何より驚おどろいたのは、全身を覆う黒一色の甲冑だ。

（黒天騎士──〈蜘蛛アラクネ〉！）

　悟さとると同時に懐ふところから抜ぬいた短剣に渾こん身しんの源力エーテルを籠め、背後から投じる。だが黒衣の騎士は振り向きすらせず、長剣の一ひと振ふりでごくあっさり受け止める。

　それのみではない。乾かわいた音を立てて弾はじき飛ばされたはずの短剣は、そのまま投ぜられた軌き跡せきを逆しまに辿たどり、恐おそるべき正確さでカナンの元へと戻ってきたのだ。

「──!?」

　空中で身を捻ひねり、辛かろうじて短剣をかわす。自身の技わざと得え物もので殺されるという無様は、晒さらさずに済んだ。地面へと降り立ったカナンに、黒天騎士は朗ほがらかな声を掛かける。

「やあ、誰だれかと思ったらカナンか。久しぶりだね」

　兜かぶとの面で顔は見えないが、その声にカナンは聞き覚えがあった。

「オウマ様、三年ぶり」

「シオンに会いたいんだけど、取り次いでもらえるかな？」

「生あい憎にくと、多た忙ぼう。お引き取り願う」

「そうはいかないな。こちらも大事な用なんだ。悪いけど、勝手に通させてもらうよ」

　オウマの声が帯びた色が、微かすかに変わる。

「場合によっては、力ちから尽ずくでもね！」

　凄まじい速度でオウマが踏みこんだ。カナンも素す早ばやく後方に飛び退すさり、間合いを保とうとする。だがカナンの退き足よりもオウマの追い足の方が、明らかに速い。

　上段から振り下ろされるオウマの長剣。カナンは両手の短剣を交差させて受け止める。

　鈍にぶい音と共に短剣は砕くだけ散った。カナンは後ろへ跳び、オウマの剣をかわす。だがその一いつ閃せんはカナンの首筋から胸むな元もとにかけてかすめ、服の布地を引き裂さいていた。なめらかな肌はだと、艶つややかな首筋の曲線、そして控ひかえめな胸元が露あらわになる。

「と、これは失れ──」

　布地が二人の間で視界を遮さえぎった一いつ瞬しゆん、カナンは乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負に打って出た。

　右手に四本、左手に四本の短剣を、一呼吸で四度投げ放つ。乱れ飛ぶ合わせて三二本の短剣が、速さを変え、軌き道どうを変え、刃やいばの嵐あらしとなって吹き荒あれる。

「ハッ──」

　オウマの発した声は、歓かん声せいにも似ていた。
















　あるものは正面から、あるものは左右に回りこんで、あるものは山なりの軌跡を描えがいて頭上から。抜きつ抜かれつ、雨あめ霰あられと迫せまるそれに向かって、オウマは臆おくすることなく手にした長剣を振るう。

　一連なりに響ひびく轟ごう音おんが、耳をつんざく。カナンの投とう擲てき術が嵐ならば、オウマの剣けん技ぎは雷らい光こうそのもの。驚くべき速度と精密さで、迫る刃をことごとく打ち払はらった。

　虚きよ実じつ交えて飛び交う三二本の短剣は、その一本一本が必殺の源力エーテルを籠めた殺し技。オウマはその全てを一呼吸で捌さばききり──そしてその直後に来らい襲しゆうした三三本目が、彼の顔面をまともに捉えた。

　オウマの体はのけ反って後方に弾け飛び、真っ二つに割れた兜が地面に転がる。

　会心の手て応ごたえに、カナンは勝利を確信した。

　鮮あざやかな早打ちの妙みよう技ぎは、あくまで見せ技であり魅みせ技。その影に隠かくれ、動きも呼吸も殺して放った本命の一打。正面から敵手の不意を突く、間かん者じやの業わざである。

　だがカナンも知らなかった。黒天の称しよう号ごうの持つ真の意味を──

　後方に倒たおれこむかと思われたオウマの体が、ピタリと止まった。

「なっ？」

　驚くカナンの眼前、オウマは腹筋と背筋の力のみで身を起こす。

「いやあ、おしいおしい」

　嚙かみ締しめた歯と歯の間で、短剣が挟はさみ止められていた。兜を断たち割り、顔面を捉えたそれを、オウマは強きよう靭じんな顎あごの力で防いでみせたのである。

　籠められた源力エーテルによっていまだ細かに震ふるえながら唸うなりを上げる短剣を、オウマは無造作に嚙み砕いた。そのまま刃の破は片へんと血の混じった唾だ液えきを吐はき捨てる。

「密偵間者の業なんて、所しよ詮せんは小細工の寄せ集めだと侮あなどっていたよ。すまない」

　その言葉と共に、オウマは高々と左手を掲かかげる。手しゆ甲こうから伸のびた細い糸が、木こ漏もれ日にきらめいた。

　跳ちよう躍やくして間合いを取ろうとし──カナンは愕がく然ぜんとした。右みぎ脚あしが、まるで棒のように動かないのだ。見れば下草を縫ぬって伸びた糸が、既すでに右の足首に絡からみついている。

　伸ばした糸を媒ばい体たいとして、自身の源力エーテルで他者を圧し、縛しばる〈蜘蛛アラクネ〉の糸。

　まだ右脚以外は動く。咄とつ嗟さに抜いた短剣を投げ、糸を断ち切った。解放された右脚は、瞬時に自由を取り戻す。だが、そのわずかな時間が致ち命めい的だった。

「しっかり気を入れなよ、カナン。さもないと、死ぬよ」

　一瞬で間合いに踏みこんだオウマが、静かにささやく。突き出された右拳こぶしが、カナンの腹部を深々と抉えぐった。

　痛みは感じない。激しい衝しよう撃げきが腹部から脳天まで突き抜け、呼吸が停止する。

「シオ……ンさ、ま……」

　意識を手放す寸前、彼女が口にしたのは愛いとしい主あるじの名だった。




　倒れ伏ふし、掠かすれた喘ぜん鳴めいを繰くり返すカナンを置き捨て、オウマは駆かけ出した。

　すでに勝負は決した以上、とどめを刺さす必要はない。旧友の従者ならばなおさらだ。

「あれか」

　小高い峠とうげを越こえ、稜りよう線せんに出る。鬱うつ蒼そうとした木々の向こうに、古めかしい石造りの城が建っている。あれが目指すラグール城だ。

　だがこのまま押し入るというのも芸がない。峠の上で目線を変え、城の下方を見下ろす。そこには曲がりくねった山道と、そこを塞ふさぐ王女軍の陣じん地ちがあった。いまだ戦線の後方にあるため、手つかずのままである。

　行きがけの駄だ賃ちんには、ちょうどいい。

「早く来なよ、シオン。何もかも台無しになる前にさ」

　そうオウマはほくそ笑んだ。




　事態の変化は、急激だった。

「何だ、あれは!?」

　陣地の一角で、騎き士しの一人が声を上げた。敵の向かってくる山さん麓ろくでなく、城のある山頂の方向を指さしている。

　山道が、燃えていた。正確には山道の後方に設けていた、予備の陣地が。遠目にも分かるほど、火と煙けむりを噴ふき上げている。

　あれでは、もはや陣地として物の役には立つまい。

「……なんだと」

「どうやら、敵に山中を迂う回かいされたようだな」

　愕然となったセレインだが、アートルム卿きようの言葉に、ハッと我に返る。

　そう、あれは宰さい相しよう軍の奇襲に決まっている。だからこそアートルム卿は山中の迂回を警けい戒かいし、手を打っていたのだ。

　それにもかかわらず回りこまれたということは、つまり──

「まさか、シオンの身に何かが」

「分からぬ。何にせよこれ以上は、この陣地に留とどまっても意味がない。セレイン殿どの、急ぎ皆みなを取りまとめて城に戻るのだ。まことにすまないが、今日一日だけ守り抜いて欲しい。その間に、私が手を打つ」

「了りよう解かいしました──皆みんな、退くぞ！」

　セレインが張り上げた大声に、浮き足だった騎士たちが集まっていた。

「ところでアートルム卿、一体いかなる手を──」

　振ふり向いたセレインは、驚きに目を瞠みはる。先ほどまで確かにいたはずのアートルム卿の姿が、一瞬でかき消えていたのだ。




　異変は、山麓の宰相軍本営からも一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「城に、火が!?」

「何が起きている」

「ローゼリア殿でん下かはご無事なのか？」

　周囲が騒さわぐ中、ブレストは冷静に状じよう況きようを見み極きわめていた。

「火は、城から起こったのではないな。山道、おそらく陣地が燃えているのだろう」

　そう口にしたところで、ティメラウスが姿を現す。

「将軍、ひょっとして私に無断で別働隊を出したのかね？」

「自分も閣下に、同じことを聞こうと思っておりました」

　鋭い視線を交かわす二人だが、あくまで一瞬のことだった。

「何にせよ、これは好機だ。一気に攻せめるぞ」

「それは……確かに」

　わずかに躊ちゆう躇ちよしたブレストだが、すぐにうなずく。

「総攻めをかけます。指揮は私が執とりましょう」

「いや、私も前線に出る」

「閣下が!?」

　驚おどろくブレストだったが、ティメラウスの目は本気だった。

「これは、政まつりごとでもある。一刻も早くローゼリア殿下を保護し、混乱を治めねば」

「ですが──ええい、分かりました！」

　ティメラウスの言葉にも一理はある。何より今は議論の時間が惜おしい。

「すまない、貴き公こうには迷めい惑わくを掛ける」

　ブレストの同意に、ティメラウスは静かに頭を下げた。




　　　　　　　５




　王女軍のラグール城への撤てつ退たい自体は、支障なく済んだ。

　たどり着いた城門をくぐり、セレインはようやく息をつく。とはいえ、本番はこれからだ。じきに宰相軍も押し寄せてくるだろう。

　今まで戦ってきた陣地に比べ、城の造り自体は強固だ。堀ほりは深々と掘ほり下げられ、城じよう壁へきは石造り、城門の鉄てつ扉ぴもすでに補修が終わっている。

　だが山道の一方のみを防いでいれば良かった陣地と違ちがい、城の周囲は山中とはいえ開けた地形になっている。攻め手は城の全周を包囲することで、より数の有利を生かして攻めることが出来るのだ。おそらく、今まで以上の苦戦を強しいられることになるだろう。

　だというのに、騎士たちの士気は低い。

「アートルム卿は、どこにおられるのだ」

　一人の騎士がつぶやいた。その言葉は、ざわめきとなって次々に伝でん播ぱしていく。そして一人の騎士が、決定的な一言を口にする。

「まさか、軍師殿は逃にげたのではあるまいな」

「そ──」

　それは違うと言いかけ、セレインは口くち籠ごもってしまった。

「それは違う！」

　この土ど壇たん場ばでそう叫さけんだのは、ザカリアだった。

「皆、思い出してくれ。先日の俺が勇み足の独断で先走った時、アートルム卿はわざわざ皆を率いて援えん軍ぐんに来てくれた」

　セッテンたちザカリアについて行った騎士たちは、居い心ごこ地ち悪そうに身じろぎした。もっとも当のザカリアは、全く気にしていないようだったが。

「本来の目的だったローゼリア殿下救出のためなら、わざわざ危険を冒おかして俺たちを救う必要はなかったはずだ。宰相閣下の策に釣つられた俺たちを囮おとりに、殿下をお救い申し上げればよろしいのだからな。にもかかわらず、アートルム卿は来てくださった」

　不意にザカリアが、声を張り上げる。

「そんな軍師殿が、この土壇場で逃げるはずがない。俺は、そう信じている！」

　ザカリアの熱気に当てられ、新たなざわめきが伝播した。そこでザカリアが、そっとセレインに目配せする。

（ありがとう、ザカリア）

　感謝の念をこめて、ザカリアへと目礼した。次は自分が皆を引き締める番だ！

「聞いての通りだ。皆、やってくれるな？」

　相次ぐ苦く闘とうにより、今や戦える者は騎士と兵士を合わせて一〇〇名と少し。当初に比べてほぼ半減している。

　だがその全員がうなずいた。

「よろしい。では皆、配置につけ！　今こそ騎士の意地と誇ほこりの見せ時だ!!」




　城の広間の扉とびらが押し開かれ、王女軍の騎士が駆けこんできた。ローゼリアの傍かたわらで、ルルが身を硬かたくする。

「伝令です。殿下、戦せん況きようは──」

　騎士がそう言おうとした時だった。

「案内ご苦労様」

　天てん井じようから舞まい降りた黒い影かげが、騎士を一いち撃げきで斬きり捨てる。

「ローゼリア殿下で、間違いありませんね」

　見知らぬ黒尽ずくめの若い騎士が、童顔に場違いな笑えみを浮うかべて、そう言った。ローゼリアとルルを庇かばい、ネリーが前に出る。

「そういう時は御ご自分から名乗るのが筋ではございませんかな、お若いの」

「ははっ、それは正に。高貴な方の御おん前まえで、失礼いたしました」

　そう言うなり騎士は、馬ば鹿か丁てい寧ねいな仕草で礼を取った。

「我が名はオウマ・ドネル。グラニヤ帝てい国こくの臣にて、黒天騎士団の末席で〈蜘蛛アラクネ〉の称しよう号ごうを戴いただく身です。本日は真まことに失敬ながら、ローゼリア殿下の御首級みしるしを頂ちよう戴だいせよとの命を受け、罷まかり越した次し第だい」

　口上こそ馬鹿丁寧なものだったが、内容は殺人の予告である。

「黒天騎士……やはりこの一件、グラニヤが陰で糸を引いていたのですね」

「問答無用」

　言うなり騎士──オウマは剣けんを構え直す。それに応じて徒手で拳けん打だの構えを取ったネリーが、不意にその場で膝ひざをついた。

「これ──は？」

　ルルから見れば、オウマが軽く左手を振っただけで、叔お母ばが動きを止めたようにしか見えない。高々と跳ちよう躍やくしたオウマが、ネリーの頭上を跳とび越こえた。

「御ご覚かく悟ごを」

「や、やめて──」

　立ちつくすローゼリアへと襲おそいかかるオウマの姿に、ルルは掠れた悲鳴を上げる。

「誰だれか、姫ひめ様さまを助けて！」

「承知した」

　オウマの斬ざん撃げきは、横合いから突つき出された長ちよう剣けんによって、がっちりと防がれていた。眼前の鍔つば迫ぜり合いを目まの当たりにして、ローゼリアの白磁の頰ほおを汗あせがすべる。

「今のは少しばかり焦あせりましたよ、アートルム卿」

「御ご容よう赦しやあれ」

　答えるなり仮面の軍師は、手にした長剣を振り抜ぬく。オウマはその勢いに抗あらがいきれず、後方に飛び退すさって間合いを取った。

「方々、この場は私に任せてもらおう」




　オウマは混乱していた。

　まさか戦歴三〇年を超こえる軍師に、正面から力負けするとは思ってもいなかったのだ。

「殿下、逃のがれられよ。貴女あなたの戦場はここではない」

「承知しました」

　標的のローゼリアが女官たちをつれ、足早に部屋を後にする。後を追いたいのだが、突きつけられたアートルム卿の刃やいばがそれを封ふうじた。

　その構えを、オウマは確かに知っていた。

「…………シオン？」

「やはり、お前には分かるか。久しぶりだな、オウマ」

　一変した声こわ色いろで言いながら、軍師は仮面を取る。現れたのは、親友の顔だった。




　仮面を投げ捨てたシオンは、あらためて長剣を構え直す。

　呆あつ気けにとられていたオウマだが、不意に噴ふき出した。

「何だ、あの軍師殿どのの影かげ武む者しやをやっていたのか。ちょっと今のは驚いたよ」

「まあな」

　実際は異なる訳だが、それを口にする訳にはいかない。

「三年ぶりか。長かったよね」

「互たがいに色々あったようだな。まさかお前が今の〈蜘蛛アラクネ〉だとは」

「新しい〈獅子レオーン〉の方針でね。僕はまあ、お零こぼれの出来星みたいなものさ」

「謙けん遜そんは似合わないぞ」

　交かわされるやり取りは三年前と変わらぬようでいて、酷ひどく空々しく、虚むなしい。

　おそらくそれは、オウマも同じだったのだろう。その顔から、スッと笑みが消えた。現れたのは硬く、沈ちん痛つうで、微かすかに迷いと躊躇ためらいを帯びている。

　初めて見る友の顔でありながら、同時にどこかで見たことがある気もした。

「シオン、グラニヤに戻もどりなよ」

　それが、オウマの本題だった。

「三年前、ジルヴァの獄ごくで〈獅子レオーン〉が討うたれた。〈白鳥キユノクス〉と〈蜘蛛アラクネ〉はそれに殉じゆんじ、そして〈鴉コローネ〉──お前は落ち延びた。〈狼リユコス〉が〈獅子レオーン〉に繰くり上がって、黒天の空いた席は四つ。だが埋うまったのは〈白鳥キユノクス〉〈蜘蛛アラクネ〉〈狼リユコス〉のみ。〈鴉コローネ〉の称号なは、いまだ欠番のまま。他ならぬ〈獅子レオーン〉自身が、皇こう帝てい陛下と諮はかってそう決めたんだ」

「〈獅子レオーン〉──クヨウ・スラン」

　シオンにとっては尊敬する先達であり、師兄であり、妹の許婚いいなずけとして義あ兄にになるはずだった人であり、今や一族の仇あだたる怨おん敵てき。

「あの男が、俺を待っているだと？」

「そうだ」

　うなずくオウマを見て、シオンは唐とう突とつに今の彼が浮かべている表情のことを思い出した。

　そう、あれはランやクヨウと共にいた時のこと。許婚の隣となりで幸せそうに笑うランの姿を、オウマはたまにあんな顔で見ていた気がする。

「ジルヴァの獄の時、僕は帝都にいなかった。お前やランが窮きゆう地ちにあった時、友だというのに何も出来なかった。そのことは、今でも悔くいとして残っている」

　その言葉に、噓うそはないのだろう。

　彼はシオンの友だった。共に学び、共に遊び、共に笑い、そして共に戦場をくぐり抜けた。物心ついて以来、一〇年以上の時を共に過ごしてきた記き憶おくは、この胸にまるで宝石のように残っている。

　グラニヤを追われた今も、その輝かがやきは色いろ褪あせていない。

「確かにお前は、国を捨てたのかもしれない。でも──」

「断る」

　だがそれでも、シオンは躊躇わず言い切った。

　記憶の宝石は、オウマとのものだけではない。父のアドウ、母のサーヤ、妹のラン、カナンを始めとするジルヴァ家の一族郎ろう党とうたち、そして他ならぬクヨウ自身。

　それを奪うばい、踏ふみにじった者たちを、決して許すことは出来ない。

「勘かん違ちがいするなよ、オウマ。俺が国を捨てたんじゃない。国が俺を捨てたんだ」

　ごく短い、拒きよ絶ぜつの言葉。だがオウマも、きっとこの答えを予想していたのだろう。黒い手しゆ甲こうを身につけた左手で、顔を覆おおう。

「そうか──そうだよね……」

　その下から漏もれる掠かすれた声は、まるで泣いてるかのようで──

「それなら、仕方ないよね!!」

　叫びと共に、オウマは左ひだり腕うでを打ち振ふった。手甲から迸ほとばしった〈蜘蛛アラクネ〉の糸を、シオンは剣の一ひと振ふりで捌さばききる。

「残念だ。本当に残念だよ」

　その言葉と裏腹に、オウマは笑っていた。

「それにしては、嬉うれしそうだな」

「そうだね。それも、僕の本当だ」

　あっさりと、オウマは認める。

「お前と戦いたかった。お前と戦って、この三年でどれだけ強くなれたのか確かめたかった！　お前との差をどれだけ埋められたのか、あるいは追い抜けたのか、それを知りたかった!!　さあ、僕と死合ってくれ〈鴉コローネ〉!!」

　オウマの声が、尻しり上あがりに昂たかぶっていく。その顔に浮かんだのは、グラニヤの力の象しよう徴ちようたる黒天騎き士しに相応ふさわしい、戦士の哄こう笑しよう。

「そうだ、それでいい」

　対するシオンは、あくまで静かだった。

「俺は、グラニヤを滅ほろぼす。そのために残る一一人の黒天騎士、その全すべてを斬り捨てる」

　吹き上がった風が、アートルム卿きようの装しよう束ぞくを揺ゆらした。構えた剣の切っ先は、友の胸むな元もとを捉とらえている。

「お前が最初の一人だ、〈蜘蛛アラクネ〉」

　二人の黒天騎士は、同時に床ゆかを蹴けった。




　セレインの苦く闘とうも続いていた。

　城の堅けん牢ろうさに問題はない。宰さい相しよう軍は城門を破れず、ハシゴ等を用いて城じよう壁へきをよじ上ってきた。対する王女軍側は城壁上に陣じん取どり、槍やりや弓矢に投石まで交えて迎むかえ撃うつ。

　負傷した敵兵が次々に転げ落ちて地面に叩たたきつけられ、そのまま息絶える。だがその屍しかばねを乗り越えて、次々に押しかけてきた。

「数が多すぎる！」

　大剣を携たずさえ、セレインは城壁の上を駆かけ回っていた。味方が苦戦する地点を見み極きわめ駆けつけては、敵の攻こう勢せいを文字通り叩き斬る。それをひたすら繰り返していた。

（このままでは、押し切られてしまう）

　とはいえセレインにも、一つだけ逆転の策があった。いや、策と呼べるかどうかも怪あやしい乱暴な代しろ物ものだが、それでも現状では──

「見ろ！　あの旗を！」

　共に駆け回っていたザカリアが息を吞のむ。

「ティメラウス宰相の旗だな。どうやら敵の大将自らのお出ましらしい」

　セレインは城壁から身を乗り出し、敵陣の方を見やる。そこに翻ひるがえっている新たな旗は、確かにティメラウスのものだ。さらに目を凝こらすと、長身瘦そう軀くの人ひと影かげも見える。

　さすがに山道を馬では登り切れず、徒歩で城まで来たようだ。

「よく教えてくれた！　ここであの方を仕留めれば、我らの勝利だ！」

　歓かん声せいを上げるセレインに、だがザカリアは懐かい疑ぎ的だった。

「すまんがこの距きよ離りでは、俺の弓でも届かんぞ」

　陣頭に立ってはいても、ティメラウスは慎しん重ちようかつ冷静だった。こちらの弓矢の射程外に身を置き、指揮に専念するらしい。

「問題ない」

　そうセレインは答えると、足元に大剣を突き立て、背負っていた長物を手に取る。

　それは、使い込まれた一本の槍だった。

「私が投げ槍これを得意なのを忘れたか？」




　二人の黒天騎士の剣けん劇げきは、いつしか広間を飛び出し、城の屋上へと場を移していた。主戦場は城壁上に留とどまっているため、立ち会いを目にしているものは誰もいない。

「ふっ！」

　低い気勢を発しながら、シオンは鍔つば迫ぜり合いの姿勢から身を捻ひねった。そのまま折り畳たたんだ右の肘ひじを、オウマの顔面にねじこむ。手て応ごたえは浅い。咄とつ嗟さにオウマが身を引いたため、肘はその額をかすめただけだった。

「まったく、相変わらず手て癖くせが悪いね」

　仰のけ反りつつオウマが左手を振った。至し近きん距きよ離りから放たれた糸が、シオンを襲おそう。

「お前が言うなよ」

　シオンは咄嗟に跳ちよう躍やくして飛び退すさり、糸を交わす。だが伸のびたオウマの糸は瞬しゆん時じに周囲を覆い、まさしく蜘く蛛もの巣と化してシオンを捉えようと待ち受けた。

　このまま飛び降りれば、〈傀儡くぐつ〉の糸に心身を縛しばられ、それで終わる。逃れる道は、一つしかない。シオンは咄嗟に足あし下もとに風を集め、全力で蹴りつけた。風を足場に宙を舞まい、〈鴉コローネ〉は背後にそびえる城の見張り塔とうを目指す。

　だがオウマもさるもの。自身の糸を塔の屋上へと飛ばすなり、それを手がかりに跳躍、シオンを追った。

　空中で互いの軌き道どうと、白はく刃じんが交差した。斬きり結んだ二人の黒天騎士は、そのまま塔の屋上に降り立つ。

「ここで、決めようか」

「ああ」

　オウマの問いにシオンがうなずいた瞬間、不意に周囲の大気が震ふるえる。塔から見下ろす城壁の一角、そこに陣取った一人の騎士が放つ源力エーテルが、ここまで届いたのだ。

「これは──セラか!?」




　城壁上のセレインは、右手に高々と槍を掲かかげ、大きく振りかぶった。

　練り上げた莫ばく大だいな源力エーテルが全身を巡めぐり、槍へと注ぎこまれる。その内圧に耐たえきれず、右みぎ腕うでの甲かつ冑ちゆうが内から弾はじけ飛んだ。

「何と！」

　踏みしめた足元で石材にヒビが入り、足の形に陥かん没ぼつするのを見て、ザカリアが感かん嘆たんの声を上げた。
















　セレインの鋭するどいまなざしは、標的を完全に捉えている。

「もらったぞ、宰相殿どの!!」

　裂れつ帛ぱくの叫さけびと共に、必殺の一いち撃げきが放たれた。




　ラグール城を前にしたティメラウスに、腹心のボーゼムが駆け寄ってきた。

「閣下、わざわざの御ご足そく労ろう、いたみいります」

「挨あい拶さつはいい。城門はいつ破れる？」

「それは──」

　異変が起こったのは、まさにその瞬間だった。

「────ぬっ!?」

　異様な悪お寒かんに、ティメラウスは背筋を震わせた。心臓を鷲わしづかみにされたかのような感覚は、研とぎ澄すまされた純じゆん粋すいな殺意。

「いかん！　閣下──」

　同じく何かを感じたのか、ボーゼムが警告の声を発する。同時に城の方角から、何かが飛んできた。凄すさまじい速度と正確さで、ティメラウス目指し直進してくる。

　下手にかわそうとすれば死ぬ──そう直感したティメラウスは、咄嗟に抜ぬいた腰こしの剣に己おのれの源力エーテルを注ぎこみ、渾こん身しんの一撃で迫せまり来る殺意を迎え撃った。

　凄まじい衝しよう撃げきに、剣を握にぎる右腕どころか全身が骨の髄ずいまで痺しびれた。轟ごう！　耳をつんざくような爆ばく音おんが大気を揺さぶり、余波だけで周囲の騎士たちが薙なぎ払はらわれる。

（これは、投げ槍!?）

　辛かろうじて拮きつ抗こうできていたのは、ほんの一瞬だけだった。ティメラウスの剣は、ごくあっさりとへし折られる。

　ああ、これは死んだな──奇き妙みようなほど冷静に、ティメラウスはそう判断した。

　ひどく時間がゆっくりと感じられた。停てい滞たいし凍こおりついた世界の中、迫り来る投げ槍の穂ほ先さきと、城壁上からそれを放った女騎士の姿が網もう膜まくに焼きつく。

「閣下ぁっ!!」

　凄まじい大だい音おん声じようと共に、ティメラウスは横合いから突つき飛ばされた。同時に何か巨きよ大だいな壁かべのようなものが、眼前にそそり立つ。

　──炸さく裂れつ。

　凄まじい衝撃に煽あおられて、ティメラウスはそのまま地面を転がった。悲鳴すら上げる余よ裕ゆうがない。全身がバラバラになりそうなほど痛み、這はいつくばったまま虫のようにもがく。

　だが、まだ生きている。

　ようやく、世界が動き始めた。霞かすむ目で、眼前の壁を見上げる。いあや、壁などではない。自分を庇かばって立つ、忠実な腹心の部下──

「ボーゼム！」

　名を呼ぶのと同時に、巨きよ漢かんの騎士はその場に倒たおれ伏ふした。胸むな板いたから背中までを串くし刺ざしにした投げ槍が、その弾はずみにへし折れる。

「皆みな、閣下をお守りせよ！」

　遅おくればせながら駆けつけたオライオンの命令一下、騎士たちがティメラウスの周囲に壁を造る。オライオン自身は、倒れ伏した僚りよう友ゆうに駆け寄った。様子を確かめ、首を振ふる。

「事切れております」

「そうか、そうであろうな」

　分かっていた結果だ。

「すまないが、肩かたを貸してくれ」

　そう命じるティメラウスの声は、自分でも嫌いやになるくらい冷静だった。

「ティメラウス閣下、これは一体!?」

　ようやく立ち上がったところで、ブレストが駆けつけてきた。周囲の惨さん状じように息を吞のむ。

「動ずるな、敵の最後の悪あがきだ。構わず総そう攻ぜめを続けよ」

「は、あやつの仇あだを取ってご覧に入れます」

　圧おし殺した声で答えたオライオンが、新たな戦場に急ぐ。ティメラウスは城門の上に立つ騎士を、固く冷ややかな目で見上げた。

「セレイン・コーディアナですな」

　そうつぶやきながら、ブレストも剣を抜く。

「行くのか、将軍」

「は。この無益な戦いくさ、これで終わりにいたしましょう」




　城壁の上でセレインは、力なく呻うめき声を漏もらす。

「……負けた」

　ボーゼム・オランク。セレインと二度にわたって剣を交え、そして二度とも完勝した巨漢の騎き士し。すでに格付けは済んだと、内心で甘く見ていた。

　その相手にこの土ど壇たん場ばで、決定的な敗北を喫きつすることになるとは。

　いや、まだ負けてはいない。セレインは懸けん命めいに、自身を鼓こ舞ぶする。起死回生の一手が届かなかったのは痛いが、それでもティメラウス宰相は肝きもを冷やしたはず。後はただ、最後まで粘ねばり抜くだけだ。

「皆──」

　そうセレインは、声を張り上げようとする。だが、少しばかり遅おそかった。

「なんだ、あれは!?」

　騎士の一人が、城じよう壁へきから身を乗り出して呻いた。そちらを見やったセレインもまた、驚きよう愕がくに目を剝むく。

　完全武装の騎士が一人、切り立った城壁を垂直に駆け上っていた。強力な源力エーテルに支えられた練達の体術、こんなことが可能な男は、剣十字騎士団の中でも一〇人といない。

「ブレスト将軍閣下!?」

　城壁を駆かけ上った勢いのまま、ブレストは跳躍する。咄嗟にザカリアの放った矢を空中で斬り捨てつつ、セレインに躍おどりかかった。

　大上段から振り下ろされた強きよう烈れつな斬ざん撃げきを、セレインは大剣で辛うじて受け止める。だが先ほど放った投げ槍やりの大技が、彼女の体力と源力エーテルをごっそり奪うばっていた。衝撃に耐えきれず、弾はじかれたセレインはよろよろと後退する。

「ここまでだ、セレイン・コーディアナ」

　重々しく告げるブレストの背後から、宰さい相しよう軍の後続が次々と城壁上に姿を現した。




　見張り塔の上でオウマと渡り合っていたシオンにも、その情景は見えた。

「セラ──」

　女騎士の窮きゆう地ちを目まの当たりにして、シオンの動きがほんの少しだけ強こわ張ばる。

「なんだい、それは！」

　怒ど濤とうのように放たれたオウマの糸を、シオンは剣と風で防ぎきる。だが次の瞬間、死角から忍しのび寄った糸の一本が、右の上じよう腕わんに絡からみついた。

　シオンの右腕は、即そく座ざに奪われた。自身の意に寄らぬまま握った長ちよう剣けんを構え直し、その切っ先を自らの喉のどに向け、渾身の力で──

　──ゴキリ！

　鈍にぶい音と共に、力を失った右手から剣が転げ落ちる。シオンが咄嗟に、左の手刀で自身の右手首を叩たたき折ったのだ。

　同時に宙を舞ったオウマの跳とび蹴げりが、シオンの顔面に入った。

「くぁっ！」

　シオンの体は、塔上の床ゆかへと無様に転がった。眼前にオウマの剣が突きつけられる。

「これで、詰つみかな？」

「……くっ」

　折れた手首を押さえるシオンの顔が、苦痛に歪ゆがむ。それを見やるオウマの目は冷ややかで、あからさまな落らく胆たんの色があった。

「拍ひよう子し抜ぬけしたよ。お前がこの三年で積み上げたものは、この程度だったのかい？　そんなもので一族の仇を討うつ？　帝てい国こくを滅ほろぼす？　馬ば鹿かも休み休みに言ってくれ」

「お前は、腕うでを上げたな。〈蜘蛛アラクネ〉の糸を、ここまで使いこなしているとは思わなかった」

　心底から忌いま々いましげな声で、シオンはオウマを賞賛した。

「もう先代の〈蜘蛛アラクネ〉──テンギョウの爺じいさんより上かもな。あの爺さん、人にん形ぎよう遣つかいの腕は大したものだったが、芝しば居いはまったくダメだった」

「ああ、あのことか。やっぱり分かったのかい？」

「そりゃ分かるさ。お前がこの国の王様に、お姫ひめ様さまを潰つぶせって言わせたことくらいな」

　シオンのその言葉を聞いて、オウマの口元が歪み、吊つり上がる。

「大したことじゃないよ。相手はずっと寝ねたきりだったからね。眠ねむっている王様の口を借りて、アレコレと喋しやべらせただけだ。グラニヤとの和平が余の意志である、それに反対する姫はけしからん、ってね。腹話術の大道芸と大して変わらない」

「いや、俺は正直、驚おどろいたぞ。まさかお前に、一国の王様の真ま似ね事ごとができるとは思ってもいなかったからな」

「そう難しくもなかったよ。脚きやく本ほんは苦労人のティメラウス宰相に任せてたからね。僕はそれを読み上げただけ。いや、実際に読んだのはあの王様なんだけどさ」

　自分の物言いが諧かい謔ぎやくを刺し激げきしたらしく、オウマは低い声で笑った。

「中々に見物だったよ。立派なお偉えら方がたが雁がん首くび揃そろえて、偽にせ物ものの勅ちよく命めいにうやうやしく畏かしこまってるんだから。笑いをこらえるのに苦労したな。連中がいう忠義なんて、この程度のものなんだってね」

　手で顔を覆おおい、身を捩ひねり、肩を震ふるわせる親友の姿を、シオンは注意深く眺ながめる。

「お前、少し変わったみたいだな」

「まあね。不ふ愉ゆ快かいだったかな？」

「いや、そんなことはないさ。変わったのは俺も一いつ緒しよだ。それに──」

　そう答えたシオンの顔に、会心の笑えみが浮うかんだ。

「お前が変わってくれていたおかげで、助かったよ」




　城壁上の戦いは、既すでに大勢が決しようとしていた。次々と城壁をよじ上ってきた宰相軍の前に、王女軍の騎士たちはただ後退するしかできないでいる。

　その声を初めて聞いたのは、斬きり結ぶブレスト将軍とセレインだった。

『──大したことじゃないよ』

　戦場の激しい喧けん噪そうの中、いきなり耳に飛びこんできた声に、ブレストは顔をしかめる。

「何だ、今の声は？」

『──相手はずっと寝たきりだったからね』

　まさか王女軍がこちらを混乱させるために仕し掛かけた、何かの策だろうか？　いや、王女軍の騎士たちも、耳元を押さえて戸と惑まどっている。

　それは、眼前のセレインも同じだった。

『──眠っている王様の口を借りて、アレコレと喋らせただけだ。グラニヤとの和平が余の意志である、それに反対する姫はけしからん、ってね』

「なっ!?」

　今度の声には、ブレスト自身も思わず声を上げてしまった。驚きに心と太た刀ち筋すじが乱れ、振るった剣けんは空を切る。繰くり出されたセレインの反はん撃げきを、辛かろうじて受け止めた。

『──腹話術の大道芸と大して変わらない』

　怪あやしい声はまだ続いている。

「ブ、ブレスト閣下──これは、一体？」

　右みぎ隣どなりで剣を振るっている騎士など、あからさまに動どう揺ようしている。このような児じ戯ぎに惑まどわされるな、そうブレストが声を張り上げようとした矢先だった。

「あ、あれを！」

　左隣で槍を構えた騎士が、そう叫さけぶ。まるで女子供のように小こ柄がらな、ブレストも名を知らない騎士だった。城のほぼ中央に立つ、見張り塔とうを指差している。

　ブレストは塔の屋上へと目を凝こらす。対たい峙じする二人の騎士のうち、一人には見覚えがあった。一度だけティメラウス宰相に同行したグラニヤ側との密談、ダルクという名の外交僧そうの傍かたわらにいた──

「オウマ・ドネル──グラニヤの黒天騎士だと!?」

　ブレストの叫びに、周囲は凍こおりついた。

『──そう難しくもなかったよ。脚本は苦労人のティメラウス宰相に任せてたからね』

　ああ、間ま違ちがいない。あのオウマという黒天騎士の声だ。ならば彼が吹ふい聴ちようしている内容も、その通りなのか？　何か怪しげな詐さ術じゆつを用いて、畏おそれ多くも国王に、ローゼリア王女追討の偽ぎ勅ちよくを出させたのか？　それもティメラウス宰相と組んで──馬鹿な！

「シオン、なぜお前が黒天騎士と──」

　絶句したセレインが、真っ青な顔でブレストをにらむ。

「閣下、真まことですか!?　あの騎き士し──黒天騎士が言ってることは、真に……」

「────」

　答えられず立ち尽つくすブレストは、先ほどグラニヤ騎士の存在をほのめかした小柄な騎士が、いつの間にか姿を消していたことに気づかなかった。

　当然ながらその騎士が実は若い娘むすめであり、かつ王女軍の軍師アートルム卿きようの従者であることなど、知る由よしもなかった。




（正直、厳しい）

　戦場で調達した騎士の甲かつ冑ちゆうを着こみ、カナンは内心で呻く。

　オウマから受けた拳けん打だの痕あとは、いまだ下腹で激しく疼うずいている。秘伝の薬と源力エーテルの制せい御ぎよで無理に体を動かしているものの、少しでも気を緩ゆるめれば意識が飛びそうだ。

　だが主あるじの命を遂すい行こうするまでは、まだ倒たおれる訳にはいかない。カナンは宰相軍の一員に扮ふんしたまま、ラグール城の戦場を移動する。

『──僕はそれを読み上げただけ。いや、実際に読んだのはあの王様なんだけどさ』

「……我々は、宰相閣下に騙だまされたのでは？」

　響ひびきわたるオウマの声に合わせ、カナンはささやき声でそれを煽あおっていった。

『──中々に見物だったよ。立派なお偉方が雁首揃えて、偽物の勅命にうやうやしく畏まってるんだから』

「……そもそもなぜこの戦場に、グラニヤの騎士がいる？」

　オウマとカナン、その二つの声は、あっという間に宰相軍へと広まる。

『──笑いをこらえるのに苦労したな。連中がいう忠義なんて、この程度のものなんだってね』

「……閣下は、王女殿でん下かをグラニヤに売り渡すつもりなのか？」

　とはいえ驚きは王女軍の将兵も同じ。敵味方とも何が正しいのか分からず、戦う理由を見失ってしまった。




　戦場に訪おとずれる奇き妙みような停てい滞たいと混乱、それは二人の黒天騎士からも見えた。

「まさか、シオン──」

「ああ、そのまさかだ」

　オウマの眼前で、シオンは苦痛に脂あぶら汗あせを滲にじませながら、それでも笑う。

「俺の〈風ふう陣じん〉の、ちょっとした応用だ。風は大気の流れ、音は大気の震え。ならば風を介かいして、音を操あやつることだって無理じゃない。こうやってお前の声を城中に響かせてやったり、とかな」

「…………くっ」

　オウマは歯は嚙がみをした。〈風陣〉の応用に加え、エルザイム王に〈傀儡くぐつ〉を使ったという言げん質ちを引き出した弁舌と駆け引き、何よりその策を練り上げた知略。オウマの知るシオン・ジルヴァとはまるで別人である。

　いや、策自体はアートルム卿の練ったものだろうが──

「まさか──」

　息を吞のむオウマの前で、シオンがにやりと笑う。同時に左手で剣を拾い上げると、屋上の石いし畳だたみに切っ先を突つき立てた。

　解き放たれた渾こん身しんの源力エーテルが、塔の天てん井じようそのものを崩ほう落らくさせる。

「何!?」

　濛もう々もうと立ちこめる粉ふん塵じんの中、シオンとオウマは虚こ空くうに投げ出された。




「シオン！」

　その情景を見たセレインは、半ば悲鳴じみた声を上げた。

「行け、セレイン」

　ブレストが、重々しくそう告げる。

「お前はローゼリア殿下のもとに赴おもむけ。何があっても殿下をお守りするのだ。私はティメラウス閣下に、事の真しん偽ぎを確かめる。他の者はこれ以上、動くことはまかりならぬ！」

　両軍の騎士にそう命じるなり、ブレストは城じよう壁へき上から身を躍おどらせた。

　残された騎士たちも、戸惑いながら剣を引く。

「妙みようなことになったな。どうする、セレイン？」

「決まっている。姫のもとに急ぐぞ！」

　ザカリアの問いにそう答えるなり、セレインは駆かけ出した。




　崩くずれ落ちる天井の石材と共に、シオンとオウマは吹ふき抜ぬけ構造になった見張り塔の内部を落下する。

「くっ」

　呻うめいたオウマは、内壁に刻まれた階段へと糸を飛ばした。体を支え、内壁に張りつくようにして右手の剣を構え直す。

　シオンもまた風を操って落下を制御し、階段に降り立つ。折れた右手の代わりに、左手で剣を構えていた。

　軍師の黒衣をまとったその姿を、オウマはにらむ。

「お前がアートルム卿なんだな、シオン」

「ああ、その通りだ」

　うなずくシオンに、オウマの顔がクシャリと歪ゆがんだ。

「ずるいじゃないか。僕は騎士としてお前を追いかけていたのに、そんな全く違ちがう高みに至っていたなんてさ。本当に、ずるい」

　そう肩かたを震わせながらも、構えた剣の切っ先はピタリとシオンに向いていた。

「まだ、やるんだな」

「当然だ！」

　オウマが吼ほえる！

「騎士としての僕はまだ負けていない！　まだ僕の全てを、お前に見せていない！」

「そうかよ──そうだな。ああ、最後までとことんやろう」

　もはや、言葉は不要だった。シオンも、オウマも、内壁を蹴けって跳ちよう躍やくする。

　二人の黒天騎士は、最後の激げき突とつを迎むかえようとしていた。




　戦場の奇妙な停滞と混乱を、ティメラウスが目まの当たりにしたのは、ラグール城の城門前だった。

「これはどういうことですかな、閣下？」

　城壁から降りてきたブレストが、押し殺した声で詰きつ問もんした。その顔は、紙のように青ざめている。

　ティメラウスに詰つめ寄りながら、その手は既に腰こしの剣に伸のびている。

「お、お待ちください！　ブレスト将軍ともあろうお方が、このような……その、流言？──に惑わされるのですか!?」

　割りこんだオライオンが、懸けん命めいにブレストを宥なだめる。だがティメラウス自身は、愕がく然ぜんと棒立ちになっていた。

（馬ば鹿かな……なぜ……なぜ……？）

　暴ばく露ろされた真実に、視界がぐにゃりと歪んだ。どっと汗あせが噴ふき出す。

「流言──流言だと！　ティメラウス閣下、真にそうなのですな！　はっきり明言していただきたい！」

「あ、ああ──」

　ブレストの剣幕に、ティメラウスは我に返った。

　城中の注目が、自分に集まるのを感じる。無理にでも自軍を𠮟しつ咤たし、流れを変えねばならない。あんな荒こう唐とう無む稽けいな話、少しでも冷静になれば、誰だれも信じないに決まっている。たとえそれが、紛まぎれもない事実だとしても。

　だがティメラウスがその言葉を発することはなかった。軋きしんだ音を立て、城門が内から開かれる。

「語るに落ちましたね、ティメラウス」

　涼すずやかな声と共に、ローゼリアが姿を現した。




　その時、ラグール城の見張り塔とうで繰くり広げられていたのは、騎士の常識を突き抜けた超ちよう常じようの闘とう争そうだった。

「しゃっ！」

　鋭するどい気勢と共に、オウマが糸を続け様に放った。ぶら下がり、手た繰ぐり、あるいは足場とし、次々と糸を切り替かえつつシオンに迫せまる。

　塔そのものを己おのれの巣と化し、〈蜘蛛アラクネ〉が踊おどり狂くるう。

「はっ！」

　迎え撃うつシオンもまた、体術の極限を超こえていた。風を纏まとったその動きは、もはや跳躍というより飛ひ翔しように近い。

　張り巡めぐらされた糸をかいくぐり、〈鴉コローネ〉が羽ばたく。

　風と糸が鎬合い、その間を縫ぬって刃やいばと刃が火花を散らす。いつ果てるともなく続く死し闘とうの天てん秤びんは、だが急速に傾かたむいた。

「くっ」

　空中でオウマと斬きり結んだシオンが、苦鳴を漏もらす。左手一本ではオウマの打ち込みに耐たえきれず、背後に弾はじき飛ばされた。

　辛かろうじて階段に降り立ったシオンだが、大きく体勢を崩す。それを好機と見て取ったオウマが、頭上から躍りかかった。繰り出される多た彩さいかつ怒ど濤とうの連撃を、シオンは左手一本で捌さばききれない。

　半ば苦し紛れで放った左の回し蹴りを、オウマは易やす々やすとかわした。だが、それはあくまで牽けん制せい。狭せまい階段状で右みぎ脚あしを軸じくに体を回転させながら、そのままの勢いで右の肘ひじ打ちを繰り出す。オウマの意識外にある右みぎ腕うでの一いち撃げきが、その顔面を狙ねらい──

「がっ!?」

　鈍にぶい音と共に苦鳴を漏らしたのは、シオンの方だった。

「甘いよ」

　シオンの肘まで、オウマは読んでいたのだ。その一撃に合わせ、剣けんの柄つか頭がしらを叩たたきこむ。シオンの右腕は手首に続き、肘まで砕くだけた。




「姫ひめ様さま、その……どうなっておりますの？」

　事情も状じよう況きようも分からずに戸と惑まどうルルの頭を、ローゼリアは微笑ほほえみながら優やさしく撫なでる。

「大だい丈じよう夫ぶ、あとはわたくしに任せなさい」

　ネリーにルルを任せ、ローゼリアは城門から踏ふみ出した。

　ここからが、自分の戦争である。

「ローゼリア様……」

「王女殿でん下かだ」

　停滞した戦場の中、彼女の姿を見ただけで両軍の騎士たちがざわめいた。今から自分は、本当のことだけを並べ立てて、彼らの全すべてを騙だまさなければならない。

「この戦いくさの前、ある方からうかがいました。この国に妖あやかしの外げ法ほうを操あやつるグラニヤの騎士が忍しのびこみ、此こ度たびの戦はその差し金だと。信じられないという私にその方は、その証あかしを明らかにすると仰おつしやいました。グラニヤの〈蜘蛛アラクネ〉が張り巡らせた企たくらみの糸を、白日の下もとに晒さらすと。彼は──アートルム卿きようは正しかった」
















「アートルム卿だと？」

「やはり軍師殿どのか」

　まずは皆みんなの気を引けた。内心で手て応ごたえを感じつつも、ローゼリアは沈ちん痛つうな面おも持もちを造った。うつむく顔の角度には、細心の注意を払はらう。

「思えばわたくしは信じられなかったのではなく、信じたくなかったのでしょう。そのような恐おそろしい外法の存在が、ではありません。外法に魅み入いられ、密ひそかにグラニヤの軍門に降くだった者が我が国にいるということを」

　ローゼリアはそこで顔を上げ、真まっ直すぐに相手を見つめた。瞳ひとみを潤うるませ、高からず低からず声を震ふるわせる。

「ティメラウス、あなたなのですね」

　糾きゆう弾だんしてはならない。あくまで自分は悲しみ、問いかけるという形でなければ。そうしてこそ聞く者に、自分の言葉が真実だと錯さつ覚かくさせられる。

「わたくしは、あなたこそ真の忠臣だと信じていました。たとえわたくしたちが政まつりごとの場で相争っていたにせよ、それはあくまでこのエルザイムを愛するが故ゆえ。目指す国の形が異なるからこそ道を違たがえたのだと、そう信じていましたのに」

「お待ちください、殿下!!　人の心を惑まどわし体を操る外法など、そのような妄もう言げんをいつの間に吹きこまれたのです。まったくもって、荒唐無稽な──」

　たまらずティメラウスが、声を張り上げた。彼としては、そう反論せざるを得ないだろう。そしてそれは正しい。故に彼女は、最後の手札を切った。

「殿下──」

　ティメラウスの言葉が止まった。ローゼリアの白い頰ほおを伝う、汚けがれなき涙なみだを見たのだ。

「どうしてなの、ティメラウス」

　流す涙は一ひと滴しずくのみ。それ以上は弱さと取られてしまう。

「なぜ陛下を……ご病気のお父様を、グラニヤの外法に委ゆだねたの？」

　忠臣の裏切りに嘆なげき悲しみながら、気き丈じように気高く耐える姫──その姿を示さなければ。

　周囲の騎き士したちに、そして誰よりもまずティメラウスに。

「お、おおお──」

　ティメラウスが呻き声を上げた。両手で顔を覆おおい、その場にガックリと膝ひざをつく。

　そう、分かっていたことだ。ティメラウスは紛れもない忠臣であり、その忠義は何よりも国王ダマーナ３世に向けられている。グラニヤの裏門技で一時とはいえ主君を傀かい儡らいとする不忠を、理性は必要と見なしていても、感情では耐え難がたいほどの葛かつ藤とうがあったはず。

　ローゼリアの知るティメラウスとは、そういう騎士である。ならばその情の部分を、女の涙で突つけばいい。

　果たして、効果は覿てき面めんだった。力なくうずくまったティメラウスを、周囲は愕然と見やっている。腹心であるはずのオライオンも、その例外ではない。

　それはティメラウス・ファルケスという男の、人としての善良さの顕あらわれであり、かつ政を為なす者としての限界でもあった。

「皆の者、武器を捨てなさい。この空むなしき戦を、これで終しまいとします」

　ローゼリアの声に、騎士たちは互たがいにおずおずと顔を見合わせ、一人、また一人と剣を手放す。王女軍も宰さい相しよう軍も、もはや関係ない。

　この瞬しゆん間かん、勝敗は決した。




（勝った！）

　階段でよろめくシオンに斬りかかりつつ、オウマは半ば勝利を確信していた。

　剣術と体術を組み合わせたシオンの独自の闘法は、彼の父であるアドウ元げん帥すいから伝授されたもの。厄やつ介かいだが片かた腕うでしか使えない今ならば──

「はあああっ!!」

　オウマの渾こん身しんの一撃を、シオンは左手のみの受け太だ刀ちで防ごうとする。無む駄だだ！　そのまま一気に押し切る！

　刃と刃が交差した瞬間、だがオウマは驚おどろきに目を剝むいた。

　オウマの斬ざん撃げきを、シオンは正面から受けようとしなかった。自身の刃を傾け、絶ぜつ妙みようの角度をつけることにより、受け流したのだ。

　激しく散る火花。オウマの剣はその勢いを削そがれつつシオンの刃の上で滑すべらされ、鍔つば元もとで受け止められた。すかさずシオンは手首を捻ひねり、刀身と鍔の交差する十字の部分でオウマの剣を挟はさみこみ、搦からめ捕とる。

　左手一本によるものとは思えない、繊せん細さいかつ華か麗れいな剣技に、オウマは見覚えがあった。（まさか！）

　搦め捕られたオウマの剣は宙を舞まった。そのまま伸びたシオンの剣は、死に体となったオウマの左脇わきの下、甲かつ冑ちゆうに空いたわずかな隙すき間まに入る。

　感じたのは、痛みではなく熱さだった。視界が赤く染まり、足から力が抜ぬける。

「────かはっ」

　こみ上げた血の塊かたまりを吐はき出しながら、オウマは倒たおれ伏ふした。




「此度の乱で、わたくしは確信しました。わたくしがグラニヤへの従属を拒こばみ続けてきたのは、決して間ま違ちがっていなかったのだと」

　ラグール城の中庭では未いまだ、ローゼリアの演説が続いていた。

「あのような恐ろしい外法を用いて人心を惑わし操るグラニヤに、この大陸の未来を委ねることなど出来ません。エルザイムの王女として、そして旧ふるきアトーシャの血を今に受け継つぐ者として」

　ハッとティメラウスは顔を上げた。ローゼリアが今この場で何を言おうとしているのか、それを悟さとったのである。

「故にわたくし、ローゼリア・ラセル・ウナト・エルザイムはここに宣言します！　アトーシャ皇室に連なる者の義務として、グラニヤの覇は道どうを阻はばむため、我がエルザイムの王道による大陸再統一を目指すと!!」

　銀の髪かみと紫むらさきの瞳──アトーシャ皇室の証を煌きらめかせ、ローゼリアはそう宣じた。

「エルザイムの騎士たちよ、あなた方もまた誇ほこり高きアトーシャの武人もののふの末まつ裔えい。どうかその力を、わたくしの理想のために貸して欲しい。そう、願います」

　一瞬の沈ちん黙もくは、怒濤の歓かん声せいと万ばん雷らいの拍はく手しゆに取って代わられた。

「ローゼリア殿下万歳!!」

「エルザイム万歳!!」

「グラニヤ何するものぞ!!」

　つい先ほどまで敵味方に分かれ殺し合っていた騎士兵士が、互いに肩かたを組み、声を合わせ、そろって拳こぶしを突き上げる。

　今この場にいる全ての者の心を、ローゼリアはつかんでみせたのだ。

（何ということだ……）

　呆ぼう然ぜんとするティメラウスに、ローゼリアは微笑みながら繊せん手しゆを伸のばす。

「ティメラウス・ファルケスよ。あなたもまた、エルザイムの臣。今一度わたくしのために、その智ちと才さいを用いてくれませんか」

　ティメラウスの体が、小刻みに震え出す。今のローゼリアの言葉を聞いて身の内に溢あふれ出したのは、紛まぎれもない歓かん喜きだった。

　あの手を取ることが出来れば、どれだけ素す晴ばらしいことだろう。

　前非を悔くい、美しく英明な主君に自身の全てを捧ささげ、己おのれの才を振ふり絞しぼって理想と野ゆ心めの果てを目指す。その輝かがやかしき苦難の道を思うだけで、歓よろこびに身が震えるほどだ。

　だが──

「グラニヤと通じ、陛下と国を謀はかった私を赦ゆるされると？」

　答えるティメラウスの声は、冷ややかだった。

「そうです。それがわたくしの目指す王道です」

「ですな」

　突き放した一言だった。

「か、閣下、ここは一ひと先まずローゼリア殿下のお慈じ悲ひに──」

　そう訴うつたえるオライオンに構わず、一歩を踏み出す。

「殿下、それは寛かん容ようでも慈悲でもありません。ただの甘さであり、そして弱さだ。その程度の御ご覚かく悟ごで、グラニヤと大陸の覇は権けんを争おうなど、笑しよう止し千万！　やはり殿下にはエルザイムを任せられませぬ！」

　言うなりティメラウスは、腰こしの剣を抜き放った。

「閣下、それ以上は──！」

「乱心なされたか、ティメラウス殿！」

　オライオンが組み付いてでも止やめようとし、ブレストは剣けんを抜く。だがわずかに遅おそい。

「覚かく悟ごなされよ、ローゼリア殿下！」

　源力エーテルを籠こめた疾しつ走そうで、一息に間合いを詰つめる。

　迫せまるティメラウスを見やりながら、だがローゼリアは恐れも揺ゆらぎもしていない。その唇くちびるから漏もれたのは、静かな一言のみ。

「──セレイン」

「はっ!!」

　静かな命令に従い、金きん髪ぱつの女騎士が躍おどり出た。

「宰さい相しよう殿どの、お手向かい致します」

「────」

　勝負は一瞬で決した。

　セレインが大上段から振り下ろした大剣は、ティメラウスの長剣を叩たたき折り、左ひだり肩かたから右脇にかけて一息に斬きり捨てる。致ち命めい傷しようだった。赤い血がしぶき、ティメラウスの体は力なく倒れ伏す。

「そうだ……それでいい」

　死に際ぎわに彼が浮うかべたのは、満足げな笑えみだった。




　仰あお向むけに倒れたオウマを、シオンは無言で見下ろした。

　確かな手て応ごたえが、まだ左手に残っている。もはや何をしても助かるまい。青ざめた顔には、すでに死相が浮かびかけている。

「とどめが欲ほしいか？」

　低い声でそう問いかけると、オウマは薄うすく目を開いた。

「いや、いらない。三年ぶりに会えたんだ。最さい期ごにもう少しだけ話がしたいな」

「そうか」

　死へと至る苦痛の中で、それでもオウマは笑っていた。

「さっきの技わざは、お前のお袋ふくろさん──サーヤ様の双そう剣けん技ぎだろ？」

「よく気づいたな。左手でも右手同様に剣を使えるよう、こっそり習ってたんだよ」

　実戦で使うまで追い詰められたのは、今日が最初だったが。

「僕にも教えずに、かい？　やっぱりお前はずるいやつだ」

「かもな」

　言葉が途と切ぎれた。そもそも何を語れというのか？　道を違たがえ、自身の手で斬り、今や死に瀕ひんした友を相手に。

「何て顔をしてるんだよ。黒天騎士を、みんな斬るんだろ？　その最初の一人でこれじゃあ、先が思いやられる。こんなことじゃ──」

　何かを言いかけたオウマだが、不意に口をつぐむ。

「どうした？」

「教えてやらない」

　オウマが咳せきこんだ。末期の苦痛に血を吐きもがきながら、言葉は止まらない。

「せいぜいお前も、あのことを知って苦しむといいさ……。悩なやみ、もがき、這はいずり回りながら、それでも進むといい……」

　怨えん嗟さとも激げき励れいともつかない言葉が、途切れ途切れに漏れる。

「そうだ……どこまでも、進め……。シオン、お前は僕の──」

　声が、途と絶だえた。光を失った虚うつろな目が、ただ空に向けられている。

　物言わぬ骸むくろとなり果てたオウマの傍かたわらで、シオンはただ立ち尽つくした。

「──シオン様」

　背後からかけられる、忠実な従者の声。

「ご苦労だったな」

　カナンに背を向けたまま、シオンは労をねぎらう。

　今、振り向く訳にはいかない。

　今の顔は、彼女にも見せられない。

「…………」

　カナンは何も言わなかった。無言でシオンに寄り添そい、その背を抱だき締しめる。

「カ、カナン!?」

　シオンの身と心を、ただ包みこむ。昔から彼女がそうしてくれていたように。

　熱いものがこみ上げてきた。シオンは目元を左手で覆おおって、懸けん命めいにそれをこらえる。

　──今ここで泣いてしまえば、自分はもう二度と立ち上がれない。

　一ひと滴しずくだけこぼれ落ちた涙なみだが、死せる友の頰ほおで弾はじけた。




　ティメラウスの傍らに膝ひざをつき、セレインは見開かれたままの目ま蓋ぶたを閉じた。傍らのローゼリアが、自身の上着を脱ぬいで遺体の上にかける。

「ご苦労でした。嫌いやな役をさせましたね」

「いえ、これが私の務めです」

　立ち上がったセレインは、ティメラウスの遺体に騎き士しの礼を取る。ローゼリアもその隣となりで、深々と頭を下げた。

「先ほどティメラウスは、手を差しのばしたわたくしを、甘く弱いと断じました。それはもしかすれば正しかったのかもしれない。ですがわたくしは、それをあらためる気はありません。それこそが、わたくしの信じる道なのだから」

　顔を上げたローゼリアが、再びそう言葉を紡つむぐ。

「これからもわたくしは手を差し伸べ続けましょう。かつて敵であった者にも。そして新たに馳はせ参じた者にも。そう、この方のように」

　その言葉と同時に、城本館の入り口が開いた。現れた黒衣の姿に、城中がどよめいた。

「おお、アートルム卿きよう！」

「軍師殿だ！」

　勝利の立役者に向かい、惜おしみない歓声が上がる。

「さすがです、アートルム卿」

　セレインが、熱い吐と息いきを漏らした。潤うるんだ両の目が仮面の軍師を見やり──

「シオン！」

　その背後で力なくうずくまる、騎士の姿に気づいた。

「行ってお上げなさい」

　ローゼリアが、小声でそう言った。セレインだが、一礼すると駆かけ出す。

「シオン様！」

　ルルも、それに続く。

「よう、セラちゃんに嬢じようちゃん」

　疲つかれ切った笑いを浮かべながらシオンは答えた。

「その右みぎ腕うで──酷ひどい怪け我がですの」

「折れているな。手当てはしているようだが」

「なーに、命に別状はないさ」

　そのままシオンは、背後の壁かべにもたれかかった。セレインも素す早ばやく腰を下ろし、その体を支える。

「何があった？」

「アートルム卿と二人で、グラニヤの黒天騎士を城の屋上まで誘さそい出した」

「！──そうか、やはりあれはお前とアートルム卿だったのか」

　驚おどろきながらも、納なつ得とくできる言葉だった。

「何でもあの当たりは、ちょうど山の風の通り道になってるとかでさ。うまく頃ころ合あいを見計らえば、屋上での話し声が城中に響ひびき渡わたるって寸法らしい。そいつでアートルム卿が舌先三寸で、あいつから王様や宰相のあれこれを白状させたって塩あん梅ばいだ」

「なるほど、聞くだに見事な策だ」

「その後が大変だったけどな。嵌はめられたことに気づいて怒いかり狂くるった黒天騎士相手に、丁ちよう々ちよう発はつ止しの大立ち回りだ。あやうく殺されるかと思ったぜ」

　その言葉に、セレインはハッとなった。

「まさか、お前──グラニヤの黒天騎士を斬ったのか？」

「ああ」

　そう力なく答えるシオンに、セレインは生なま唾つばを飲んだ。

　シオンが一流の騎士だということは、セレインも知っているつもりだった。だがまさか黒天騎士を、あのグラニヤの力の象しよう徴ちようを打ち倒たおすほどのものだったとは──

「セラお姉様？」

　怪け訝げんそうなルルの声も、耳に入らない。目の前にいる男が、急に得体の知れない怪かい物ぶつのように思えてきた。

　──お前は一体、何者なんだ？

　そう問いかけようとした矢先、セレインはシオンの顔に残る涙の跡あとに気づく。

「シオン、泣いたのか？」

「ん」

　一いつ瞬しゆん、言葉に詰まったシオンが、目を逸そらす。

「色々あったんだよ」

　ただ、それだけだった。

　それだけのやり取りで、セレインの心身を捉とらえていた怯おびえが、跡形もなく霧む散さんする。

「そうか、色々あったのか」

　セレインはそう言うと、その場にしゃがみこんだ。抱き止めたシオンの肩口に、顔をうずめる。

「まあ！」

　何やら意味深な声を上げたルルが、顔を真っ赤にする。

「お、おい、セラちゃん──」

「あまり心配させるな、ばか」

　顔をあげないままセレインは、か細い声でそうつぶやく。それを見たシオンは、セレインの金髪を優しく撫でた。

「ありがとう」
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「どうかごゆるりと、王女殿でん下か」

「ご苦労です」

　老おいた侍じ従じゆう長の案内に従い、ローゼリアはその部屋にただ一人で踏ふみこんだ。

　エルザイムの王城たる星せい霊れい宮きゆう、その一角に建てられたベルセア小宮殿の、奥まった一室である。豪ごう奢しやな寝しん台だいの枕まくら元もとに、ローゼリアは歩み寄った。そこに横たわる、この国で随ずい一いちの貴人と会うためにである。

「お父様、ローゼリアです。ただいま参りました」

「おお、ローゼリアか。よく来た、よく来た」

　病やまいでやつれた顔に微かすかな笑みを浮うかべ、エルザイム王ダマーナ３世はそう言った。

　ダマーナ３世が目覚めたのは、ラグール城の戦いの三日後だった。ローゼリアが王都アクベに戻もどった、まさにその日である。

「余が眠ねむっておる間に、様々なことがあったらしいな」

「はい、様々なことが」

　一言で済ませられることではないのだが、ローゼリアはそう言い切る。そんな愛まな娘むすめの顔を、ダマーナ王はじっと見やった。

「大陸再統一か。ずいぶんと吹ふいたではないか」

「わたくしは、お父様の娘ですので」

「なるほど、そうであったな」

　ダマーナ王は、遠い目をしてつぶやく。

「余も若いころは、そのような野心を抱いだいたこともある。我こそアトーシャの血に連なる正統な後こう継けい者しやと名乗りを上げ大陸の覇はを競きそおうとな。だが器うつわも力も、余にはなかった。サイラス、ダルカン、ティメラウスといった良き臣に恵めぐまれながら、余に出来たのはただ、父祖から受け継ついだこの国を小しよう心しん翼よく々よくと守り抜ぬいただけ」

「そのようなことをおっしゃらないでください。この乱世で、ただ国を保つことがどれほどの難事か、わたくしにも分かります。もしお父様が真まことに凡ぼん庸ような王であったのなら、三年前にグラニヤが攻せめてきた際、エルザイムは終わっていたでしょう」

「はは、嬉うれしいことを言ってくれる」

　ダマーナ王の笑い声は、ひどく掠かすれていた。

「お前は征ゆくのだな、ローゼリア」

「はい、征きます」

「玉座はいるか？」

「いいえ、今はまだ」

　ローゼリアは、首を横に振ふる。

「此こ度たびの乱に加えてお父様が退位までなされては、人心が揺ゆれましょう。故ゆえに今は、摂せつ政しようの座をおねだりさせていただきます」

「なるほど、お前らしいな」

　同意のうなずきで、王は娘に答えた。

「余はこの星霊宮から、いやアクベの都から出ようと思う」

「お父様？」

「レナーティアの離り宮きゆうに移るつもりだ。お前の亡なき母が愛し、今は静かに眠るあの地で、お前とこの国の行く末を見守りたいのだ」

　そう告げる父の、枯かれ木のように細くなった手を、ローゼリアはひしと握にぎり締める。

「お父様が安心して静養なされるよう、エルザイムを導いてごらんにいれます」

「うむ」

　満足げにうなずいたダマーナ王は小さく息をつく。

「最後に一つ、これだけは言っておく」

「何でしょう」

「此度の乱で、これ以上の血を流してはならぬ。戦場での討うち死にならまだしも、宮きゆう廷ていでの粛しゆく清せいは、必ずやお前の征く道を狭せばめるぞ」

「もちろんです」

　キッパリとローゼリアは即そく答とうした。

「多くの士が逝ゆきました。わたくしにもっと力があれば、もう少し賢かしこければ、避さけられたかもしれぬ死です。特にティメラウス。彼にはあのようなところで死んで欲しくなかった。もっとこの国のため、その才を役立てて欲しかった」

「…………」

「かような無益な死をこれ以上、増やしたくはありません」

「そうか、分かっておるならそれでいい」

　ダマーナ王は、静かに目を閉じる。

「自じ儘ままにするがよい、ローゼリア──我が愛いとしき娘よ」

　寝ね息いきを立て始めた父王の顔を、ローゼリアはいつまでも見ていた。




　王都アクベはエルザ湖および上下エルザ川の水上交通の要かなめであり、エルザイム国内でも有数の良港を有している。

　アクベ港の桟さん橋ばしを、シオンとセレインはゆっくりと進んだ。桟橋の先には〈あかつき〉号が、ひっそりと係留されている。その〈あかつき〉号に乗る乗客の見送りが、今日の二人に与あたえられた使命だった。

「もう出港準備はできてるっす。後はお客さんが乗り次し第だい、船を出しますんで」

〈あかつき〉号の甲かん板ぱんから、船頭の息子むすこであるカロがそう声をかけてきた。うなずいたシオンは、背後の親子連れを振り返る。

「まあ、そういうことです。俺たちが言うのも何ですが、お達者で」

「ご足労をおかけしました」

　頭を下げた母親と対たい照しよう的に、息子はむっつりと押し黙だまっている。

　亡きティメラウス宰相の遺した家族、妻のセラフィナと息子のマーセルである。二人はこれからアクベを離はなれて、ティメラウスとセラフィナの故郷であるルディーオ州の片かた田舎いなかに戻るのだ。

「その……失礼だが、これからどうなされるお積もりなのか、お聞かせ願えませぬか？」

　遠えん慮りよがちにセレインがそうたずねた。直接に夫を討うった仇あだを前にしても、セラフィナの穏おだやかで控ひかえめな物もの腰ごしは変わらない。

「故く郷にには夫が遺のこした土地がありますし、こちらの家いえ屋や敷しきを処分して当座の金きん子すは工く面めんできました。畑仕事は慣れておりますし、この子が一人前になるまで頑がん張ばるつもりです」

「そうですか」

　その答えに、シオンはわずかに顔をしかめた。

　ティメラウス宰さい相しようがグラニヤと通じていたという噂うわさは、すでにエルザイム中に広まっている。たとえ故郷であっても、遺族への風当たりは厳しいだろう。

「貴き公こうらが余計な気を回す必要はない」

　そう言ったのは、ティメラウスの腹心だった元近この衛え騎き士しのオライオンである。

「奥方様や御ご子息が落ち着かれるまで、私が側そばでお守りするのだからな」

「義ぎ理り堅がたい話だな、おっさん」

「宰相閣下から受けた恩を思えば、当然のことだ」

　ムッツリとそう答えたオライオンは、一言だけ付け加える。

「それと私はおっさんではない。まだ三〇前だ」

「え!?」

　これには驚おどろいた。セレインを見ると、何とも言えない表情でうなずく。本当らしい。立派な口くち髭ひげのため相当の年だと思っていたのだが、まだシオンも修しゆ行ぎようが足りないようだ。

「何か言いたそうだな」

「いえ、別に何も全く」

　下世話な冗じよう談だんの一つでも言おうかと思ったシオンだが、さすがに止やめた。それくらいの空気は、シオンでも読む。

「あまり立ち話して、船を遅おくらせてどうする」

　やや呆あきれ気味にそう言ったのは、先に船に乗っていたザカリアだった。彼は見届け役として、一行とルディーオ州まで同行することになる。

「では行きましょう、お二方」

　オライオンに先導され、親子が〈あかつき〉号への渡わたし板をゆっくりと進む。

「ザカリア、お前も務めを果たせよ」

「分かっている」

　やがて渡し板が船内に引っこめられ、舫もやい綱づなが解かれる。〈あかつき〉号の帆ほが風をはらみ、ゆっくりと湖上に滑すべり出す。

　と、船員たちが忙せわしく立ち働く船の甲板で、幼いマーセルがじっとこちらを見ていることに、シオンは気づいた。その子供とは思えない暗い目に、胸を衝つかれる。

　そういう目には、見覚えがあった。

「あいつは、俺だな……」

　その小さなつぶやきは、すぐ風に消えた。

「何か言ったか？」

「いや、何も。もう戻ろう」

　はぐらかすようにそう言うと、シオンはさっさと歩き始めた。セレインもそれに続く。

「これからお前は、どうするのだ？」

「そりゃまあ一件落着だからな。姫ひめさんから報ほう奨しよう金もらって、気ままな旅を続けるさ」

　以前からの予定通りだ。カナンという優ゆう秀しゆうな影かげ武む者しやがいても、シオンとアートルム卿きようの一人二役は大変だった。この先はアートルム卿としてエルザイムの軍師となる一方で、シオンとしての彼はこの国から姿を消すことになる。

「そうか……残念だな。これからもお前がいてくれると、頼たのもしいのだが」

「はは、止よしてくれよ。宮みや仕づかえなんて、どうにも性しように合わないんだ」

　落らく胆たんしたセレインの前で、シオンは笑って見せた。

「別に今こん生じようの別れってわけじゃないんだ。また縁えんがあれば、会うこともあるだろうさ」

　そう、これからも彼女たちとはアートルム卿として、共に戦っていくことになる。決して縁が切れた訳ではない。

　だがもうシオンとしてセレインやルルと会うことはないと思うと、それは残念だった。




　その時ローゼリアは、久方ぶりに星霊宮の自室に戻もどっていた。

「どうぞ姫様、お茶をお淹れしました」

「ありがとう、婆ばあや」

　長なが椅い子すに腰こし掛かけ、ネリーの入れた香こう茶ちやの味と香かおりを存分に楽しむ。

　その向かいでは、ようやく牢ろうから出されたサイラスが、難しい顔で首を傾かしげていた。

「まさかあの若いのが、グラニヤの黒天騎士でアートルム卿とは」

　今後、サイラスには宰相として、ティメラウスの穴を埋うめてもらうことが決まっている。アートルム卿の正体を話すことも、シオンから了りよう解かいを得ていた。

「何の役にも立たなかった極ごく道どう者ものの兄上に比べれば、はるかに有能な方でしたよ」

「うるせえなあ」

　年とし甲が斐いもなく口くち喧げん嘩かを始めた兄妹きようだいに、ローゼリアは小さく笑った。だがすぐにその笑いを引っこめる。

「彼の才と能力には、何も問題ありません。目的もわたくしと一いつ致ちしています。ですが出来ればもう一つ、彼をこの国に縛しばり付ける何かが欲しい」

　その言葉に、ナグザレアの兄妹はそろってうなずいた。

「左様にございますなあ。紐ひも、縄なわ、鎖くさり──言い方は悪いですが、確かにあの方を縛れるものは欲しいところです。おそらく物ではなく人になるでしょうが」

「割と情は深そうに見えたからな。うちのルルあたりをうまく使えんものか」

「それはわたくしも考えました。ですがそれだけでは、少々弱い」

　我が意を得たりと、ローゼリアが満面の笑みを浮うかべる。

「そこでサイラス、あなたの力を──いえ、名を貸して欲しいのです」




「こちらでございます」

　ネリー女官長に案内され、シオンとセレインは星霊宮の廊ろう下かを進む。

（気まずい……）

　うつむき加減で歩くセレインの背を見ながら、シオンは内心で嘆たん息そくした。先ほどの港でのやり取り以来、彼女とはまともに会話をしていない。何か話しかけようとしても、セレインは頑かたくなに振り向こうとさえしないのだ。

　どうやらこのままでは、不本意な別れを迎むかえることになりそうだ。そうこうしているうちに、二人は王女の私室に通される。

「二人ともお務め、ご苦労でした」

　柔にゆう和わな笑顔で、ローゼリアはシオンたちに椅い子すを勧すすめた。一礼した二人は、長椅子に腰こしを下ろす。

「では私は茶を淹れて参りますので、どうかごゆるりと」

　ネリーが退出すると、ローゼリアは直すぐに本題へと入った。

「まだ今回の論功行賞の発表はまだですが──セレイン、あなたには私の近衛として一隊を率いてもらうつもりです」

「わ、私が近衛？　しかも部将の格で？　そ、それは、まだ、その──」

「遠慮も謙けん遜そんも無用です。此度の戦いで見せたあなたの働きは、それに相応ふさわしいものでしたから。それにこれは、アートルム卿の推すい薦せんでもあります」

　ローゼリアがちらりと送った目配せに、シオンはうなずいて見せる。

「アートルム卿の──分かりました。いまだ非才未熟の身なれど、セレイン・コーディアナ、誠心誠意お仕えさせていただきます！」

　真しん摯しな表情で、セレインは深々と一礼した。

「頼たよりにしていますよ。さて、シオン──」

「あいよ」

　ここで形ばかりの報奨金を受け取って、表向きはエルザイムから去ることになる。そのはずだった。だがローゼリアが口にしたのは、打ち合わせと全く別の言葉だった。

「シオン、あなたにはセレイン同様に新たな近衛の一員として、アートルム卿付きとなってもらいます」

「………は？」

　思わぬ奇き襲しゆうに、シオンも反応が遅れた。戸と惑まどうシオンの隣となりで、セレインが眉まゆをひそめる。

「何だ、やはりこの国に仕官するのか？」

「いや、聞いてないぞ俺は！」

　思わず腰を浮かせたシオンの前で、ローゼリアはわざとらしく小首を傾げた。

「あら、そうですか？　あなたの従者に伝えさせたはずですが」

　従者？　確かに彼女はカナンの存在を知っているが、なぜ今その名前が出てくる？

「あー悪い悪い、こちらの不ふ手て際ぎわだ」

　と、続き間への扉とびらが開く。そこから顔を出したのは、サイラスだった。

「ご無事でしたか、伯はく！」

「おいオッサン、どういうことだ一体」

　余よ韻いんも何もない再会だったが、サイラスは悪びれずに笑っている。

「なんせ我が家のこれからにも関かかわる話なんでな。先にうちの娘むすめに話を通したんだよ。おう、もういいぞ」

「はい、お話はお伺うかがいしましたの」

　扉の向こうから現れたのは、心底から嬉うれしそうに笑うルルであり──

「久しぶり」

　そしてなぜか、侍じ女じよのお仕着せを身につけたカナンだった。

「嬢じようちゃん？　それにカナン!?」

　意味不明の組み合わせに、シオンは混乱した。一方のセレインも、初対面のカナン──アートルム卿としてなら何度となく顔を合わせているが──に戸惑う。

「じゅ、従者？　シオンの？」

「カナンという。エルザイムへの道中で船が沈しずみ、主と離はなれ離ばなれになっていた。以後お見知りおきを」

「な──」

　不意に真っ赤になったセレインが、カナンを指差しながらシオンをにらむ。

「お、お前、若い娘と二人で旅をしていたのか!?　け、けしからん！　実にけしからんぞ、何と不ふ埒らちな!!」

「待てセラちゃん！　お前ナニ想像している!?　間ま違ちがいなくそれは誤解だ!!」

　言い合う二人に対し、カナンがさらに追つい撃げきをかける。

「此こ度たび、シオン様がナグザレア家に入るおまけで、私も雇やとってもらえることになった」

「────」

　思いがけない一言ではあったものの、ようやくシオンの中で事の辻つじ褄つまがあった。

（なるほど、そういうことか）

　続いてローゼリアが、またも言葉を並び立てる。

「いくら此度でシオンが大功を上げたとはいえ、新参者を近衛として重用しては、周囲の反発が大きいでしょう。ですのでまずは、我がエルザイムの譜ふ代だいの重臣たるナグザレア家に養子として迎え入れ、その上で近衛に取り立てようと思うのです」

　要するに、自分をアートルム卿としてだけではなく、シオンとしてもこの国に縛り付けておきたいのだろう。ローゼリアの思おも惑わくは理解できるが、だからと言って自分がそれに乗せられる義理はない。

　分からないのは、なぜかカナンまで向こうの思惑に乗っていることだ。とはいえここは、この場で即そく座ざに断るべきだろう──

　そうシオンが即そつ決けつした時だった。

「違いますの？」

　ルルが、そうつぶやいた。

「シオン様がルルのお兄様になってくださると思っておりましたけど、違いますの？」

　小さな胸の前で手を組み、瞳ひとみを不安に揺ゆらしながら、じっとシオンを見やる。

「────！」

　その言葉が、仕草が、表情が、まなざしが、シオンの真ま芯しんを打ち抜ぬいた。

（あにさま、違うの？）

　失われた双ふた子ごの妹が、ランの面おも影かげが、ルルの姿にピタリと重なる。

　ハッと顔を上げたシオンは、カナンを見やる。常に忠実な従者は小さくうなずいた。

（そういうことか）

　ようやくシオンは、年長の幼おさな馴な染じみの思惑を悟さとった。彼女は、こう言いたいのだ──この国でなら、シオンが失った存も在のの一部を取り戻せるかもしれない、と。

　参ったな、うつむき気味にシオンは苦笑する。このままローゼリアたちの思惑に乗るのは、確かに癪しやくだ。癪なのだが──

「あの、シオン様？」

　不安げなルルに、シオンは笑え顔がおを見せる。

「いや、ちょっと話に行き違いがあったみたいでな。驚おどろいただけさ」

「──で、では」

「どうやら今日から、俺がお嬢ちゃんの兄貴ってことらしい」

　パッと太陽のような笑みを浮かべ、ルルがシオンに飛びついた。小さなその体を、シオンは軽々と抱だき締しめる。

「ありがとうございます、シオン様──いいえ、お兄様！」

　その大だい胆たんな振ふる舞まいに、ローゼリアとセレインは驚いた。

「まあ、中々やるではありませんか、ルル」

「こ、こら、はしたないぞルル──い、いや、兄妹なら構わないの、か？」

　そんな周囲をよそに、ルルは幸せそうにシオンの胸へと顔を埋うずめる。

「どうやら全すべて、丸く収まったようですなあ」

　ちょうどその頃ころ合あいを見計らって、再びネリーが入室した。手にした盆ぼんの上では、人数分の香茶が香りと湯気を上げている。

「これからもよしなに願いますぞ、甥おい御ご殿どの」

「つーわけだ。頼りにしてるぜ、倅せがれよ」

「分かりましたよ、親おや父じに叔お母ばさん」

　人の悪い笑みを浮かべた二人に、シオンも顔をしかめてみせる。と、その背をセレインが肘ひじでつついた。振り向くと楽しげな、そして頼たのもしげな笑顔が答えてきた。

「どうやら、長い付き合いになりそうだな」

　続いてローゼリアが、優美な仕草でうなずく。

「一層の働きを期待しますよ、シオン・ナグザレア」

「シオン・ナグザレア──」

　自分の新たな名を、舌の上で転がしてみる。思いの外ほか、悪くない。

「お兄様……」

「これからもよろしく頼む、お嬢ちゃん──じゃないな、ルル」

　新たな義妹いもうとの、家族の髪かみを、シオンは優やさしく撫なでさすった。

（ありがとう）

　感謝の意をこめてカナンと軽く目配せを交かわして、シオンは窓の外を見上げる。今はもういない大切な人に、心の中で呼びかけた。

（父上、母上、ラン──俺、もう一度この国でやり直してみようと思います）




　　　　　　　◆




　夕暮れの空の下、長大な市し壁へきが重々しく震ふるえ、正門の鉄てつ扉ぴがゆっくり開いていく。

　門の内側から現れたのは、平服を着た十数名の市民である。仕立ての良い裕ゆう福ふくな身み形なりとは裏腹に、表情は硬かたく強こわ張ばっていた。

　彼らを待っていたのは、都市を包囲した大軍だった。整然と並ぶ騎き士したちの鎧よろいは、隊列ごとに赤、青、あるいは黄に塗ぬり分けられている。

「ソーズベル共和国評議会の方々ですな」

　隊列の中央に立つ騎士が、市民たちにそう呼びかけた。彼一人の甲かつ冑ちゆうのみは、夜のように黒い。兜かぶとの面に隠かくされて顔も表情もうかがえず、声のみが響ひびいている。

「私はグラニヤ帝てい国こく黒天騎士団長クヨウ・スラン。此度の遠えん征せいにおいて、皇こう帝てい陛下より全権を委ゆだねられた身です。議長閣下はいずこにおられる？」

「わたくしです、〈獅子レオーン〉殿どの」

　黒衣の騎士──クヨウの声に答えたのは、評議員の先頭に立つ中年女性だった。それに応じ、クヨウは軽かろやかな身のこなしで馬から下りる。

「ソーズベル共和国評議長カトラ・カティアの名において、当市の鍵かぎをお渡わたしいたします」

　都市国家にとって市門の鍵は、国家の生命線そのものだ。それを他者に委ねるということは、すなわち降こう伏ふくの証である。

　歴史的な瞬しゆん間かんだった。ダール自由都市連合の盟主として、東部一帯の経済的覇は権けんを握にぎり続けてきたソーズベル共和国が、初めて敵国に降くだったのである。

「帝国との開戦の責は、ひとえに議長たるわたくしにございます。なにとぞ咎とがめはこの身一つに収め、市民には寛かん大だいな処しよ遇ぐうを賜たまわりますよう、伏ふしてお願いいたします」

　震える声でそういうなり、カティア議長はその場で跪ひざまずいた。彼女の後に続く評議員一同も、それに倣ならう。

「──面を上げられよ、議長」

　クヨウの言葉にカティア議長は、はっと顔を上げる。

「し、しかし……」

「降ったとはいえ一国の元首が、そのように振る舞うものではない」

　そう言いつつクヨウは、自身の兜と面を取る。

　兜の下から現れた若々しく秀しゆう麗れいな顔は、厳しく引き締められていながら、同時に柔やわらかな何かを滲にじませていた。

「勝敗は時の運。むしろ私は貴き殿でんらを賞賛したいのだ。赤せき炎えん、青せい嵐らん、黄こう道どうの三騎士団を前にしてなお、独立のため戦うことを選んだのだから」

　そう告げながら差し出されたクヨウの手を、議長はおずおずと握り返す。

「閣下……？」

「『自由か死か！』──貴殿らの魂たましいの叫さけびに、私は敬意を表する。そんな誇ほこり高き自由都市の市民が、自らを貶おとしめてはならない」

　クヨウに手を引かれるまま、カティア議長は立ち上がった。柔らかな微び笑しようを浮うかべたクヨウは、その体を抱き締める。

「おう、おお……」

　議長の表情から、ようやく強張りが解けた。まだぎこちないながらも笑みを浮かべ──

「え？」

　──その笑みを貼はり付けたまま、議長の首が宙を舞った。

「我々は、貴殿らが求めた自由を奪うばった」

　抜き打ちの長ちよう剣けんを振り抜いたまま、クヨウは言った。優しげな声も表情も、毛筋ほど揺れてはいない。

「故ゆえにせめて、貴殿らが望んだ死を贈おくろう」

　議長の首が地面に転がり、首から下もそのまま倒たおれる。噴ふき出した血が、周囲の草原を赤く汚よごした。

　突とつ然ぜんの惨さん劇げきに凍こおりつく評議員たちの周囲で、帝国の騎士たちが一いつ斉せいに剣けんを抜く。

　クヨウは評議員たちを──否いな、ソーズベル市そのものを指さし、ただ一言だけ命じる。

「鏖みなごろし」

　惨劇が始まった。




　街を焼く炎は、夜半を過ぎても衰おとろえることはなかった。

　赤々と天を焦こがす炎の下で、ソーズベル二〇万の市民は次々と斬きり殺されていく。

「帝国の鬼おに畜ちく生しようどもめ！　ただ殺されてたまるか！」

「港だ！　港に逃にげろ！　海にさえ出れば──」

　中にはあり合わせの武器で立ち向かう者や、せめて包囲を抜け逃げようとする者もいた。だが戦いくさ慣れしたグラニヤの騎士により、市民の非力な抵てい抗こうは一方的に粉ふん砕さいされる。

「……おかあさん、いたい──いたいよ」

「お願いします！　せめてこの子だけでも──」

　そして地に伏し慈じ悲ひを乞こう女子供や老人の上にも、刃やいばは容よう赦しやなく振り下ろされる。

　斃たおれた市民たちの遺体も、家も、財産も、何もかもが火にくべられて灰と消えていく。まるでソーズベルという都市そのものを、地上から消し去ろうとするかのように。

「…………」

　その無む惨ざんな情景を、クヨウは丘おかの上から無言で見下ろしていた。

「こちらにおられましたか、〈獅子レオーン〉」

　背後からのくぐもった声に、クヨウは振り向く。黒天騎士の甲冑をまとった影かげが一人、恭うやうやしくひざまずいていた。マントの留め金の刻印は、翼つばさを広げた白鳥の意い匠しようである。

　さらにその隣となりでは、僧そう形ぎようの男が這はいつくばっていた。

「ダルク・バン師をお連れしました」

「ご苦労だったね、〈白鳥キユノクス〉」

　部下を労ねぎらったクヨウは、外交僧そうのダルクに向き直った。

「エルザイムの状じよう況きようは、灰浪の密書で知っている。まずは弁明を聞かせてもらおうか？」

「な、なにとぞお慈悲を、クヨウ閣下！」

　クヨウの足元に縋すがり付くようにして、ダルクは額を地面にこすりつける。

「確かにエルザイムとの交こう渉しようが失敗に終わったのは、某それがしの失態にございまする！　ですがそれはエルザイムの政変という、私めのあずかりしらぬ事態があってのこと！　何とぞもう一度、機会をお与あたえくださいませ！」

「政変は、貴殿のあずかり知らぬところ、か。ずいぶんといらぬ手を出したようだが」

　ギクリ、とダルクの顔が強張った。

「確かに〈蜘蛛アラクネ〉は貴殿の下につけたが、それは護衛のためだ。それなのに貴殿は、彼にエルザイムへの不要な介かい入にゆうをさせた。挙げ句にそれを逆手に取られるとは」

「そ、それは……」

「もういい──〈白鳥キユノクス〉」

　指示と共に〈白鳥キユノクス〉が動いた。瞬しゆん時じにダルクの首と肩かたを押さえ、地面にねじ伏せる。

「ク、クヨウ閣下……お慈悲を、なにとぞお慈悲を……」

「ここで私の心を覆くつがえすだけの弁舌があれば、まだ貴殿にも使い道があったのだがね」

　クヨウが鋭するどい視線を飛ばす。同時に〈白鳥キユノクス〉が小声でつぶやいた。

「……〈雷らい塵じん〉」

　夜の闇やみを、閃せん光こうが打ち砕くだいた。

　突とつ如じよとして地上に生じた雷光。青白い稲いな光びかりが、ダルクの体を包みこむ。目を見開き、身を仰のけ反らせた僧は、声にならない絶ぜつ叫きようを上げる。

　わずかな時間で雷光は消えた。焼け焦げた遺い骸がいに目もくれず、〈白鳥キユノクス〉はつぶやく。

「オウマは──〈蜘蛛アラクネ〉は死んだのですね」

「ああ、間ま違ちがいない」

「ばかなひと」

　ささやくように小さな〈白鳥キユノクス〉の声が、ほんの少しだけ震えた。

「本当に、ばかなひと」

　その声が聞こえたのかいないのか、クヨウは南の空を見ていた。その先にはエルザイムを始めとする東部諸国が、無防備な姿を晒さらしている。

「いまだ〈鴉コローネ〉は健在か。しかもあの軍師アートルムまでエルザイムに仕えるとはね」

　そう言いながら、むしろクヨウの声には事態を愉たのしむような響きがあった。

「彼かの御ご仁じんと〈鴉コローネ〉に組まれては、面めん倒どうなことになる。手を打たねば」

　含ふくみのある口調と視線に促うながされ、〈白鳥キユノクス〉は立ち上がる。

「では〈獅子レオーン〉よ、その御お役目はこの〈白鳥キユノクス〉にお任せください」

「いいのかい？　彼は君にとって──」

「構いません、クヨウ様」

〈白鳥キユノクス〉は、自身の兜と面を取る。現れたのは〈白鳥キユノクス〉の称しよう号ごうに相応ふさわしい、白い少女の顔だった。染しみ一つない肌はだだけではない。短く切りそろえられた髪かみもまた、一いつ切さいの色素を欠いた白はく髪はつである。

「あにさまを殺せるのは、私だけだから」

　双ふた子ごの兄のシオンと瓜うり二ふたつの端たん整せいな顔で、〈白鳥キユノクス〉ことラン・ジルヴァはそう笑った。





了












　　　あとがき







　新作『最強騎き士しの俺が天才軍師にクラスチェンジしたら無敵チートすぎる件について』第一巻をお送りします！

　やっぱり時代は俺ＴＵＥＥＥですからね！

　最強無敵な主人公が軍師として政戦領略で戦争そのものを支配し、かつ最後には騎士として戦場に君臨する──そんな痛快無比な英えい雄ゆう譚たんをお楽しみください！

　……噓うそは吐ついてませんヨ？




　冗じよう談だんはさておき、原げん稿こうを上げた後の打ち合わせで、タイトル案として『最強騎士の俺が（以下略）』を提案したのは本当です。僕なりに流行はやりを研究したつもりだったのですが、担当のアリマさんからあっさり却きやつ下かされてしまいました。

　何がいけなかったのだろう？




　さて本作は、前作『フルメタル・パニック！　アナザー』から打って変わった戦記ファンタジーとなりますが、いかがでしたか？

　実は僕が初めて書いた長編小説って、こういった話だったんですよね。タイトルは『ウィンクルムの竜りゆう』。

　主人公は辺境の領りよう邦ほう君主のお姫ひめ様さまで、片かた脚あしが不自由な元竜騎士。父と騎士団主力が出しゆつ征せいした留守を守っていたところに魔ま物ものの大群が押し寄せ、残されたわずかな家臣たちと共に領民と領地を守るため奮戦する、って筋立てでした。

　書き上げた時はもうライトノベル界の天下を獲とった気分になって、意い気き揚よう々ようと投とう稿こうしたのを覚えています。……あえなく一次落ちに散りましたが（涙なみだ）。

　それからも何作かファンタジーを書きましたが、全すべて落選。これはイカンと方向性を変えて書いたのが、オカルト系学園能力バトルもの『マルタの十字』です。

　これが富士見の第22回ファンタジア大賞で最終選考まで残り、受賞こそ逃のがしたものの審しん査さ員だった賀が東とう招しよう二じ先生の目に止まって、フルメタアナザーでのデビューに繫つながったわけでした。




　長々と書きましたが、要するにこの『デュシア・クロニクル』は、僕にとって原点回帰とも言える作品なわけです。

　好きなんですよね、ファンタジー。此こ処こではない何ど処こか、現い在まではない何い時つかを舞ぶ台たいにした、幻げん想そうと空想の物語。子供のころから本や映画やゲーム等で様々なファンタジーに触ふれ、時には頭の中で拙つたない物語を練ったりもしました。

　そんな僕のファンタジーを発表する機会を下さった富士見編集部の方々、そして美び麗れいなイラストでキャラや世界に息を吹ふきこんで下さった絵師のゆらん様には、感謝の言葉もありません。

　それと賀東先生。フルメタアナザーの執しつ筆ぴつ・監かん修しゆうを通して先生から教わった様々なものがなければ、この作品はできなかったでしょう。

　シオンやセレインたちは、果たして『良い芝しば居い』ができているでしょうか？




　さて紙数も尽つきてきました。最後まで読んで下さった読者の皆みな様さまにお礼を申し上げ、筆を置かせていただきます。

　ありがとうございました。





二〇一七年九月　大おお黒くろ尚なお人と










大黒尚人

●おおくろなおと



「フルメタル・パニック！　アナザー」でデビューした僕にとって、ある意味でこれが本当のデビュー作になるのかもしれません。フルメタという看板抜きの『作家・大黒尚人』を、読んで楽しんでいただければ幸いです。
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